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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　熊くま野のに旅立った塔とう子こを見送ったあと、明あか槻つきはまんじりとしないまま一夜を過ごした。

　やがて明け方になると、予想どおり大だい納な言ごんが血けつ相そうを変えて清せい涼りよう殿でんに飛びこんできた。しかも父親、つまり引退した先の関かん白ぱくまで同行している。

　───明みよう朝ちようにはもう父と兄が主上おかみのもとに飛びこんできますよ。

　昨夜の左さ近こん衛えの大だい将しようの言葉を思い出し、本当に言ったとおりになったと、こんな状況にもかかわらず明槻は感心してしまった。

　親しん王のうも含めた主おもたる者達が並んだ孫まご廂びさしの中央で、大納言は気け色しきばんだ。

「お、恐れおおくも上じよう皇こう様の御お子こを身み籠ごもられている女によう御ごを呪じゆ詛そするとは、天をも恐れぬ所しよ業ぎようでございますぞ！」

　証拠の品として御み簾すの下から差し入れられた呪詛の形かた代しろと紅も絹みを、明槻は忌いま々いましい思いで眺めた。三さん条じようの女によう御ごが塔子を陥おとしいれようと謀はかったことは間違いないが、はたして大納言がどこまで関与しているのかが分からなかった。あるいは彼は、本当に塔子が娘を呪詛したと信じているのかもしれない。それによって対応が変わってくる。

「この紅絹が、わが娘・三条女御が斎さい王おう尚侍ないしのかみにお譲りしたものであることは、袴はかま着ぎの出席者ほぼ全員が証明してくれるはずです」

「そんな紅絹、似たようなものはいくらでもあるだろう」

　つっけんどんに明槻は応じたが、とうぜん大納言は引かない。

「では斎王尚侍に、女御から譲られた紅絹をお持ちかどうかお尋ねください」

「尚侍なら、先日退たい出しゆつしたぞ」

　御お座まし所どころから縋すが子こがぞんざいに答える。もちろん縋子には、昨夜のうちに事情をすべて説明済みだった。

　御み簾すのむこうで大納言も先の関白も言葉を失う。それはそうだ。昨晩遅くに呪詛が発覚し、今朝一番にやってきたというのに、もはやそんな事態になっているとは思ってもみなかったのだろう。それ以上に、自分達の息子むすこと弟である左近衛大将がからんでいるとは夢にも思っていないのだろうが。

「な、なにゆえ？」

「家の者が病やまいを得たそうじゃ。昨年末、狼ろう藉ぜき者ものに襲おそわれて怪け我がをして以来、どうにも調子がよくないと聞いておる」

　あからさまな縋子の皮ひ肉にくに、大納言は反はん撃げきの言葉をくじかれたようだった。

　昨年末の熊野行ぎよう啓けいのとき、大納言は家けい司し受ず領りように命めいじて塔子を襲しゆう撃げきさせた。そのとばっちりで彼女の叔お父じ、橘たちばなの貴たか哉なりが重じゆう傷しようを負おったのだ。

　思い出して、明槻の中で一度腹に収めたはずの怒りがふたたびせりあがった。

　重傷を負わせたことは家司の暴走で、大納言にそこまでするつもりも度ど胸きようもなかったことは分かっている。そもそもこの呪詛も三条女御の独どく断だんで、大納言は彼の性格からして関わっていない可能性もある。

　それでも自分の腕の中から去って行った塔子のことを考えると、明槻は抑えられない怒りに駆られそうになる。自分を正面から見つめる大きな瞳ひとみ。くるくると変わる表情。はきはきした声。すっぽりと腕の中に収まってしまう華きや奢しやな身体からだ。その身体を覆おおい隠してしまうほど、豊かで艶つやのある射ぬ干ば玉たまの黒髪。ほんの半日前まで自分のそばにあったあれらのすべてが、いまは遠くに隔へだてられてしまったのだ。

「───いずれにしろ」

　刺とげ々とげしい口調で明槻は切り出した。

「被疑者がおらぬのなら調べようがない。いかに法ほう師し陰おん陽みよう師じが呪詛の依頼を受けたとわめこうと、そのように怪あやしげな者の訴うつたえのみで不在の者を裁さばくわけにはいかぬ」

　このあと出てくるであろう「呪詛の依頼を受けた」という口裏あわせの証言を、先回りして明槻は封ふうじた。三条女御なら、そのあたりの手抜かりもないだろう。

　法師陰陽師とは市し井せい界かい隈わいで活動をする民間の呪じゆ術じゆつ者しやのことだ。陰おん陽みよう寮りように在籍する官かん人じんの陰陽師は、呪詛のような犯はん罪ざいなどまず請うけ負おわない。そんな重罪に手を染めるのは、市井にたむろする怪あやしげな呪術者である。ようするに素す性じようも分からぬ者の一方的な訴えでは、証拠にならないというわけだ。

　熊野の件での当てこすりが堪こたえたのか、大納言はずっと口ごもったままだ。するとまるで代理のように、父親である先の関白が反論をはじめた。

「呪詛をした者はまだ分かっておりません。ですが呪詛をされていたと知った女御は、心労ですっかり臥ふせってしまっております。まことにおいたわしいかぎりで、このように悪あく辣らつな真ま似ねをした者を許すわけにはまいりません！」

　明槻は鼻はな白じろんだ。自分で捏ねつ造ぞうをしておいてそんな白々しい芝しば居いを打ってみせるとは、たいした心臓の持ち主だ。

（さすが、あの左近衛大将の姪めいというべきか）

　変なところで感心しつつ、皮肉げに明槻は返す。

「それは幼い女おんな一いちの宮みやを、斎院に取られてしまうと嘆なげいたからではないのか？」

「に、女御には、まだ斎院の件は伝えておりません」

　それまで黙っていた大納言がようやく反論すると、先の関白もつづく。

「さよう、女御は上皇様の御子をお産みあそばす大切な御おん方かた。いらぬ心労をおかけして御おん身みになにかあっては一大事。ご出産まで余計な心労はおかけせぬよう、われら一門心してお守り致いたしております。それゆえの今回の呪詛、見過ごすわけには参りませぬ」

　現役さながらの強気な口調だった。息子である大納言の熊野での不ふ祥しよう事じを受け、致ち仕しを申し出て受理されたが、孫娘であり養女となった女御の懐かい妊にんが分かって、いまごろさぞ後こう悔かいしているだろう。あのまま関白の地位にいつづければ、産まれてくる子供が皇おう子じであったときに、東とう宮ぐうに立てることが容よう易いにできただろうから。

　反論しない明槻と縋子をどう思ったのか、やや遠えん慮りよがちに大納言が言う。

「昨日の話しあいではまだ流りゆう動どう的てきな気配でございましたので、余計な心労をおかけするより、決定してから女御にはお話しすればよいかと判断致しましたゆえ……」

　そこで大納言は一度言葉を切り、あらためて尋ねる。

「その、上皇様は承しよう諾だくなさったのですか？」

　明槻はぎくりとした。宣せん陽よう院いんが娘の斎院擁よう立りつを断ろうとしなかったことは、まだ公おおやけにはしていない。明らかになれば、それこそ擁立の方向でいっせいに動きだしてしまう。

「大納言殿どの……」

　戸惑いがちに声をかけたのは三さんの宮みやだった。女一の宮の斎院擁立の話が持ちあがったとき、彼は幼少であることを理由に真っ先に反対していた。加えて宣陽院が了解するに至った複雑な経けい緯いも知っている。

　腹立ちからの己おのれの失言を悔くやみながら、明槻はあわてて取りつくろう。

「いや、上皇にはもう少しお時間をさしあげたところだ」

「さようでございますか」

　昨日の今日だ。特に疑った様子もなく大納言は応じた。大納言も女一の宮の斎院擁立を、内ない親しん王のうであればしかたがないと言っていた。しかしけして積極的ではなく、女御や女一の宮の気持ちを考えればいたわしいとも言っていたのだ。このあたりは、やはり実の父親というべきなのかもしれない。

　いっぽう先の関白は、ここぞとばかりにつめよってくる。

「これでご理解いただけましたでしょう。女御の不調は姫宮ではなく呪詛の仕し業わざですぞ。こうなれば、みすみす放置しておくわけにもまいりますまい。女御も此こ度たびの件にたいそう衝しよう撃げきを受け、犯人を厳しく詮せん議ぎするよう願い出ておられます」

　自分で仕組んでおいて、なにを白々しい。どれだけ面つらの皮の厚い女なのかと明槻は忌々しく思う。とはいえ先の関白の反応はある程度予想していたものだったので、ここぞとばかりに用意していた言葉を告げる。

「分かった。斎王尚侍には帰き京きようの命令を出そう」

　御簾のむこうで、二人が不満げな表情をしたのが分かった。あたりまえだ。呪詛の嫌けん疑ぎがかけられているのに、のこのこと戻ってくる人間などいるはずがない。本気でそのつもりがあるのなら、追っ手を遣つかわして強制的に連れ戻す必要がある。

「し、しかし、それでは……」

「昨年紋もん入いりの布だけで騒ぎたて、結局左さ大だい臣じんに濡ぬれ衣ぎぬを着せたことを忘れたのか？　このうえ娘である斎王尚侍にふたたび濡れ衣を着せたりすれば、あらたな災害が起こりうるやもしれぬぞ」

　これには二人のみならず、周りにいた公く卿ぎよう達もたじろいだ。鴨かも川がわが氾はん濫らんし、甚じん大だいな被害を及ぼしたのはつい先日のことだ。そのうえ昨年の疫えき病びよう騒ぎは、まだ人々の記き憶おくに新しい。あのときは疫病の原因が、左大臣・高たか槻つき親しん王のうと梅うめ壺つぼの女によう御ごの怨おん霊りようだとされ、鎮ちん魂こんのために彼等らの娘であり異い母ぼ妹まいである塔子の入じゆ内だいが決められたのだ。

　その娘を今度は呪詛の疑いで査さ問もんしようというのだから、不吉な予感はぬぐえない。

「近衛このえ殿、大納言殿……」

　公卿のうちでも年配の者が、語尾を濁にごしつつも諫いさめようとする。ちなみに近衛殿とは先の関白のことである。住まいが近この衛えの御み門かどにあるので、致ち仕しのあとはそう呼ばれていた。

　駄だ目め押おしとばかりに、今度は縋子が直じかに告げる。

「ひとまず陰おん陽みようの頭かみに命めいじて、女御のために呪詛払いをさせる。そのうえで呪詛を請け負った者を、きっちりと証拠をあげたうえで捜し出すようにさせよ。もちろん確たる証拠があれば、その者は厳げん罰ばつに処しよす。場合によっては遠おん流るでは済ませぬ」

　孫廂に明確な緊張が走った。遠流より上の刑など死刑しかない。しかしその極きよつ刑けいは百年以上行われていない、事実上廃はい絶ぜつされた刑だったからだ。

「そ、それは………」

　声を震わせた先の関白に、縋子はさらにつづける。

「これこそが兄上の妃きさきに対する妾わらわの誠意じゃ。その旨むねをぜひ女御にも伝え、よくよく見舞いを伝えてくれ」

　打ちあわせていたとおりに縋子が言ってくれたので、明槻は胸を撫なでおろした。

　死刑をほのめかすのはあまりにも大おお袈げ裟さかと危ぶんだが、これで呪術者を仕立てあげることはできなくなるだろう。下される処分が遠流であれば、十分な報ほう酬しゆうとのちの脱出を条件に、塔子に依頼されて呪詛をしたと讒ざん言げんをする者もいるかもしれない。

　しかし最悪死刑がありうるとなれば、さすがに引き受ける者はいないはずだ。よもやそこまで相手が非ひ道どうだとは思いたくはないが、仮にこの件を秘密にして犯人に仕立てあげたとしても、取り調べで死刑を示し唆さされれば誰でも真相を白はく状じようするにちがいない。そうなったら逆に女御の立場が危なくなってくる。

　塔子に頼まれて呪詛をした、そこまではっきりと証言する者が出てこなければ罪つみは立りつ証しようできない。助命のために虚きよ言げんを吐く者はいても、命を賭としてまで虚言を吐く者などいるはずがない。ならば女御は、塔子を呪詛の犯人に仕立てあげることはできない。

　青ざめる公卿達に、とどめとばかりに縋子は言い渡す。

「亡き左大臣、高槻の兄上の御ご霊りようを刺激してはならぬ。斎王尚侍への追及は、実行犯を捕まえてはっきりとした証言を得えてからじゃ。それでよいな」

「し、承知致しました。女御にお伝え致します」

　声を上うわ擦ずらせたまま、大納言が答えた。死刑をにおわせたことがよほど衝撃的だったようだ。仏ぶつ教きよう思想の影響により、こと貴族社会は過か剰じようなほどに殺せつ生しようを嫌う。

　ひとまず乗り切ったものと安あん堵どした明槻に、だが大納言が釘くぎを刺さした。

「では呪詛の嫌疑が晴れるまで、斎王尚侍の入内も延えん期きということでよろしいですな」

「───やむをえまい」

　眉まゆをよせる明槻の前で、苦にが々にがしげに縋子が答えた。

　讒言を真実にしてしまうことは阻はばめたが、無む罪ざいを立証することもできなかった。さすがに一方的にやられっぱなしというわけにはいかなかったようだ。

　縋子の答えに満足したのか、御簾のむこうで大納言がひとつ頭を下げる。一連の展開を眺めていた公卿達が、なにやら目配せをしあっている。

　明槻には彼等の考えが、手に取るように分かっていた。

　塔子の帰郷が叶かなわないまま三条女御が男だん児じを産んだのなら、彼等はいっせいに大納言側につくだろう。今度産まれてくる子供が姫だったとしても、若い三条女御が孕はらむ可能性は今後もある。どのみち塔子の入内が叶わないのなら、自分はもはや、東宮の母となれるような身分の高い妃は得られないことになる。公卿達の気持ちは、ほぼ大納言側に傾かたむいているのだろう。

　腹をくくれ。

　明槻は自分に言い聞かせた。塔子を失う以上に恐れることなどない。塔子を失ってまで守りたいものなど、自分にはないではないか。

　───どんなことをしても、彼女を取り戻してみせる。

　開き直りにも近い決意を固めると、自然と力が漲みなぎってくる。

「……東宮？」

　自分を見る縋子の表情が訝いぶかしげなものになったことに、御簾むこうの公卿達を眺めていた明槻は気づかなかった。彼は先刻までの硬い表情から一転、口くち許もとをほころばせ挑ちよう発はつするような笑みを浮かべていたのだった。
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　都みやこから馬を走らせて数日目の朝、塔とう子こ達は熊くま野の九く十じゆう九く王おう子じのひとつである滝たき尻じり王子にたどり着いた。熊野の参さん詣けい路ろに点在する王子（社やしろ）の中で、もっとも格式が高いとされる滝尻王子から先は、紀き伊い半はん島とうを東西に貫く熊野の聖せい域いき・中なか辺へ路ちとなる。

　常緑の照しよう葉よう樹じゆに囲まれた隘あい路ろだが、まださほど奥深く入っていないので、方々から朝の光が射しこんでいてあたりはそれほど暗くない。

「ここからは、尚侍ないしのかみに案内を頼むことになります」

　一度馬を止めて、万ま結ゆが言った。単ひとえに指さし貫ぬきを穿はき、長い髪を頭頂部できりりとまとめた姿は、すらりとした長身もあいまって美少年と見み紛まがう凜り々りしさである。

「うん、大丈夫よ。王子を目当てに進めば、ちゃんと大おお斎ゆの原はらに着くから」

　そう答えた塔子も同じく単に指貫姿である。とはいえこちらは本来の小柄で愛らしい容姿もあって、じゃじゃ馬であることは明白でも、少年には見えなかった。

「ここから、尚侍のご実家までどれくらいあるのですか？」

　二人の少女から少しだけ距離を取って尋ねたのは、貞さだ守もりという名の万結のところの家け人にんである。武芸に長たけているということで、今回同行をしてもらったのだ。年のころは三十半ばほどの筋きん骨こつ逞たくましいやや強こわ面もての人物で、確かに用よう心じん棒ぼうとしてはうってつけだ。

「十里ほどだけど、山道だからもっと長く感じると思うわ」

「だとしてもその距離なら、馬を休ませながらでも、日が暮れる前に着くでしょう。お二人の乗馬の腕なら大丈夫ですよ」

「私達より貞守、目め方かた（体重）が重いあなたのほうが、馬の疲労を考えたら心配だけど」

　万結は冷静に突っこむが、物言いは至って普通だった。どうやら家人に対しては、彼女の極端な男嫌いは該がい当とうしないらしい。

　二人に対して、あらためて塔子は言った。

「本当にごめんね。こんな遠方まで付きあわせちゃって……」

「とんでもないです。紅も絹みの件にかんして、気づかなかった私にも落ち度がございます」

　思い出しても悔くやしいというように万結は言うが、塔子は首を横に振った。

「いいえ、あれはどう考えても私が迂う闊かつだったのよ」

　見つかったのが呪じゆ詛その形かた代しろだけであったのなら、それだけで塔子が犯人だと立りつ証しようはできない。しかし形代が見つかった直後、塔子が三さん条じようの女によう御ごから押しつけられた紅絹が、打うち乱みだりの筥はこから盗まれていたことが発覚したのだ。

　一般的な呪詛の方法は、呪術により怨おん敵てきの魂たましいを入れこんだ人形を使う。そのさい利用される物が、怨敵の髪や衣きぬなどの品なのだ。

　あの紅絹を呪詛の証拠の品として出されたら、もはや言いい逃のがれはできない。

　しかし追及を逃れることができれば、塔子はあくまでも容よう疑ぎ者しやのままだ。おおよその罪つみは自白によって確定される。特に身分ある者に対して、本人の自じ供きようを得ないまま有ゆう罪ざいを確定することはできない。だから冤えん罪ざいを晴らす時間を稼かせぐため、塔子は都を離れたのだ。

　とつぜん、湿っぽい空気を吹き飛ばすように貞守が哄こう笑しようした。

「まあ俺なんかは、こんなことでもなければ熊野に来ることもできませんからね。逆に感謝していますよ」

　なんとも豪ごう快かいな言い分に、塔子と万結は呆気に取られて目を見あわせる。やがて一拍おいてから、二人は同時に噴き出した。

　少し気持ちが明るくなったところで、どこからともなく烏からすの鳴き声が聞こえてきた。

　熊野では神しん鳥ちようとされる鳥の声に、まるで古いにしえの神じん武む天てん皇のうのように道案内をされている気がして、塔子はさらに元気づく。

「知っている？　熊野の烏は道案内をしてくれるのよ」

「え、どういうことですか？」

「神武天皇が東とう征せいなされた際、熊野の地で道をご案内したのが熊野の八や咫た烏がらすなのよ」

「まあ、そうなのですか」

　はじめて知ったらしく、万結は感心したようにあいづちを打った。

　塔子は一度首をあげ、さまざまな樹木の枝が交こう錯さくする白っぽい空を見あげた。烏がどこにいるのかは分からないが、熊こ野こに来たのだからきっと大丈夫だと強く思えた。

　手た綱づなを握り直すと、後続の二人にむかって言う。

「じゃあ、私が先頭で行くわね。遅れないでよ」

「もちろんです。こう見えても私、乗馬ではたいていの人間には負けませぬから」

「そりゃあ、矢や駆ばせ馬めをこなすぐらいですものね」

　からかうように返すと、万結は得意げに笑った。
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　しばらく進んでいるうちに、塔とう子こと万ま結ゆは並んで馬を走らせるようになった。二人の少女の後ろから、ゆっくりと貞さだ守もりがつづく。

　不思議なことに、本来であれば辟へき易えきする隘あい路ろの中なか辺へ路ちに入って、少し気持ちが落ち着いた気がする。都みやこから和いず泉みの国くに（現在の大おお阪さか西南部）に出て滝たき尻じり王おう子じに至るまでは、常に追われているような気持ちで進んでいた。きっと明あか槻つきがうまくやってくれている。そう言い聞かせながらも、もしも説得がうまくいかずに追っ手をむけられていたりしたら、という不安が付きまといつづけていた。

　懐かい妊にんした上じよう皇こう妃ひを呪じゆ詛そしたとされれば、それこそ遠おん流るにでもなりかねない。万結と貞守に対して明るくふるまってはいても、内心ではずっとそのことを気にしていたのだ。

　そんな不安が、この中辺路に入って和やわらいだように思う。

　生まれ育った熊野という土地の、とりわけこの聖域に入ってからは、なにかに守られているような安心感が塔子の中に芽生えていた。

「本当、すごい山ですね。全身が緑色に染まってしまいそう」

　ため息を漏もらしつつ、万結は言った。

　滝尻王子ではまだ乾いていた地面も、いまはかなり湿しつ気けを帯びている。

　熊野の森は鬱うつ蒼そうとして深く、巨大な木から伸びた豊かな枝葉に空を塞ふさがれ、陽が地面まで届かない。湿った土を覆おおうように、深い緑の羊し歯だ、菌きのこ、キノコ類が群ぐん生せいし、時には樹木と見み紛まがうほどに巨大な蔓つるが、不思議な形でうねって地面に伸びている。

　そんなすべての光景が、都生まれの万結と貞守には珍しいようで、特に巨大な樫かしの木に大だい蛇じやのように巻きついた蔓には、驚きに目を見張っていた。

　彼等らの反応に、笑いながら塔子は言った。

「熊野は籠こもり国くだからね」

　隠こも国りくとも表記される。木々が鬱蒼とこもる熊野は、神々がこもり、死者の霊たましいがより来る籠り国だと信じられているのだ。

　所々に休みを入れながら馬を走らせてゆくと、やがて薄暗かった視界がふたたび明るくなっていった。蹄ひづめが踏みこむ土の感触も乾いたものとなってゆき、馬の脚あしの運びも自然と軽くなる。さらに進むと、いよいよ山の頂いただきに到達した。

「うわ………」

　万結と貞守はそれきり言葉を失っていた。それまでの鬱蒼とした森から一転。まばゆい陽ひ射ざしに照らされた大おお雲ぐも取とり、那な智ち連れん山ざんの山々が、青い空を背景にすべてが眼がん下かに広がっていた。地面よりも空に近いのではと錯さつ覚かくしてしまいそうな光景だった。

「ご苦労様。ここからあとは下りだから」

　しばし目を奪われている二人に、励ますように塔子は言った。あと一息だからという言葉に彼等は揃ってうなずく。けして弱音は吐かないが、その顔にはさすがに疲労の色が滲にじんでいる。なんのかんのいっても都生まれの人間だ。たとえ騎き馬ばとはいえ、山道を行くことなどまずなかっただろう。彼等に対して申し訳なく思いながら、実は塔子自身も相当の疲労を感じていた。

（まったく、軟なん弱じやくになったなあ）

　昨年の秋、同じ経路で熊野を訪れたときは、ここまで疲れは感じていなかった。それどころか、久々に熊野に戻れるという喜びもあって意い気き揚よう々ようとしていた。

（まあ今回は、そんな能のう天てん気きな帰き郷きようじゃないからね……）

　前回もそこまで気楽な旅ではなかったが、少なくとも逃とう亡ぼうではなかった。

　しかし今回の旅は捕まれば最悪だし、うまく逃げ切れても二度と都には戻れないかもしれないものなのだ。

　長なが月つきに三さん条じようの女によう御ごの産む子が男だん児じであったのなら、彼女には絶大な力がいく。そのときに呪詛の嫌けん疑ぎが晴れていなければ、ますます帰き京きようは叶かなわなくなるだろう。

　───戻ってきてください、必ず。

　御ご所しよを出るとき、しぼり出すように明槻が告げた言葉を思い出す。

　必ず戻ってくると返しはしたが、実際のところ塔子は吉きつ報ぽうを待つことしかできない。もしもこのまま帰京が叶わなかったら、二度と明槻に会うことができなくなる。そんなふうに悪いほうにばかりを考えてしまい、心配で旅の最中もあまり眠れていなかったのだ。

　悪い思いを振りはらうように、塔子は首を横に振った。考えたってしかたがない。いまは無事に大おお斎ゆの原はらにたどり着くことだけを考えよう。そんなふうに言い聞かせ、山やま間あいの奥に見える川かわ合あいの一角を指さす。

「あそこが大斎原よ。私の実家はあの近くだから」

　自みずからの言葉を鞭むちに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした身体からだを奮ふるい立たせながら馬を走らせる。広こう葉よう樹じゆや羊歯が茂る下りの道端には、清せい楚そなのに華やかな薄うす紅べにのササユリの花が咲いていた。

　やがて道は平へい坦たんになり、どこからか川のせせらぎが聞こえてきた。さらに進むと山沿いにぽつぽつと家か屋おくらしきものが立ち並び、その先の中州にこんもりと緑の葉を茂らせた木々と大きな鳥とり居いが見えた。

　熊くま野の三さん山ざんのひとつ、大斎原の大おお社やしろである。

「すごい、ほんとに川の中にあるのですね」

　万結が素直に感かん嘆たんの声をあげた。冷静な彼女のこんな物言いは珍しい。

　ふわりと吹きつけた風が、清水の香りを運んできた。都ではあまり感じない涼しい風に塔子はほっと一息つく。

「尚侍ないしのかみのご実家は、あの社の付近ですか？」

　万結の問いに、塔子は首を横に振る。

「私の実家はあそこまではいかないの。ほら、むこうの山側の家よ」

　少し手前に見える、築つい地じ塀べいに囲まれた邸やしきを塔子は指さした。それから少し馬を進めていると、同じ方向を歩く男性の背中に気づいた。八はつ尺しやくをゆうに超す巨体に、夏らしい白の単ひとえに括くくり袴ばかまを着けた人物が誰なのかは確認するまでもなかった。

「範のり康やすさん！」

　とつぜん叫んだ塔子に、隣にいた万結はぎょっとした顔をする。もちろん呼び止められた範康も、仰ぎよう天てんしたように振り返った。

　熊野の若き別べつ当とう・範康は、塔子の昔馴な染じみである。

「え、塔子!?」

　うろたえたあと、範康はあたりに響きわたるような大声で叫んだ。

「お前、ついに東とう宮ぐうから離り縁えんを申し渡されてきたのか？」

　想像もしない言葉にあぜんとしていると、どう思ったのか一人で納得したように範康はうなずいた。

「そうか、やっぱり無茶だと思ったんだよ。お前が入じゆ内だいだなんて。あの東宮、相当物好きだとは思っていたけど、いよいよ冷静になったか………」

「ちょっと、なに一人で勝手なことを言っているのよ！」

　叫んだあと、ふわっと眩暈めまいがした。危うく馬上から落ちそうになり、あわてて身体を立て直す。睡すい眠みん不足と疲労が、思ったよりも堪こたえているようだ。これは騎乗のままでいると危ないかもしれない。そう思い直した塔子は、ひとまず下馬した。

「そんなんじゃないわよ。これにはいろいろ複雑な………」

　言い終わらないうちに、塔子は口をつぐんだ。

　範康の背中越しに、単に袴はかま姿すがたの貴たか哉なりが歩いてきていることに気づいたからだ。

「範康、なにを大声───」

「叔お父じ様！」

　叫ぶなり塔子は、範康の身体の陰から飛び出した。貴哉は塔子の存在にはじめて気づいたようで目を円まるくした。範康の巨体に隠れて、姿を見ることができなかったようだ。

「え、塔子？」

　驚く貴哉のそばに駆けよると、塔子はものも言わずにぎゅっとしがみついた。

　懐なつかしさと安あん堵どから、張りつめていたものが一気に緩ゆるんだ。

（よかった、無事に帰ってこられたんだ）

　逃げてきたのではなく、帰ってきたのだと思ったのをきっかけに、とつぜん猛もう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれた。頭の上で貴哉がなにか尋ねていたが、朦もう朧ろうとしてよく聞き取れない。そのまま塔子の意識はゆっくりと沈んでいった。
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　目を開けて、真っ先に視界に飛びこんできたものは太い梁はりだった。

　見覚えのある懐かしい光景に、ぼんやりとしたまま塔とう子こはゆっくりと瞬まばたきをする。

「塔子？」

「尚侍ないしのかみ、お目覚めですか？」

　懐かしい声と聞き慣れた声が、左右から同時にした。首を回すと右側に貴たか哉なり、左側に万ま結ゆが座っていた。

「あ……」

「ったく、いきなり倒れて人を心配させておいて、日が暮れるまで寝こけるとは」
















　足元のほうから聞こえた声にあわてて起きあがると、妻つま戸どの付近から範のり康やすが歩いてきていた。彼の言葉に塔子は、自分があのまま眠り落ちてしまったことを知った。

（噓うそぉ……そんな、子供じゃあるまいし）

　外にいて眠りこけるなんて、ちょっと信じがたい失しつ態たいだ。現実にそんな現場を目にしたことはないが、気を失ったほうが大人としてはまだ体てい裁さいがよい気がする。

　しかも格こう子しのむこうから射しこんでくる西日は、橙だいだい色いろと黄おう金ごん色いろを交えた夕暮れに近い色合いだ。夏の夕暮れは相当遅い。山頂で連れん山ざんを見下ろしたときは、まだ日は高い位置にあったはずだ。いったいどれだけ長い時間寝ていたのだろう。

「尚侍はお疲れだったのです」

　むっとしたように万結は言った。彼女のこの剣けん吞のんな態度が、範康の不ぶ躾しつけに対するものなのか、男という性別に対するものなのかは不明だ。ちなみに彼女の父親、大だ宰ざいの大だい弐にの継けい室しつは範康の姉なのだが、お互いにあまり気にした様子はない。

　塔子は、同じように疲れているはずの万結に対して自分が情けなかった。旅の最中あまり眠れていないことは自覚していたが、まさか睡すい魔まというものが、こんなにとつぜん襲おそってくるとは想像もしていなかった。貴哉の顔を見た途端、ふっと緊張が緩ゆるみ、気づいたら意識がなくなっていたのだ。

「その、実は………」

「こちらの方から、事情はすべて聞いたよ」

　貴哉の発言に、塔子はどきりとして顔をむける。貴哉はむかいに座る万結を一いち瞥べつし、それから視線を塔子のほうに戻して言った。

「本当に無事でよかったね」

「………」

　すべての思いが凝ぎよう縮しゆくされているような一言に、ぐっとこみあげるものがあった。

　ここに来たらひとまずは大丈夫なのだと、心の底から思えた。

　貴哉の存在に加え、産まれてからずっと自分を育はぐくんでくれた熊くま野のという土地が、そんな気持ちにさせてくれているような気がした。女によ人にんの月の障さわりさえ厭いとわぬ、浄じよう、不浄を問わないこの土地の懐ふところの深さが、そんな気持ちにさせているように思えたのだ。

「うん、ほっとした」

　しみじみと言うと、貴哉は表情を和やわらげた。やりとりを見計らったように範康が近づいてきて、塔子の足元に腰を下ろした。

「しかし都みやこというのは、やっぱり物ぶつ騒そうなところだな」

　熊野悪あく太た郎ろうの異い名みようを持つ乱暴者のものとは思えぬ発言に、塔子は苦笑を交まじえつつ応こたえる。

「地方だって国こく司しとの小こ競ぜりあいで、けっこう怪け我が人にんが出ているでしょう」

「それでもそこまで手のこんだことをして、無実の人間を陥おとしいれようとはしねえよ」

　範康は反論するが、そっちだって闇やみ討うちで死人が出かねない諍いさかいも時にはあるのだから、どっこいどっこいだと思う。

「私が甘かったのよ」

　はっきりと塔子は言った。万結と範康が、声を揃そろえて反論する。

「ここまで極端な悪意、普通の人間は思いもつきません」

「確かにな。発覚すりゃあ重じゆう罪ざいの呪じゆ詛その冤えん罪ざいを、親や子の仇かたきでもない人間に着せるなんて、まともなやつならやらねえよな」

「そうは思うけど、悔くやしいのよ」

　ぐっと手を握りしめた塔子を、貴哉は訝いぶかしげな表情で見つめる。

「産まれも育ちもよいお姫様に、謀はかりごとでも負けるなんて本当に悔しい」

「え？」

「本当に悔しいったらありゃしない。見ていなさいよ、このままじゃ終わらないから。絶対に巻き返して、都に戻ってみせるから！」

「……………」

　あぜんとする三人の前で、塔子は肩を怒らせて憤ふん然ぜんとする。

　悔しいが三さん条じようの女によう御ごが見事だったと認めるしかない。範康が言うとおり、ここまでされる謂いわれがないことは承しよう知ちのうえでむこうが一枚上うわ手てだった。後うしろ盾だてがないぶん知恵を絞しぼると豪ごう語ごしていたくせに、後ろ盾のある三条女御に知恵でも負けてしまった。いまあらためて考えてみれば、彼女の迫力におびえていたことも情けない。

「見てなさいよ、都に戻ったら目に物を見せてやるんだから」

　ぎりぎりとして語る塔子に、周りを囲む三人はいちように戸惑った表情を浮かべる。

　そのとき、妻つま戸どから古こ参さんの上かみ女じよ中ちゆう・計かず乃のが姿を見せた。

「まあ、お目覚めになられましたね。お食事、どうなさいますか？」

「食べる！」

　言うなり、塔子は寝しん所じよからはい出た。そして左手を伸ばし、万結の手首をつかむ。

「万結さんも行こう。お腹空すいたでしょ。あ、貞さだ守もりさんも───」

「貞守はここに来てすぐにおふるまいいただき、いまは別べつ所しよで休ませてもらっています」

　素早く答えたあと、苦笑交じりに万結は言った。

「尚侍は故こ郷きようにお戻りになられて、急にお元気になられましたね」

「うん。ここは蘇よみがえりの地だからね」

　威い勢せいよく答えた塔子に、貴哉が微び笑しようを漏もらす。

　日に本ほん書しよ紀きにおいて、イザナミ神ノカミとその子・カグツチが葬ほうむられた熊野は、黄よ泉みの国くにとされている。死者が行きかう場所とされるのは、そのためだ。だからこそこの土地を訪れた者は一度死に、新しい自分に蘇ることができると言われているのだ。

「とりあえず、食事をしながらこのあとのことを相談しよう。範康、一緒に来て」

　とうぜんのように告つげた貴哉に、範康はたじろいだように返す。

「おい、遅くなると晃あき子この機き嫌げんがまた悪くなるんだぞ……」

「大丈夫だよ。晃子様には、範康が暴れないようにしっかり監かん視ししていますと、お伝えするから」

「……お前、俺のことをなんだと思っているんだ？」

　不ふ服ふくげに反発した範康をきれいに無視して、貴哉は塔子と万結を妻戸のほうに促うながす。

　いまの貴哉の言葉といい、昨年末の縋すが子この行ぎよう啓けい時じの騒そう動どうといい、この奔ほん放ぽうな範康を抑えるのは、彼の絶ぜつ世せいの美人妻・晃子もさぞ苦労しているのだろう。

　そのまま四人で室へやを移動し、用意された円わろう座だにそれぞれが腰を下ろす。塔子と万結が並んで座り、そのむかい側に貴哉と範康が座った。

「その女御の手のやつが、もしかしたら追ってくるかもしれないんだろう？」

　ぶつぶつと文もん句くを言っていたわりに、真っ先に範康が切り出した。

「その可能性があるから、範康に話を通しておいたほうがいいと思ったんだよ」

　三条女御に本気で塔子を追いつめるつもりがあるのなら、すぐにでも都に引っ張ってきて尋じん問もんさせたいところだろう。不在の人間に疑いをかけることはできても、処しよ分ぶんすることはできないからだ。

　逆に言えば、いま都に連れ戻されては終わりということになる。もし女御の手の者が追いかけてきたりしたら、どんなことをしても逃げ切らなければならない。そのときは熊野の総そう括かつ者しやである範康の手を借りることになるだろう。

「まあ、それが勅ちよく命めいではなく摂せつ関かん家けの私的な追っ手だというのなら、どうにかして追っぱらえるさ。多少荒っぽくはなるけどな」

　物ぶつ騒そうなことを、にやりと笑いながら範康は言う。頼もしくはあるが、若じやつ干かんの不安を禁きんじえない。とはいえ自分の身を守るためには、そんな軟やわなことは言っていられない。

「大丈夫」

　力強く塔子は言った。

「勅命は、なにがあっても東とう宮ぐう様が阻そ止ししてくださるはずよ」

　範康はいっそう唇くちびるの端はを釣つりあげた。頼もしげな表情をする塔子と万結の前で、貴哉だけが少々不安げに苦笑いを浮かべている。

　そのとき妻戸の先から計乃が姿を見せた。

「どうも、お待たせしました。お腹がお空きでしょう」

　機き嫌げんよく語りながら、彼女は二人の女おんな衆しゆうと共に膳ぜんを運んできた。

「ほんに塔子様の間合いのよいことと申しましたら。本日は丸々と太った鮎あゆが大量に手に入ったんでございますよ」

「……別に狙ねらって戻ってきたわけじゃないけど」

　そもそも、そんな能のう天てん気きな帰き郷きようではない。若干不服げに告げた塔子ではあるが、目の前に置かれた焼き鮎の香こうばしい匂においに、それまで忘れていた食欲が刺し激げきされる。

「美お味いしそう」

「まあまあ、都で美味しいものはいっぱい召めしあがっておられたでしょうに」

　どこまでも明るく計乃が言うので、ひょっとして自分を励ますために、こんなふうにふるまっているのではと思い直した。

　四人揃って箸はしを動かしはじめ、ふと塔子は思い出した。

「そういえば洪こう水ずいのせいなのかな？　御ご所しよでは鮎があがっていなかったような」

「おそらくそのためだと思われます」

　万結が素す早ばやく答えた。

「もちろん漁ができるような状態ではなかったことと、川の水が汚れて鮎そのものが少なくなったのではないかと───」

「都のほうでは、それほどひどい水すい害がいがあったのですか？」

　貴哉の問いに万結は素直にうなずいた。男嫌いの万結にしては珍しいほど穏やかな対応である。二にの宮みやが目にしたら、さぞ理り不ふ尽じんに感じることだろう。

　彼女はこの世に存在する男の九割八分、相手を凍こおりつかせるような眼まな差ざしをむけると兄の平たいらの直なお霧ぎりが言っていたが、どうやら貴哉はその二分の男性だったようだ。

　色好みを理由に『胡こ蝶ちようの宮みや』と称された二の宮に対しては、言葉もかわさないうちから蛇だ蝎かつを見るような目をむけていたから、あるいは男嫌いの本能で、危険人物とそうでない人間のちがいが分かるのかもしれない。などと一人で勝手に納得しつつ、あらためて塔子も切り出した。

「その水害も実は長なが梅つ雨ゆが原因で、今年の畿き内ないは凶きよう作さくかもしれないって言っていたわ」

「そういえば国司から聞いたんだが、穀こく物もつの備び蓄ちく量りようと現状での稲の育ち具合を報告するよう上からお達たつしがきたらしいぜ。まあこっちは米があまり取れねえから、紀き北ほくが中心の話だけどな」

　思い出したように範康が言った。ちなみに大だい納な言ごん家けの家けい司しでもあった熊野の前受ず領りようは罷ひ免めんされ、いまは法ほう皇おう・京きよう極ごく院いんに近い人間が赴ふ任にんしているそうだ。

　塔子はこくりとうなずいた。

「畿内が凶作でも局きよく所しよ的てきであれば、なんとか賄まかなえるかもしれないけど、全国的なものになったら大変なことになるでしょう？　それであらかじめ調べておこうって、東宮様と異母弟おとうとの三さんの宮みや様がおっしゃられたの」

「へえ、宮様達がそんなことを考えるのか。意外だな。そういうことはてっきり太だい政じよう官かん達が考えるものだと思っていたぜ」

　範康の言葉に塔子はちょっと渋い顔をする。本来そうあるべきなのだが、彼等らの危機感があまりにも薄いため、明あか槻つきはともかく三の宮のような若じやく輩はい者ものまでもが率そつ先せんして動かざるをえなくなっているのだ。

　やおら、それまで黙っていた貴哉が不思議そうに言った。

「三の宮様って、たしか東宮様とひと悶もん着ちやくあったんじゃなかったっけ？」

「おおぅ？　そういえばそうだったよな！」

　奇き妙みような叫び声をあげて、範康は塔子を見た。東宮妃候補の筆ひつ頭とうだった苑その子こに三の宮が横よこ恋れん慕ぼしたことを、塔子達は熊野で知らされたのだった。とうぜん貴哉と範康の耳にも入ったわけだが、彼等はそのあとの顚てん末まつを知らなかった。

「あ、大丈夫。いろいろあったけど、その件ではちゃんと和解なされたから」

「それはよかった」

「まあ、お前にベタ惚ぼれのあの東宮様からすれば、渡りに船みたいなものだっただろうからな」

　素直に喜ぶ貴哉と範康に、塔子は少々戸惑った。彼等が和解をしたことは事実だが、そのあと大納言がらみでふたたびぎこちなくなっていたからだ。

　昨年末の熊野行ぎよう啓けいのおり、貴哉は明槻に「信頼できる人間を見つけてください」と言っていたから、なおのこと喜ばしいと思ったのかもしれない。

　三の宮は信頼できる人間だ。苑子を自分の邸やしきに迎え入れてから、本来の聡そう明めいさと正義感に思し慮りよ深ぶかさが加わっている。そんな相手との関係が、諍いではなく立場ゆえに悪化してしまうことを、塔子は心からやるせなく思うのだった。
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　文ふみ月づきに入って数日後、万ま結ゆが熊くま野のから帰き京きようした。

　一度自宅に戻ったという彼女は、白の唐から衣ぎぬに青（緑）の濃のう淡たんを襲かさねた夏らしい正せい装そうにあらためて兄の直なお霧ぎりと共に梨なし壺つぼ（昭しよう陽よう舎しや）の明あか槻つきのもとに参さん内だいした。

「尚侍ないしのかみは、無事に熊野の御実家にお戻りになられました」

　多少日焼けの痕あとが残る顔で、はっきりと万結は告つげた。

　明槻がほっと胸を撫なでおろしていると、今度は直霧が告げる。

「熊野別べつ当とうからの伝言です。勅ちよく命めいさえ出さずにいてくれれば、大たい抵ていの追っ手は蹴け散ちらしてみせるとのことです」

　頼もしいというのか、物ぶつ騒そうというのか分からない言い分である。半年前に会った、あの怖いもの知らずの別当の顔を思い出し、明槻は思わず苦笑する。とはいえあの男がついているのなら、たとえ三さん条じようの女によう御ごが坂ばん東どう武む者しやを集団で差しむけても大丈夫だろう。

　呪じゆ詛その件にかんして、いまのところ犯はん人にんが挙あがる気配はなかった。

　おそらく三条女御は犯人に仕立てあげる人物を用意していたのだろうが、いまもって誰も出てこないというなら、死し刑けいという脅おどしが効きいたにちがいない。犯人役が逃げ出したのか三条女御が臆おくして取りやめたのかは不明だが、いずれにしろ新たな犯人を仕立てあげることは今後も不可能だろう。

　確たる証しよう拠ことともに犯人を挙げられなければ、塔子の追及はしないと公く卿ぎよう達の前で縋すが子こが断だん言げんしている。三条女御は今ごろ歯は嚙がみをしているだろうが、こちらも讒ざん言げんの証明をしないかぎり塔子を呼び戻すことができないのだ。

　───はたしてどちらが先に、この袋ふくろ小こう路じの状況を打だ破はできるのか。

　見通しのつかない現状に、明槻は気持ちを切り替えるようなつもりで尋ねた。

「そういえば、宮ぐう司じ殿どのは息そく災さいにしていたか？」

「尚侍の叔お父じ上うえのことでしょうか？　はい。すみません、ご報告が遅れました。昨年の怪け我がは完全に癒いえていると、東とう宮ぐう様にその旨むねをお伝えするように言こと付づかっておりました」

「そうか……」

　昨年末から僅わずかに引っかかっていた懸け念ねんがこれで晴れた。塔子の様子から大丈夫だろうとは思っていたが、直接訊きくのもなんとなく癪しやくに障さわってできなかったのだ。

　しかしいまとなっては、あの思し慮りよ深ぶかい青年がそばに居てくれることは、なによりもの安心材料だった。別当・範のり康やすもいるのだから、熊野のほうは心配しなくともよいだろう。

（よし……）

　重い荷物をひとつ下ろしたように、心が少し軽くなった。

　塔子のことはひとまず安心だ。ならば次にやらなければならないことは───。

　明槻は背筋を伸ばし、直霧のほうに視線を動かす。

「ところで、橋と堤てい防ぼうの修理のほうはどうなっている？」

「いまのところ、滞とどこおりなく進んでおります。民みん部ぶの大だい丞じようが推すい薦せんした者達が熱心に働いており、応急の形ではありますが、野の分わけ（台風）のころにはなんとか間にあうと思います」

　そこで直霧が一度言葉を切り、あらためて言った。

「堤防のほうの本格的な修しゆう繕ぜんは、大だ宰ざい府ふからの技師の到着を待ちたいと思います」

「うん」

「それと国こく司しのほうから、稲と倉そう廩りんの状況の報告が主税ちから寮りようのほうにぼつぼつとあがっているようです。のちほど報告にあがらせます」

「うん、分かった」

　近ごろこの件にかんして、明槻はほとんど公卿や参さん議ぎ達を無視して事を進めていた。

　凶きよう作さくや飢き饉きんに、彼等らはほとんど興味がない。飢饉となっても自分達が飢うえる心配はまずないし、起こってもいない凶きよう事じを口にすることは不吉だという言こと霊だま信しん仰こうもあるのだろう。実際に壊こわれてしまった橋と堤防はともかく、飢饉を避さけるためには、口に出してとやかく言うより熱心に祈き禱とうをするべきだという考えだ。

（おかげで、かえってやりやすいが）

　直霧が療りよう養よう中ちゆうの大丞の意見を聞きながら、現場を熟じゆく知ちしている中級以下の官かん吏りをうまく使ってくれているので、公卿達の協力がなくとも事が進められた。いや、とやかく言われるより無関心でいてくれたほうが、よほど進めやすい。

　一人で考えこむ明槻に、直霧が不ふ審しんな眼まな差ざしをむける。

「いかがなさいましたか？」

「え？」

「よもや尚侍が、宮司殿のもとにいらっしゃることを、懸念されておられるわけではありませんよね」

　明槻は渋い表情をする。完全に誤解ではあるが、まったくその気持ちがないとは言い切れなかったからだ。

「いや、逆に安心しているさ」

「さようでございますか。実は私もそう思います」

　木で鼻をくくったような直霧の態度に閉へい口こうしつつ、実際そのとおりなのだろうと明槻は思った。いまの状況で塔子が御ご所しよにいたのなら、自分は彼女にばかり気がけて、他のことに頭が回らなかっただろう。

　塔子を取り戻すためには、力が必要だ。そして東宮としての役目を放ほう棄きすることは、自分の権けん威いを揺るがす結果になりかねない。不本意であっても、いまは塔子のことを貴哉に委ゆだねるしかない。

（しかたがないか……）

　貴哉に対しては、もはや諦てい観かんしかない。

　彼女の心が自分にあることを承知していても、なおも心をざわつかせる青年の涼しげな顔を思い出し、明槻は少しばかり複雑な思いに囚とらわれるのだった。
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　それから程なくして、清せい涼りよう殿でんで『乞き巧こう奠でん』と呼ばれる七たな夕ばたの宴うたげが催もよおされた。

　七夕とは『七月七日の夕べ』という意味で、年に一度、牽ひ牛こ星ぼしと織おり女ひめ星ぼしが天あまの川がわを渡って逢おう瀬せをするという、中国の伝説に由ゆ来らいする祭りである。

　東とう庭ていに葉は薦こもと長なが筵むしろを重ねて敷しき、朱うるし塗ぬりの高机を祭さい壇だんとして、桃ももに梨なし、棗なつめをはじめとしたさまざまな食物の他に、糸や針、琴きん等の品物を牽牛と織女のために供そなえる。そして二ふた星ぼしの逢瀬を眺めながら、管かん弦げんや詩歌の宴を夜通しで楽しむのである。貴族の私し邸ていでも頻ひん繁ぱんに行われる、儀ぎ式しきというより遊ゆう興きようの要素が強い催し物だ。

　水害のことを考えてあまり浮かれたことは慎つつしむべきかという意見も出たが、その調子でなにもかも自じ粛しゆくしては、楽しみにしていた女によう官かん達が可か哀わい想そうだ。なにより伝統というものもあるので、結局今年も開催とあいなったのだった。

　日も暮れて夜の帳とばりに星々が輝きはじめると、七夕の宴が開始となった。

　濃のう紺こんの空にけぶる霧きりのように浮かぶ天の川を挟んで、牽牛と織女の二つ星はいっそう輝いて見えた。昼の暑さも夜はずいぶんと収まり、涼しい夜風が吹く中、楽がく師し達の雅みやびやかな管弦の音が響いている。庭の各所で赤々と焚たかれた篝かがり火びが、一面に敷きつめた白はく砂さの上に、青々とした葉を揺らす呉くれ竹たけと漢かわ竹たけの影を長く映し出していた。

　女官が運んできた膳ぜんには『麦むぎ縄なわ』と呼ばれる、七夕の食物が載っていた。その春に収穫した麦から作った小麦粉を、練ねってひも状にして縄なわのようにねじりあわせたもので、醬ひしおなどの調味料をつけて食べるようになっている。

「今年は、出席者も少のうございますね」

　御み簾すを下ろした先の孫まご廂びさしを眺めながら、女官が話しあう。

「ご参加はなされたのですが、皆様、早くお帰りになられましたものね……」

「近この衛えの御み門かどに行ったのであろう」

　ぶっきらぼうな縋すが子この言葉に、女官達は失しつ言げんでもしたように口を押さえた。

　近衛御門は三さん条じようの女によう御ごが里り第だいをかまえる、先の関かん白ぱくの邸やしきである。彼等らがそちらに足を運んだ理由は明めい白はくだった。大だい納な言ごんが公く卿ぎよう達に声をかけて回っていたと、女官が噂うわさしていたのだ。女じよ婿せいである三さんの宮みやは筆ひつ頭とうだったらしく、あんのじょうこの場に彼の姿はない。

「かまわぬ。そのほうがよい試し金きん石せきになる」

　御簾内にしか聞こえぬよう、縋子はぼやいた。その件にかんしては明あか槻つきもまったく同意だったが、かといって孫廂で他の面々と談だん笑しようをかわす左さ近こん衛えの大だい将しようを信頼してよいのかといえば、非常に悩ましいところである。あるいは先の関白も多少は帝みかどに気を遣つかい、三男をこちらに出席させたのかもしれない。ちなみに他の面々とは、元々摂せつ関かん家けとは距離をおく参さん議ぎ達と、すでに第一線から身を引いた高こう齢れいの公卿が少数であった。

（損そんをさせなければ、裏切らないか………）

　都みやこを発たつときに、塔子が左近衛大将を評した言葉を思い出してなるほどと思う。

　しかし薬の附ぶ子し（トリカブトの根）と同じで、取り扱いがかなり難しそうだ。その効こう能のうが抜群なことは分かっているが、一歩間違えば文字どおり命取りになりかねないのだから、なかなか塔子のような度ど胸きようは得えられない。

　明槻は手にしていた盃さかずきをくいっとあおり、注つぎ足たそうと控ひかえていた女官に返した。

「もうよい。一度、梨なし壺つぼに戻るゆえ」

　実は梨壺の北ほく舎しやに、主税ちから寮りようの者をはじめとした官かん吏りを呼びよせていたのだ。

　なぜ宴が開催される今こ宵よいなのかといえば、先日直なお霧ぎりが言っていた諸もろ々もろの報告を受けることにしていたので、あまり人ひと目めにはつきたくはなかったからだ。

　今宵であれば女官達は清涼殿に出で払はらっているし、なにより大納言側につく意図がある者が参さん内だいしていない。そのような意味で、うってつけの日だと思ったのだ。

　もちろん女官達は、いっせいに不服げな表情をした。それでなくとも参加者が少ないうえに、東とう宮ぐうまで退席したとあっては宴も火が消えたようになってしまう。彼女等にとってなんとも白しらける顚てん末まつにはちがいない。

「どうしたのじゃ、いったい？」

　女官達の不満を代表するように縋子が問うた。言げん外がいに非ひ難なんするような含みがある。

　日ごろの宴であればすでに酔よっぱらっている時分で咎とがめもしないのだが、今回は女官達の気持ちも考えてのこの態度だろう。

「いえ、ちょっと………」

　語ご尾びを濁にごしていると、とつぜん御簾のむこうがざわつきはじめた。

　なんだろうと顔をむけると、呉竹の横を抜けるようにして誰かがが歩いてきている。

「まあ、胡こ蝶ちようの宮みや様」

　孫まご廂びさしで給きゆう仕じをしていた女官の言葉に、東ひがし廂びさしはいっせいにざわめいた。

　御簾越しでも分かる、ほっそりとした優ゆう美びなたたずまいは間違いなく二にの宮みやだった。

　彼は居並ぶ来客達と挨あい拶さつをかわしながら、孫廂まであがってきた。いろいろと因いん縁ねんのある左近衛大将とも愛あい想そよく言葉をかわしていたのは、おたがいにさすがである。

　そこで明槻はふと気づく。

（三の宮と別とは珍しいな……）

　単純に意外に思った。同どう母ぼ弟ていの三の宮は近衛御門に行っているのだろう。兄きよう弟だい仲を考えたら、同調するものだとばかり思っていた。あるいは優う婆ば塞そくである二の宮が、周囲を気にせず皇こう族ぞくとしての立場を優先させたのかもしれない。

　二の宮は孫廂に腰を下ろすと、御簾越しに縋子にむかって一礼する。

「主上おかみ。せっかくの宴に遅ち参さん致しまして、申し訳ございません」

「かまわぬ。よう、足を運んでくれた。そなたも嵯さ峨が野のからではさぞ足そく労ろうであったろう」

「いいえ。日ひ和より好よき星空を見あげながら、今こ宵よいは牽牛と織女もひとときの逢おう瀬せを楽しんでおられるであろうと、微笑ほほえましく思いながら参りましたので、少しも足労には感じませんでした」

「そうか。そなたが嵯峨野に退しりぞいて以来、織女のように参内を待ちわびている女官が御所にも星の数ほどおるゆえ、今宵は牽牛のように達たつ者しやな笛ふえの音ねをぜひ聞かせてくれ」

　上じよう機き嫌げんで言うと、縋子はもよりに控えていた女官に「二の宮に笛を」と命めいじた。他の女官達がいっせいに声をあげるが、なんの偶然か命を受けた女官は万ま結ゆだった。

　万結は無表情のまま立ちあがり、笛を取りにいったん奥に引っこんでいった。

　このあと万結から二の宮が笛を受け取るところは見もの……もとい心配ではあるが、これはまさに「天の配はい剤ざい」だと明槻は思った。

「主上。すみません、すぐに戻ってまいります」

　声をひそめ、あらためて明槻は懇こん願がんする。縋子は一度怪け訝げんな表情をし、そのあと御簾に張りついたようにして、二の宮の挙きよ措そを眺める女官達を見渡した。そして〝まあよかろう〟と言うようにうなずいた。

「早く戻ってまいれ。この場にいる者達の心遣いを袖そでにするものではないぞ」

　それでも軽く釘くぎを刺され、明槻は了解していると言うようにうなずく。

　人々の目につかぬように北側から滝たき口ぐちを抜けて渡わた殿どのに出て、そのまま梨壺の簀すの子こを抜けて北舎に入る。梨壺こと昭しよう陽よう舎しやには、本舎の他に北に別べつ棟とうがある。

　足音が聞こえたのか、北舎の簀子にあがるとすぐに妻つま戸どが開いた。戸のむこうに直ひた垂たれを着た直霧が姿を見せた。

「お帰りなさいませ。なにかございましたか？」

「え？」

「急に騒がしくなったようですので………」

　そう言って直霧は清涼殿の方向に目をむけた。

「ああ……」

　明槻がうなずいた。

「二の宮が来た」

　直霧はものすごく納なつ得とくした顔をした。宴をやっていたのだから最初から騒がしかったはずだが、よりいっそう賑にぎやかに聞こえたのだろう。そこにいるだけで場を華はなやいだものにしてしまう、あの異母弟おとうとにはそんな天性のものがある。しかも相手を委い縮しゆくさせず、ただ幸福な気持ちにさせてしまうのだから敵なしだ。もちろん、たまには万結のような例外もいるが。

　それにしてもあんな同母兄あにがいるのでは、さぞ三の宮はやりにくかったことだろう。二の宮に比べて、いまひとつ影の薄いもう一人の弟のことを思い出す。彼こそ祖そ父ふ・京きよう極ごく院いんの血を誰より色濃く受け継いでおり、才さい気き煥かん発ぱつという点ではけして引けを取らない親しん王のうだというのに。

（いや、ちがうか……）

　明槻は思い直す。自分も含めた孫達の中で、誰よりも祖父の才気を濃く受け継いでいるのは、間違いなく塔子だ。あの才気あふれる少女がそばにいてくれれば、自分はなんだってできる。関白も摂せつ政しようもいらない。古いにしえの世に五代の帝みかどに仕つかえた武たけし内うちの宿すく禰ねにも引けを取らない、最高の大だい臣じんだ。

「どうぞ、奥に」

　直霧に促うながされ、明槻は物思いから立ち返る。

「皆、揃そろっているのか？」

「はい、つい先ほど最後の御おん方かたが………」

「御方？」

　えらくかしこまった言い方に、明槻は首を傾げる。話を聞くため呼びよせた官吏達は、せいぜい直霧と同じ程度の地位の者だ。

　妻戸をくぐり、南みなみ廂びさしに入った明槻は目をぱちくりさせる。

　官吏達に交じり、少し奥まった場所に座っていたのは三の宮だったのだ。

「私がお声をおかけしました」

　あぜんとする明槻に、後ろで直霧が答えた。振り返った明槻は、驚きのあまりうっかり余計なことを口走る。

「え！　お前、石までぶつけられたのに、よくそんな気になったな？」

　年初めの射じや礼らいの夜、過か失しつではあったが、三の宮は直霧に石をぶつけて怪け我がをさせた。

　過去の幼よう稚ちな行為を目の前で言われた三の宮は、気まずげな表情をする。

　対して直霧は、ぴしゃりと言い返した。

「どなた様かでもあるまいし、そんな昔のことを、いつまでもねちっこく根に持つなど致しません」

　当てこすりに明槻が渋じゆう面めんを浮かべると、三の宮がぷっと噴き出した。すると事情が分からぬはずの他の官吏達も、連れん鎖さ反応のように次々と噴き出してゆく。そして昭しよう陽よう北ほく舎しやの南廂は、たちまち笑いの渦うずに包まれた。

　狐きつねにつままれたような明槻に、ようやく笑いを落ち着けた三の宮が言った。

「全国の倉そう廩りんの状況が分かったと聞いたものですから」

「!?」

　他でもない。冷れい夏かによる凶きよう作さくの可能性を真っ先に思いつき、国の穀こく物もつを備び蓄ちくする穀こく倉そう院いんの在庫を調べるよう提案したのは三の宮だった。しかし公卿達には相手にされず、櫛くし形がたの窓まどで盗み聞きをしていた明槻が、水すい害がいへの炊たき出だしを理由に各国に備蓄の状況を調べるようあらためて命令をしたのだった。

　それで直霧は、三の宮に声をかけたのだろうか？　一連の経けい緯いを直霧に話した記き憶おくはなかったが、あるいは現場では噂うわさになっていたのかもしれない。明槻はあらためて直霧を見たが、あまり感情を出さない乳ち兄弟きようだいの思おも惑わくは、その表情のみではうかがえなかった。

　諦あきらめて明槻は、視線を三の宮に戻した。

「しかし、よく来られたな」

　嫌いや味みや皮ひ肉にくではなく本心だった。三の宮の境きよう遇ぐうや立場を考えれば、この場に足を運ぶことは躊ちゆう躇ちよしたはずだろうに。

　とっさには意味が分からなかったようで、三の宮は訝いぶかしげな顔をする。だがすぐに理解したのか、苦笑交じりに答えた。

「確かに大納言からの誘いを物もの忌いみと称して断りましたので、ここに伺うかがうためには人目を避さける苦労もございましたがね」

　そこまでして彼がこの場に来たことに、素直に明槻は驚いていた。

　感情がそのまま表情に出ていたのか、まるで説明するように三の宮はつづけた。

「実は先日、京の田を見て回りました。現状では相当生育が悪そうです。このままでは凶作とまではいかずとも、かなり厳しい収しゆう穫かくになるでしょう」

「……そなた、わざわざ見に行ったのか？」

「私は東宮ほどいろいろと制約がございませんので。その気になれば、いつだって外を回れますよ」

「…………」

　三の宮は明槻がひょいひょいと御ご所しよを出ていることを、もちろん知らない。つまり彼は嫌味ではなく本気で言っているのだ。とうぜんの権利とばかりに、直霧が思いっきり白けた視線をむけてきたので、明槻は非常にいたたまれなくなった。

　乳兄弟の無言のやりとりには気づいていないようで、三の宮はさらにつづける。

「あの稲の状況を見たのなら、なにもしないわけにはいきませんから」

「…………」

　明槻は、三の宮に対して心から申し訳なく思った。

　舅しゆうとである大納言との関係を考えれば、この場に足を運ぶことは気が重いはずだ。

　まして三さん条じようの女によう御ごと塔とう子この状況を鑑かんがみれば、絶対にあちらについたほうが有ゆう利りだというのに、彼は正義感と義ぎ務む感かんからこの選せん択たくをしたのだ。

　一度うなずいてから、明槻はこの場にいる全員の顔を見渡した。

「先に言っておく。今宵のことは内ない密みつで進めるので、皆の者もそのつもりであるよう」

　大納言の耳には入れない意い図とを伝えると、三の宮はほっとした顔をする。

　感謝と申し訳なさを同時に感じていた明槻だったが、ふと思いついて尋ねた。

「そなた、二の宮と一緒に来たのか？」

　とつぜん話題を変更され、三の宮は大きな目をぱちくりさせた。しかしすぐに察さつしたのか、くすっと声をたてて笑った。

「はい、兄の車に同乗させてもらいました。御所に入ってからは、彼が人目を引きよせてくれましたので、誰の目にも触れずにここまで来ることができました」

「……なるほど、そういうわけか」

　二の宮の突然の訪問に、いろいろと疑問に感じていたことがこれで解消できた。ということは、ここでこうして集まっていることは二の宮も知っているというわけだ。

「そなた達にも立場があるのに、申し訳なかったな」

「いえ、こちらこそ……誰も意いに介かいさなかった私の意見を取りあげてくださって、ありがとうございます」

　思いがけなく礼を言われ、明槻はあわてる。

「いや、礼を言うのは私のほうだ。冷夏は分かっていたのに水害ばかりを気にして、凶作の可能性まで頭が回っていなかった」

　そこで明槻は一度言葉を切り、次の言葉を探すように間をおく。

　生き真ま面じ目めで負けん気の強い異母弟の才さい知ちを、どんな言葉で褒ほめるべきかと迷った。加えて先日の東ひがし三さん条じよう院いんの件がある。あれは無視してよいこととは思えなかった。それでなくとも異い母ぼ弟てい妹まい達は、自分と宣せん陽よう院いんのいざこざの割わりを食ってきている。

（なんと言うべきなのか……）

　そんなことを考えていた明槻は、ふと塔子の言葉を思い出した。

　宣陽院の邸やしきから一人先に帰ってしまった自分に、謝しや罪ざいをするよりも三の宮に礼を言ってくれと彼女は訴うつたえた。女おんな一いちの宮みやの件も含めて、自分と宣陽院の間に立っていろいろと取とり計はからってくれたのだからと言って。

「ありがとう」

　短く明槻が言うと、三の宮は少し照れた表情で笑った。

　少年のような素そ朴ぼくな反応に、虚きよを突かれた気持ちになる。やがて明槻は身体からだをきつく締めていた帯を少し緩ゆるめたような解放感を覚えた。

「はじめてもよろしいでしょうか？」

　直霧の問いに、明槻はわれに返る。

　彼は一度うなずいてから、その場に控ひかえている官吏達の顔を見渡した。




「この日ひの本もとのために、そなた達の才知をぜひ発はつ揮きしてほしい」
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　立りつ秋しゆうも末まつ侯こうに入り、熊くま野のでは朝夕に蜩ひぐらしの声を聞くようになっていた。

　昼はまだ暑いが、朝夕の空気はずいぶんひんやりと過ごしやすくなっている。温おん暖だんな土地ではあるが、高地にあり川辺に近い大斎原おおゆのはらの周囲は、比較的風に恵まれているのだ。

「都みやこの夏って半はん端ぱなく蒸むすのよね。あれで冷れい夏かだっていうんだから驚おどろきだわ」

　朝あさ餉げのあとの白さ湯ゆを飲みながら、塔とう子こは給きゆう仕じ役の計かず乃のを相手に話しつづける。

「さようでございますか。都の夏はたいそう暑いというのは聞いておりましたが」

「夏は暑くて、冬は寒いのよ。しかも河はしょっちゅう氾はん濫らんするし。桓かん武む天てん皇のうはどうしてあんな場所に遷せん都とをなされたのかしら」

　現在の平へい安あん京きようは、桓武天皇が平へい城じよう京きよう、長なが岡おか京きようと遷都を繰り返した結果に行き着いた都である。恐おそれおおいのか、威い勢せいがよいのか分からぬことを語る塔子に、むかいに座っていた貴たか哉なりがなだめるように言う。

「卜ぼく定じようでそのように出たのだろうね。当時の平城京は、飢き饉きんや疫えき病びようで惨さん憺たんたるものだったらしいから、一刻も早くお逃のがれになられたかったのだと思うよ」

　貴哉の口から出た〝飢饉〟という言葉に、偶然にもかかわらず塔子はぎくりとする。

　結局、畿き内ないの作物の育ちはどんなあんばいなのだろう。明あか槻つきは全国の穀こく物もつの備び蓄ちく量りようを調べるように言っていたが、結果はどうだったのか。そもそも調べること自体、公く卿ぎよう達は気乗りしていないふうだったから、邪じや魔まをされたりしていないだろうか？

（明槻、大丈夫かな……）

　ひとたび考えると、次から次へと不安の種が芽吹いてくる。

　急に口数が少なくなった塔子を、計乃が心配そうに見つめる。彼女はなんらかの言葉をかけようとしたようだが、貴哉の目配せで口をつぐんだことに塔子は気づかなかった。

　自分の室へやに戻ってからも、塔子は都に思いを馳はせていた。

　御ご所しよを出てからひと月以上経たつ。つまり、それだけ明槻と会っていないわけだ。

　状況が好転すれば、すぐに呼びよせてくれるはずだ。それが梨なしの礫つぶてだというのは、結局事態が動いていないということなのだろう。

　膠こう着ちやくした状況に焦しよう燥そう感かんがつのる。冤えん罪ざいを晴らすのに早いも遅いもないが、三さん条じようの女によう御ごが男皇み子こを産んだあとでは、勢いは彼女に流れて圧あつ倒とう的てきに難むずかしくなるだろう。予定の産み月まであとふた月もない。

　このままひたすら待ちつづけるだけというのは、なんとも歯がゆい。

　冤罪を晴らすため、都に戻るために、自分になにかできることはないのだろうかと考える。もし、このまま一生都に戻れなかったら───。

（二度と明槻と会うことができない）

　その考えに至ると、塔子はどうしようもない不安にさいなまれる。

　最悪の事態を避さけるために、なにかをすることが人間の知恵だと思っていた。だけどその〝なにか〟がかけらも思いつかない。こんなに不安なのに、なにも思い浮かばないというのはどういうことなのだろう。

（こんなこと、一度もなかったのに………）

　物事を建設的に進められないから、焦あせりや不安ばかりがどんどん大きくなってゆく。

　こんな状態でひたすら待ちつづけることは、精神的にかなり辛つらい。せめて文ふみでも出してみようかとも考えたが、現状の自分は呪じゆ詛その疑うたがいをかけられている容よう疑ぎ者しやのはずだ。万が一でも明槻の障さわりになってはと思うと、迂う闊かつなことはできなかった。

　ぐるぐると考えるばかりでなんの解決策も見み出いだせない現状に、塔子は屋根にむかって大きなため息をついた。床の上に足を投げ出して座るという姿勢は、御所ではなかなかできない恰かつ好こうだ。ついでに言えば装よそおいも、小こ袖そでに萌もえ黄ぎ色いろの羅らの単ひとえを重ねて、袴はかまを穿はかずに腰布を巻くという究極にも近い褻けの装よそおい（普ふ段だん着ぎ）で、御所ではとうてい許されないものである。

　開け放した格こう子しのむこうに見えるものは、よく手入れされた前せん栽ざいでも檜皮ひわだ葺ぶきの殿でん舎しやでもなく、濃こい緑に染まった夏の山々だった。

　なんとはなしにその光景を眺ながめていると、簀すの子こにすっと影がさした。

　見ると、そこには貴哉が立っていた。

「叔お父じ様？」

「塔子。ちょっと手伝ってくれる？」

　そう言って中に入ってきた貴哉は、両腕に硯すずり箱ばこを抱かかえていた。近づいてきた彼が床に置いた硯箱の上には、数冊の冊そう子しが重ねてあった。

「……古こ事じ記き？」

　塔子の言葉に、貴哉はこくりとうなずいた。

「入じゆ内だいするまでに、終わらせてしまおうよ」

　からかうような物言いに、申し訳なさから塔子は顔を赤くする。

　漢字で記されている古事記を仮か名な文字に写し直すことを、最初に思いついたのは貴哉だった。しかし祖そ父ふが亡なくなって神しん職しよくを継ついだ彼が多た忙ぼうになったために、塔子があとを引ひき継ついだのだ。

　伊い勢せで斎さい王おうを務めていたときは順調だったが、御所に入ってからは忙しくて進んでいなかった。まして入内のあとでは、いよいよ手が回らなくなるかもしれない。先せん刻こくまで都に戻れるかどうかを心配していたことを考えると複雑だが、貴哉の言い分はもっともだ。

　それにこんなふうに鬱うつ々うつとしているくらいなら、なにかしたほうが建設的だ。

「うん、そうね」

　足を戻して座り直すと、塔子は硯箱の上の古事記に手を伸ばした。

　そういえば書物に目を通すなんて、どれくらいぶりだろう。さすがに御所から自分の分を持ち帰る余裕はなかったが、その気になればこの家には貴哉所しよ蔵ぞうのものがいくらでもあるのに、眺める気にすらならなかった。

　ぱらぱらと紙をめくると、慣れ親しんだ文章が目に飛びこんでくる。

　そういえばこの物語をきっかけに、御所ではいろいろな難なん題だいを解決してきた。だというのに、いまこうして眺めてみても、なにも思いつかないというのはどういうことだ。

　思いがけないきっかけで、ふたたび気分が沈んできた。

「それで、どこまで済すませたの？」

　貴哉の問いに、塔子ははっとわれに返る。

　気を抜くとすぐに憂ゆう鬱うつになってしまうので、意識して声を明るくする。

「あ、それが順番にはしていなかったの。けっこう気が散ることが多くて、自分が好きで集中できる話から手をつけていたから」

「ああ、それはいい方法だね。好きなところをやっているうちに慣れてきて、あとのほうはやりやすくなるかもしれない」

　特に異い論ろんを唱となえることもなく、穏おだやかに貴哉は言った。それきり彼はなにも言わず、黙って冊子に目を落とした。

　そんな彼の姿に、あらためて塔子は思った。

（……叔お父じ様、心配してくれているんだろうな）

　いつだってこの人はそうだった。塔子が辛いとか寂しいとか思ったときに、なにも言わなくても黙ってより添そってくれていた。

　庭から吹いてくる涼すずやかな風が、貴哉の色素の薄うすい髪かみをふわりと膨ふくらませた。

　頰ほおから顎あごにかけての繊せん細さいな輪りん郭かく、伏ふせ目がちの榛はしばみ色の瞳ひとみも以前となにも変わらない。

　貴哉も熊野も、なにも変わらずに自分を受け入れてくれる。生まれ育った土地は、いつだってこんなに温かい。

　だというのに───なぜ、こうまで満たされずにいるのか。

「塔子？」

　貴哉の呼びかけに、塔子はわれに返る。

　いつの間にか目の奥が熱くなっていることに気づいた。

「あ、ごめん。ちょっと………」

　涙がこぼれ落ちないように、あわてて気を引きしめる。笑顔を取りつくろって顔をむけると、貴哉は訝いぶかしむような表情を浮かべた。

（あ、あれ？　なにか変だった）

　焦る塔子の前で、貴哉はそっと手を伸ばす。

　え？　と思った矢先、男性にしてはほっそりした彼の指が、塔子の頭をそっと撫なでた。

「大人になったねえ……」

　くすくすと笑いながら貴哉は言い、塔子は目を白黒させる。

　そんなことを言いながら、子供にするように頭を撫でるのはどういうことか。

「……叔父様？」

「周りからもらった幸せだけでは、もう満足できないんだから」

　塔子はその言葉の意味が、すぐには分からなかった。

　ひょっとして非ひ難なんされているのかと思ったが、微笑ほほえましげな表情からするとそうではなさそうだ。そもそも貴哉はそんな回りくどい言い方で、塔子を非難したりしない。相手に非ひがあれば、言葉を選びながらでもしっかり的まとを射いた指し摘てきをする。

　貴哉のいまの言葉は、非難ではなく単純な感想だ。

　───なぜ、こうまで満たされずにいるのか。

　塔子の心中にあった疑問に、貴哉は見事に応こたえたのだ。

「ごめんね。計乃も心配していたでしょう」

　自分の頭から貴哉の手が離れるのを見計らい、塔子は尋たずねた。

　貴哉は口では答えずに微び笑しようで返した。間違いなく心配をかけている。これほど周りを温かい人で囲まれているというのに、いったいなにが駄だ目めなのか。

「贅ぜい沢たくかな？」

　貴哉はゆっくりと首を横に振った。

「子供じゃないんだから、とうぜんだよ」

　塔子の口くち許もとは自然と歪ゆがむ。明槻に会えないやるせなさと、貴哉が理解をしてくれた喜びに、自分が泣いているのか笑っているのか分からなくなる。

　なにもかも理解しているように、貴哉は静かに語る。

「前にも言ったけど、生命いのちはたった一人のものだから、他の生命ではけして補おぎなえないんだよね」

　塔子はこくりとうなずいた。それは以前にも、貴哉が塔子に言った言葉だった。

　大切な人を失ったときの寂しさや喪そう失しつ感かんは、他にどれほど大切な人がいても埋うめられるものではない。熊野での生活がどれほど満たされていても、恋しい人と分かたれた寂しさは、他で補えるものではないのだ。

　塔子は唇くちびるを震ふるわせた。

「会いたいの……」

　貴哉は黙ってその言葉を聞いた。

「こんなふうにして、じっと待っているだけじゃ駄目なんじゃないかと思うの。なすべきことをきちんとしていないような気がして………」

　やるべきことをきちんとしていないから、事が動かないのでは？　自分にできることがなにかあるのではないか？　なにも思いつかないのは自分の怠たい慢まんで、このままでは永遠に彼に会えなくなってしまうのではという不安感が常につきまとっている。

　だが貴哉は、ゆっくりと首を横に振った。

「待つことにも、力がいるんだよ」

「？」

　きょとんとする塔子に、貴哉はくすっと笑った。

「塔子は子供のときからそうだったよね。頭がいいから、なにかをしなきゃいけないという義ぎ務む感かんに駆かられて、なにもしないことは怠なまけているんじゃないかと思っている。実際なんでもうまく考えてきたからね。けど相手がいることは、自分の知恵だけじゃどうにもならないから」

「………」

「待つために必要な力は〝信じる〟ことだよ」

　静かに告げられた言葉に塔子は目を見張る。貴哉はこくりとうなずいた。

「病やまいにかかったときと同じだよ。床に就ついたままの病人は、一見なにもしていないように見える。だけど彼等らは快かい癒ゆを信じて、自分の内で病と闘っている。はたからはそう見えなくとも、ただ臥ふせっているだけじゃない」

　貴哉のその喩たとえは、驚くほどすとんと塔子の心の深しん淵えんに落ちてきた。

　そういうことなのだと、唐とう突とつに理解した。

　自分も明槻を信じることで闘えるのだ。別わかれ際ぎわに彼が言った〝戻ってきてください〟の言葉は、自分を信じてくださいという意味でもあるのだ。

「うん、そうよね」

　塔子が笑えみを浮かべて答えると、貴哉も微笑を返す。

　彼はおもむろに手を伸ばし、ぽんっと塔子の背せを叩たたいた。

「じゃあ、はじめようか」

「うん、どこから取りかかる？」

　ようやく塔子の表情が明るいものになった。

「そうだね。病人のために、オオクニヌシ神ノカミとスクナヒコナ命ノミコトのところにしようか？」

　冗じよう談だんめかして貴哉は言う。病人とは、もちろん塔子をからかっての発言である。縁えん結むすびの神として有名なオオクニヌシ神ノカミは、稲いな葉ばの白しろ兎うさぎの怪け我がを治してやったことから医い療りようの神としても祭られている。スクナヒコナ命ノミコトは海の彼方かなたからとつぜん現れ、オオクニヌシ神の国造りに尽じん力りよくした博はく識しきの神で、こちらも医療の神として祭られている。

「やだ、そうくる？」

　思わず笑いだした塔子に、釣つられたように貴哉も笑う。

　貴哉が差し出した古事記の冊子を受けとり、ぱらぱらとめくる。

　苦しいとき、困ったときに何度も自分を救ってくれた先せん人じんの物語に、塔子はあらためて思う。辛くとも、いまは待つしかない。

　それこそが、いまの自分が働かせられる唯ゆい一いつの知恵なのだと───。
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　葉は月づきに入ってすぐ、熊くま野のの地に今年はじめての野の分わけ（台風）が上陸した。

　それなりに規き模ぼの大きなものでひやひやしたが、終わってみれば目立った被ひ害がいもなく、なんとか通り過ぎてくれたのでほっとした。

　熊野は野分の通り道となることが多い土地だ。本州最さい南なん端たんの潮しおの岬みさきをはじめとした海の熊野はもちろん、吉よし野のを源げん泉せんに巨きよ大だいな河か川せんを持つ山の熊野も、毎年のように激はげしい暴風雨に襲おそわれる。それで大きな被害が生じることもたびたびなのに、中なか洲すにある大斎原おおゆのはらのあの社地が流されないのはすごいことだと思う。

　それは鬱うつ蒼そうと茂しげった山の照しよう葉よう樹じゆが水を蓄たくわえてくれているからだと、山やま伏ぶしが語っているのを聞いたことがあった。そんな自然の理ことわりこそが神の恵みなのだろうと、先代宮ぐう司じだった祖そ父ふが言っていたのを思い出した。

　新しん宮ぐうのほうから範のり康やすが訪ねてきたのは、野分が過ぎて数日後のことだった。

　熊野の宗しゆう務む職しよくを総そう括かつする別べつ当とうとして、社しや殿でんの損害を確認しに来たのだという。幼おさな馴な染じみを東ひがしの対たいで出迎えた貴たか哉なりは、丁てい寧ねいに礼を言った。

「わざわざ足を運んでもらってありがとう。翌よく日じつに全部確認したけど、大きな被害はなかったよ」

「それならよかった。今回の野分はけっこう風がひどかったが、そのわりにはどこも被害が少なくてなによりだったな」

　そこで範康は一度言葉を切り、やや口調をあらためた。

「実は御お師しの一人から、奇き妙みような依い頼らいがあったと連絡がきたんだ」

「奇妙な依頼？」

　訝いぶかしげにつぶやいた貴哉に、範康は深くうなずく。御師とは、聖せい地ちでの案内や宿しゆく坊ぼう経営を務める者のことを言う。範康は彼等らの総そう帥すいでもあった。

「都みやこからの依頼だが、新宮や那な智ちはいいから、ここ大斎原だけを案内してくれと言ってきたそうだ」

　塔とう子こは表情を険しくする。熊野詣もうでは、本宮、新宮、那智の三つを参さん拝ぱいすることで功く徳どくがあるとされる。まともな参拝者であれば、そんな依頼はありえない。

「………三さん条じようの女によう御ごが？」

　声をしぼり出す塔子に、貴哉は眉まゆを曇くもらせる。

　範康は肯こう定ていも否定もしないまま、言葉をつづける。

「とりあえず今回は、野分を理由にして断らせた。土ど砂しや崩くずれで道が埋まって、当分通れなくなったからと言ってな。土と地ち勘かんのない人間が自分達だけで来られるような場所じゃないから、しばらくそれで諦あきらめると思うが、用心のためにうちの僧そう兵へいを二人ばかり置いていく」

　範康の言葉に、塔子と貴哉は表情を強こわ張ばらせたままうなずいた。

　居場所が分かっている塔子に強制的な帰き還かん命令が出ないのなら、明あか槻つきが大だい納な言ごん達の追つい及きゆうをうまくかわしてくれているのだろう。だからこそ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切らした三条女御が、自分で追っ手、あるいは刺し客かくを放とうとしたということなのか。

（本当、すごい執しゆう念ねんね……）

　変な心理だが、むしろ称しよう賛さんしたい気持ちにさえなる。そうなると不思議なもので、これまで比較的穏おだやかだった心にむくむくと負けん気がもたげてきて、熊野に着いた日に誓ちかった〝三条女御には絶対に負けない〟という気持ちがふたたびよみがえってきた。

　伝えるべきことを伝えたからか、範康はやや和やわらいだ口調で話題を替かえた。

「そういや下で聞いたんだが、都のほうも野分が直ちよく撃げきしたらしいけど、たいした被害がなく済んだそうだぜ」

「え、そうなんだ」

　塔子は胸を撫なでおろした。水み無な月づきの水害があったから、弱り目に祟たたり目になりかねなかったが、どうやら大事には至いたらなかったようだ。

　貴哉も同じように、安あん堵どした表情で言う。

「それはよかった。先の水害で、治ち水すいの環境がかなり脆ぜい弱じやくになっていると聞いていたのだけれど、大丈夫だったね」

「それが予測できていたから、東とう宮ぐうの命令で応急の工事をしたらしいぜ。結果的に功こうを奏そうしたってことだよ。来月になれば野分の襲しゆう来らいもなくなるだろうから、大だ宰ざい府ふから渡と来らいの技師を呼びよせて本格的な普ふ請しんに入るそうだ」

　塔子は都を発たつ前に直なお霧ぎりが語っていたことを思い出した。洪こう水ずいで負ふ傷しようした民みん部ぶの大だい丞じようが衛え門もん府のふ武ぶ官かんであった直霧に伝つ手てを得ようとしたのは、東とう宮ぐうの乳ち兄弟きようだいという立場に加え、彼の父親が大だ宰ざいの大だい弐にという職にあったからだ。その伝手で外国の指し南なん書しよや情報を手に入れることはできないかと打だ診しんしてきたと聞いている。

　うまく事が進んでいるのだ───断だん片ぺん的てきな事実に過ぎないことでも、片へん鱗りんをうかがえただけでさらに安心する。

「あの東宮様、やっぱりやるなあ」

　しみじみと範康が漏もらすと、むかい側で貴哉が同意とばかりにうなずく。

　彼等の反応に急に誇ほこらしくなり、塔子は二人の間に身体からだを乗り出した。

「それは臣しん下かの意見なの。彼の意見を東宮様が聞き入れたのよ」

　上じよう機き嫌げんで言う塔子に、範康はなんとも複雑な表情をした。言葉だけ聞けば、明槻への称賛を否定しているのだからとうぜんだろう。

　しかし貴哉の反応はちがっていた。彼は表情をいっそう和らげて言った。

「それは良かった。頼たよりになる人間が傍そばにいてくれて」

「うん！」

　塔子は大きくうなずいた。にこにこと見つめあう叔お父じと姪めいに、範康は煙けむに巻かれたようにしている。貴哉が明槻に「信しん頼らいできる人間～」云うん々ぬんを言ったときに範康も同席していたはずなのだが、この調子ではどうも関連させていないようだ。あるいは単に忘れてしまっているだけかもしれない。

　とはいえ範康は、特に不ふ服ふくな様子も見せずに話をつづけた。

「まあ、いくら臣下が正しいことを言っても、上の人間が聞く耳を持たなきゃ意味がないからな。そういう点では、あの東宮様はやっぱりえらいよ」

　塔子が明槻の功こう績せきを否定していると思ったのか、範康はらしくもなく他人を持ちあげている。しかし塔子は、思し慮りよ深ぶかさよりも信頼できる人間を得たことのほうが、明槻にとって誇らしく大切なことだと思っていたのだ。

「なんかいろいろ言われているみたいだけど、俺達一いつ般ぱんの民たみからすれば、ふさわしい人格なら誰だれが帝みかどになってもかまわないんだけどな」

　ものすごく単純かつ、あたりまえの範康の願望だ。

　だが彼のその一言に、塔子ははっとする。

「……誰が帝になっても？」

「ああ、そう思わねえか」

　同意を求めた範康に、塔子はすぐに返事をすることができなかった。

　答えが分からなかったわけではない。むしろ逆だった。これまでずっと、心に引っかかっていた何かがようやく分かったのだ。

　次の東宮に、皇こう女じよ腹ばらの皇おう子じを望む縋すが子こと京きよう極ごく院いん。贖しよく罪ざいの気持ちから、産まれてくるわが子ではなく、塔子所しよ生せいの皇子に東宮の地位を譲ゆずるべきだと主張する宣せん陽よう院いん。そして自分を守ろうとしてくれている明槻にさえ、なぜか違い和わ感かんを覚えつづけていた理由。

（そうだったんだ）

　塔子は膝ひざの上で指を握にぎりしめた。後うしろ盾だても資産もない自分が、三条女御と張りあうためには自分の知恵を絞しぼるしかないと思っていた。だけど、それだけではない。自分が三条女御に本当の意味で負けないために必要なものがやっと分かった。

「叔父様！」

　勢いよく塔子は叫さけんだ。

「どうしたの？」

「聞いて。私、絶対に三条女御には負けないから！」

「……それは、前も聞いたけど」

　とつぜん威い勢せいを増した姪に、若じやつ干かん引き気味で貴哉は答えた。

　熊野に着いたばかりのとき、同じことを確かに言った。だけどあのときは自分を発はつ奮ぷんさせる意味も強かった。

　だけどいまはちがう。あのときより、さらに目的がはっきりとしている。

　やってみせる。後ろ盾や資産で負けても、知恵とこの気持ちだけは負けない。いまはまだ無理でも、いつか必ず負けない自分になってみせる。

　塔子は開け放った格子の先に目をむけた。

　築つい地じ塀べいの先には、熊野の濃く深い緑の山が広がっていた。

「熊野は、蘇よみがえりの地よね」

　自らに言い聞かせるように、塔子は言った。

　イザナミ神ノカミが葬ほうむられた根の国に入った者は一度死に、出るときは新たに生まれ変わるという。ならば次に都に戻るときは、大切なものを守れる強い自分に生まれ変わってみせる。そのためには、明槻を信じて待つだけではない。負けない自分になるために、力を蓄えなくてはいけない。

「そうだよ」

　はっきりと答えてくれた貴哉と、塔子は目をあわせてうなずいた。

　生まれ育った土地の空気に触ふれ、塔子はあらためて決意を固めたのだった。
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　望もち月づきまでまだ少し足らぬ、十じゆう三さん夜や月づきがぽっかりと浮かぶ秋の夜だった。

　明あか槻つきは直なお霧ぎりを梨なし壺つぼに呼びよせ、いろいろな話をしていた。

　葉は月づきの頭に都みやこを襲おそった野の分わけは、規模のわりには大きな被害を及およぼさなかった。水害のあとに行った工事の成果にちがいない。とはいえ、あれはあくまでも応急の処しよ置ちだ。今後のことを考えて、本格的な普ふ請しんに取りかからなくてはならない。橋の修理だって一つしか成していないのだから、民たみはいまだ不便を強しいられている。

　野分のあとは『防ぼう鴨か河使し庁ちよう』という臨りん時じの官を設置し、治ち水すい事業にかんして今後の専せん任にんとした。長か官みには大だい納な言ごんの長ちよう子しである右う中ちゆう将じようを任命している。頼りになる人間とまではいえないが、若じやく年ねんと育ちのよさから人の意見に素直に耳を傾かたむけるところがあるから、配下につけた官かん吏り達がうまく回してくれるだろう。実じつ務むに長たけた者達がついていれば、そのような上官のほうがあんがい事はうまく進むものだ。それに長子を重要な役職に就つけておけば、大納言もしばらくはおとなしくしてくれるだろうという目もく算さんもあった。

「不満から、女によ王おうのことをまた持ち出されたら敵かなわないからな」

「そのような理由でございましたか……」

　明槻の説明に、直霧は合が点てんがいったように言った。右中将の任命を聞いたときはあからさまに不ふ審しんな顔をしていたが、どうやら納なつ得とくしたようだ。

　ひとつ間をおいてから、明槻はつづける。

「なし崩くずしにお前達にすべてを任せていたが、少ない人数でできることは限られている。これからは仕事の量も増えてくる。公く卿ぎよう達も鴨かも川がわの治水は自分達の家屋や敷しきにも影響を及ぼしかねないのだから、少なくとも飢き饉きん対策よりは真剣にやるだろう。もちろん進しん捗ちよく状況は報告させるが、有ゆう能のうな技師もいるのだし任せても大丈夫だろう」

「では私わたくしどもは、管かん米まいの確保に専せん念ねんしてよろしいですね」

　確認というより釘くぎを刺さすような直霧の物言いに、明槻の表情が少し曇くもる。

　実は確保できそうな穀物の量が、思ったよりも少なかったのだ。畿き内ない全体の飢饉を想定すれば、現状では少し足らない。

「今年の収しゆう穫かくはどうなりそうだ？」

「現在の穂ほの育ち具合からして、よくありませんね」

　あっさりとだが、深しん刻こくに直霧は言った。

「畿内ほどではありませんが、全国的にけして豊作にはならないでしょう。自分達の食べるぶんを削けずってまで、畿内の人間に差し出せと命めいじたところで聞くわけがありません」

「あたりまえだ。近きん国ごく以い遠えんが自分達のぶんを賄まかなえるのなら、それでよしとせねばなるまい」

　分かったように言いながら、明槻は途と方ほうに暮くれていた。

　国こく司し達が不法に蓄たくわえているぶんは、直霧達の尽じん力りよくで徹てつ底てい的てきに吐き出させた。だからこそこれ以上手の打ちようがない。無い袖そでは振れないとは、まさにこのことだった。

　来月の長なが月つきは収穫月だ。昨年の蓄えは、せいぜいあとひと月しか持たないだろう。今年の十分な収穫が得られなければ、畿内は飢饉に襲おそわれる。

　明槻は脇きよう息そくにもたれて、頰ほお杖づえをついた。

　御み簾すを巻きあげた先で、複数の松まつ虫むしがまるで語りあうように鳴いていた。

「本気で祈き禱とうに頼りたくなってきた」

「苦しいときだけ神かみ頼だのみをしたって、聞いてはくださいませんよ」

「………だよな」

　身みも蓋ふたもない直霧の言葉に、明槻は口をへの字に曲げて同意する。こめかみを押さえつつ考えていると、どんどん気き難むずかしい表情になってゆくのが自分でも分かった。

「いっそ、外国から輸ゆ入にゆうするか？」

「国交の回復からあらためてするのですか？」

「………そんな暇ひまあるか」

　どこまで本気で突っこんでいるのかと疑いつつ、明槻はやり返した。

　外国への使し節せつを廃はい止ししたからといって、別に国交を断だん絶ぜつしているわけではない。私し的てきに貿易を行っている商人は相当数いる。しようと思えば外国とも取引はできる。それこそ豪ごう商しように依頼でもすれば、手続きだけであれば簡単に済む。

「しかし、それは相当割わり高だかになりますね」

　聞き覚えのある皮ひ肉にくめいた物言いに、明槻は頰杖を離した。

　十三夜月と高こう欄らんを背景に、簀すの子こに立っていたのは左さ近こん衛えの大だい将しようだった。

　簀子は通路を兼かねているので、別に外の人間がいても不思議ではない。格こう子しをあげていたのも人ひと払ばらいをしなかったのも自分達の判断だし、右中将の任命理由以外は、特に聞かれてまずい話もしていなかった。とはいえ相手が相手だけに、やはり身み構がまえてしまう。

　銀色の月の光を浴あびて、左近衛大将はにっこりと笑う。

「ご機き嫌げんよう、東とう宮ぐう様。偶然にも通りかかりましたら、興味深いお話が聞こえたものですから」

　なにを白しら々じらしいと、明槻は鼻はな白じろんだ。そもそも偶然通りかかったという言葉自体がありえない。この梨壺の先は、いまは無人の殿でん舎しやとなっている桐きり壺つぼ（淑し景げい舎しや）しかない。もちろん塔とう子このように、常つね日ひごろからそのあたりをうろつき回っているというのなら話は別だが。

　それにしてもなんだってこの男は、いつだってこんなに楽しげなのか。胡う散さん臭くさげな明槻の顔を、うかがうように直霧が見た。

　明槻はかまわないというように一度うなずき、あらためて左近衛大将を見あげた。

　どこからかは分からないが、この男は自分達の会話を聞いていた。そして「割高だ」と真っ当な指摘をしたのだ。

「そのとおりだ。壺や書しよ籍せきとはちがい、穀物は量が多いから相当運うん賃ちんが跳はねあがる。そもそも船便では無事に届くかどうか自体の保ほ証しようがない」

　自じ嘲ちよう的てきに明槻は言った。非現実的であることは最初から分かっていた。

　対して左近衛大将は、ひょいと肩をすくめて言った。

「いろいろと問題はございますが、そのように大だい胆たんな手しゆ段だんを思いつくあたりが、東宮様もずいぶんと斎さい王おう尚侍ないしのかみの影響をお受けになられておいでのようですねえ」

　褒ほめているのか馬ば鹿かにしているのか分からぬ言い分に、明槻は苛いら立だちながら皮肉げに返す。

「そうだな。彼女がいてくれれば、この窮きゆう地ちにもきっと妙みよう案あんを出してくれただろうな」

「ご冗談を。東宮様の周りには、優ゆう秀しゆうな臣下がおいでではありませんか」

　一いつ瞬しゆん鋭するどくなった左近衛大将の言葉に、直霧が警けい戒かいするような眼まな差ざしをむけた。

　梨壺に直霧が集めた中流やそれ以下の官かん吏り達が出入りしていることは、近ごろでは御ご所しよ中じゆうの人間が知るところだった。公卿や参さん議ぎにとって面おも白しろい話ではないだろう。だがそんな反発は、最初から覚かく悟ごのうえだ。

　明槻は左近衛大将の視線を受けとめ、さらりと流す。

「日々の業務に加え、鴨川の治水関連で皆忙しいからな。これぐらいのことは判官じよう以下に任せてもいいだろう」

　われながらなんと白々しいことかと、内心で明槻は失しつ笑しようした。治水工事も管米の確保も重要事案にちがいないが、応急の工事が済んでいる現状での優先順位は管米が先だ。

　その優先すべきことが滞とどこおっている。実情を熟じゆく知ちした官吏達が走り回って、懸けん命めいに知恵を絞しぼっているが、あと少しのところで解決しない。

　───こんなとき、塔子がいてくれたら。

　左近衛大将への皮肉のつもりで自分が口にした言葉を、本気で考えてしまう。

　あの強くかしこい少女であれば、この窮地にどんな妙案を出すのだろう？　仮に塔子がなにも思いつかなくとも、傍そばにいてくれるだけで自分もなにか閃ひらめきそうな気がする。

「ご協力致いたしましょうか？」

　とつぜんの左近衛大将の言葉が、明槻を物思いから立ち返らせた。

　とはいえ内容が現実のものとは思えずに耳を疑う。同じ気持ちなのか、直霧も警戒心を露あらわにした眼差しをむけている。だがそんな二人の不審など、左近衛大将は意いに介かいした様子もなかった。

「昨年は私の荘しよう園えんは豊作でしたので、古米はいくらか余裕があります。他にも毎年作る乾かれ飯いいの在庫がございます。高たか床ゆかの倉でしっかり管理をしておりましたから、虫もネズミもついていないはずです」

　言葉だけ聞けば善ぜん意いのみで、本当にそうしてくれるのなら大助かりだ。相手がこの男でなければ、一も二もなく飛びつくところだ。

（いや……）

　忌いま々いましげに明槻は思い直す。背に腹は代えられないのだから、飛びつくしかない。

　塔子が言っていたではないか。左近衛大将の利用方法は、彼が得をするように計らうことだ。そうすれば、この男はけして裏切らないと。それは彼に借りを作らないという予防線にもなるのだ。

「そうだな。そうしてくれれば、私もそなたを引き立てやすい」

　国のために私し財ざいをなげうってくれたとすれば、十分昇しよう進しんの理由になる。それでなくともここ二年ほど、公卿達の昇進は滞っている。地位の空あきはいくらでもあった。

　はたして左近衛大将は、唇くちびるの端はをにっと釣りあげた。

「では近々のうちに、穀物を穀こく倉そう院いんに運ばせる準備を致しましょう」

　明槻は無言のまま、左近衛大将を見あげた。

「そうそう、一応言っておきますが」

　ひときわ声をひそめて左近衛大将は言った。

「呪じゆ詛その件は、父と兄はからんでいませんよ」

　明槻はさして驚かなかった。熊くま野のの件であれだけおびえていた大納言に、そんなことをする度ど胸きようがあるとは思えなかったからだ。そんな人間だったら熊野の件でも、あんな中ちゆう途と半はん端ぱな脅おどしではなくはっきりと害するように命めいじるだろう。逆に言うとそれを一人でやってのけた三さん条じようの女によう御ごの肝きもの据わりようは、敵ながら天あつ晴ぱれというべきである。

「……なるほど、侮あなどれない女によ人にんだな」

　小気味よさそうに明槻が言うと、左近衛大将はくすっと笑った。

「さすがに今回の件は、犯人を仕立てあげることはできずにいるようですがね」

「検け非び違い使しのほうも、事件性そのものに疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているようだな」

　明槻の言葉に、左近衛大将はうなずいた。呪詛の実行犯がいっこうに出てこないことから、周りもぼつぼつ冤えん罪ざいを疑いはじめているようだった。とはいえ〝やっていない〟という証しよう拠こも出ないので、被害者の身分を考えれば安あん易いに捜そう査さを打ち切ることもできず、状況は膠こう着ちやく状態のままなのだ。

「だとしても御お子こが男だん児じならば、きっと女によ院いんとしてお立ちになるでしょうけどね」

　どうでもよいことのように、左近衛大将は言った。

　朝ちよう廷ていより院号を与あたえられた女性を女院と呼び、その身分は上じよう皇こうに準ずる。

　宣せん陽よう院いんは三年間の在ざい位い中に中ちゆう宮ぐうも皇こう后ごうも立てなかったので、そうなれば三条女御が事実上彼の皇后ということになる。立りつ后こうがなされなかった理由はいろいろあるが、三条女御と故こ・梅うめ壺つぼの女によう御ごの勢力が拮きつ抗こうしていたため、宣陽院の三年という短い在位期間で決着がつかなかったというのが最大の要よう因いんだった。いずれにしろ産まれてくる子供が男児であれば、名めい実じつともに三条女御に絶大な権けん力りよくがいくことは間違いがない。

　言うだけ言って、左近衛大将はすぐに踵きびすを返しかけた。

「待て」

　明槻が呼び止めると、左近衛大将は素直に足を止めた。

　軒のき下したから射しこんでくる月明かりが、彼の左半身に不思議な陰いん影えいを刻みつけていた。

「いいのか、そなた？　来月にはその三条女御に子が産まれるぞ」

「私は斎王尚侍を信じておりますから」

　即そく答とうに明槻は虚きよを突つかれたようになった。しかも左近衛大将は、まるでこの言葉を言う瞬間を待っていたかのように、得意げな表情で明槻を見下ろしている。

　しばしぼう然としていた明槻だったが、やがてじわじわと不快感を覚えてきた。

　怒りとか敗はい北ぼく感かんというほど大おお袈げ裟さではなく、せいぜい〝してやられた〟というていどではあるが、癪しやくに障さわることは間違いない。

　そんな明槻の心しん境きように気づいているのかどうかは不明だが、左近衛大将は取りすました表情で、秋の夜空に浮かぶ十三夜月を指さして言った。

「あの方はきっと今ごろ、あの満ちゆく月のように、力を蓄えているところだと思います」

「…………」

　いよいよ忌々しさを覚えている前で、左近衛大将はゆうゆうと立ち去って行った。

「分かっておいでですね、敵ながら」

　ぼそっと直霧が言い、明槻は渋面を作った。

　なんだろう、この屈くつ辱じよく感かんは。貴たか哉なりに対するものとはちがう、だけど少し似た歯がゆさを感じる。貴哉なら諦あきらめもつくが、左近衛大将が相手では腹立ちしか感じない。

　不快な気持ちを抑おさえていると、おもむろに直霧が尋ねた。

「あの方を、内ない大だい臣じんにでもなさるおつもりですか？」

「しかたがないだろう。背に腹は代えられない。それにあの男にかんして言えば、能力はあるからな」

　附ぶ子しと同じで、使い方を間違えれば大だい惨さん事じになりかねないが。

　しかしどのみちいつかは、ふさわしい地位を与えなければならないのだから、こちらが利を得られるいまこそいい機会だろう。

「しかしそれでは、兄である大納言が黙っていないでしょう」

　直霧がもっともな指摘をする。とうぜんだ。一回り以上年の離れた弟に、大臣の地位を先さきんじられて黙っているはずがない。三条女御の産む子が男児であれば、それこそ強気になって関かん白ぱくの地位を要求してくるかもしれない。

「ああ、多分そうだろう」

　平然と答えた明槻に、直霧は訝しげな眼差しをむける。目をあわせ、明槻はほくそ笑えんだ。

「明槻様？」

「大丈夫だ。一方的に借りを作ったりはしないさ」

　短く言うと、明槻は軒のき端ばの先に見える十三夜月に目をむけた。

　左近衛大将が言うとおり、熊野で塔子は、あの月のように力を蓄えているのだろう。

　彼女がふたたび自分のもとに戻ってきたとき、どれほど力強い女性になっているのかを考えただけでわくわくする。

　どんな表情をしていたのか、直霧が軽く首を捻ひねっていた。

　そのとき、几き帳ちようのむこうから衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。なんだろうと目をむけると、少しして女によう官かんの声が響ひびいた。

「申しあげます。中なか務つかさ卿きようの宮みや様の北きたの方かたが、先ほど姫様をご出産なされたそうです」
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　望もち月づきまであと二日の大おお潮しおが重なった月夜、大だい納な言ごんの二の姫・苑その子こが女じよ児じを出産した。

　母ぼ子し共に健康という報告を受け、御ご所しよは久々の明るい話題で盛もりあがっていた。

「七しち夜やの産うぶ養やしないは、宣せん陽よう院いん様が催もよおされるそうよ」

「上じよう皇こう様にとっては、初はつ孫まごになられる姫様ですものね」

「三み夜やは外がい祖そ父ふの大納言様がお引き受けになられて、今こ宵よい催されるそうよ」

　女によう官かん達は噂うわさ話ばなしに花を咲かせる。産養とは、赤あか子ごが産まれてから三、五、七、九日目の奇き数すう日の夜に、親しん戚せきや縁えん者じやによって執とり行おこなう祝しゆく宴えんである。この中で七日目の夜の主催者は特に身分の高い者がなることが常で、宣陽院が受け持つのはとうぜんともいえた。

　そんな中で明あか槻つきは、祝いの品になにを贈るべきかに頭を悩ませていた。

　三の宮とその妻苑子にも、いまは感謝の気持ちしかないから心をこめた品を贈りたいのだが、いかんせんそんな手のこんだ物など今日、明日で用意できるはずがない。かといって単純に絹きぬを幾いく疋ひきというのも、金銭的には十分でもあまりにも心が籠こもっておらず、むしろ変な感情を持たれかねない。子供が産まれることは分かっていたのだから、あらかじめ用意をしておけばよかったのだが、いろいろと忙しすぎてそんな余裕がなかったのだ。

　同時に三さん条じようの女によう御ごの出産のおりにも、なにか用意をしておかなければならないことに気がついた。腹立たしいが異い母ぼ弟てい妹まいにあたる子にはちがいないのだ。

（まあ、産まれてくる子に責任はないからな……）

　なにげなく自分に言い聞かせた言葉に気づき、思わず明槻は失しつ笑しようした。

　縋すが子こが五いつ夜よの祝いに名乗りをあげたのは、大納言邸ていで三夜の祝いが催されている夜のことだった。

　壺つぼ庭にわに赤と白の萩はぎの花がこぼれんばかりに咲く、清せい涼りよう殿でんの西にし廂びさしの『朝あさ餉がれいの間ま』に呼び出されてその話を聞いたとき、正直明槻は困こん惑わくした。自分の子や孫というのならともかく、甥おいの子の産養を帝が直じき々じきに主しゆ宰さいするのは立場からして少々大おお仰ぎようすぎる。そもそも五日目という順番も帝にふさわしいものではない。かといって七夜は、祖父である宣陽院がとうぜん受け持ってしかるべきだ。

「主上おかみが二番手というのは、あまりにも体てい裁さいが悪すぎます。産養ではなく五十日いかの祝いに考え直されてはいかがでしょうか？」

　折せつ衷ちゆう案あんのつもりで明槻は言ったが、それでも関係を考えれば、帝が直じき々じき主催するようなものでもない。そもそも縋子は三の宮や二の宮の篤あつ子こ所しよ生せいの親しん王のうに対して、そこまで親しんでいなかったのにどういう風の吹き回しなのかとも思う。

　もちろん親しんでいなかった理由が篤子にあったわけではなく、二に品ほんの内ない親しん王のうで大だい斎さい院いんと呼ばれた縋子と、更こう衣いである篤子との間に身分上の距離があっただけの話である。好き嫌いだけで言うのなら、縋子は明槻の母親である榠めい子このほうをよほど嫌い抜いていた。

「兄上と大納言はややの祖父じゃ。彼等らに先を譲ることになんの問題がある」

「さようではございましょうが……」

「この夏、中務卿宮の働きには目を見張るものがあった。妾わらわはその力量に報むくいてやりたいだけじゃ」

　思いがけない動どう機きに、明槻は目を見張る。すかさず縋子は、気まずげな表情でぷいっと視線をそらした。よもやという思いから、おもむろに明槻は尋ねる。

「その、祝いの品はなにを？」

「先月より急ぎで作らせていた。興味があるのなら、あとで見て帰れ」

　やっぱり、と明槻は思った。縋子は少し前からその腹づもりだったのだ。

　苑子や大納言の件もからんで、近ごろの縋子は三の宮に対して若干厳しくあたる節ふしがあった。その自分の態度に良心の呵か責しやくを覚えていたのだろうが、いまさら頭を下げるのも縋子の気き性しようを考えればやりにくい。

　五夜の祝いを受け持つことは、縋子なりの詫わびなのだ。

　それに帝が自ら祝いの席を設けたとなれば、子の格もあがるだろう。三条女御が産む子供に比べて、いまひとつ存在感の薄い赤子には心強い支し援えんにちがいない。以前ならともかく、いまの三の宮であれば縋子の意図は伝わるだろう。

「───素直にそうおっしゃればいいのに」

「なにか申したか？」

「いいえ。中務卿宮もきっと喜ぶことかと思います」

　白々しく話をそらしながら、内心で明槻はほっとしていた。

　縋子が三の宮や二の宮の、篤子所生の甥おいにそっけないのはおそらく自分が原因だ。両親と正常な関係を築けない明槻を、縋子は猶ゆう母ぼとしての責任感からか偏へん愛あいしている。それは宣陽院の過か剰じような気き遣づかいに少々似ており、異母弟妹達はここでも割わりを食っていたのだ。

　中務卿宮も喜ぶだろうという明槻の言葉に、縋子は機き嫌げんよくうなずいた。

「そうか。では明後日あさつての夜に致いたすとしよう」

「そうなさいませ」

　短い言葉で同意した明槻を、あらためて縋子は一いち瞥べつする。彼女のその眼まな差ざしに、いつにない複雑な感情を見つけて、明槻は訝いぶかしげな顔をする。

「主上？」

「こうなったのはひとえに妾の不ふ徳とくの致すところじゃ。中務卿宮のせいではない」

　らしくもなくしおらしい言葉だったが、口調はあくまでも強気である。

　非を認めるときでさえ、武ぶ則そく天てんのように尊そん大だいな猶は母はに明槻は思わず苦く笑しようする。

「中務卿宮も、主上の御心は十分察しているかと───」

「小さな者を愛さなかった大人が悪いのじゃ。愛されなかったほうは悪くない」

　自分の発言を遮さえぎった縋子の言葉に、明槻はぎょっとする。

　会話の成り行きを考えれば、三の宮に対する縋子の言葉にちがいない。しかし素直にそう受けとめるほど、明槻も単純ではなかった。

　確かに自分に比べると、三の宮達に縋子は素そっ気けない。しかし猶ゆう子しで東宮という立場にある自分と差がつくことは、彼等のみならず周りも納得しているだろう。そもそも縋子と彼等の関係は、あくまでも叔お母ばと甥で親子ではない。親子であるのは───。

　明槻は探さぐるように、じっと縋子を見た。脇きよう息そくにもたれたまま、彼女はため息交じりに言った。

「二の宮にも三の宮にも可か哀わい想そうなことをした」
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　翌日の清せい涼りよう殿でんで、縋すが子この意向を聞いた面々はいちように驚きを隠さなかった。

　帝みかどが自分の子や孫まごでもない赤あか子ごの産うぶ養やしないを催もよおすなど、滅めつ多たにないことだからだ。当の三さんの宮みやも驚きのあまりしばしぼう然として、すぐに礼を言うことができなかったほどだ。

「そなたは水すい害がいの対策や管かん米まいの確保にも、よう尽じん力りよくしてくれた。少しでも報むくいることができたのなら、妾わらわも嬉うれしく思うぞ」

　縋子の言葉に、三の宮は大きな目をぱちくりさせる。そんな弟を、たまたま所しよ用ようがあったということで一緒に参さん内だいしていた二にの宮みやが軽く小こ突づいた。

「……も、もったいないお言葉でございます。私は、ただ自分の役目を果たしたのみにございます」

　まだ耳を疑うような表情をしながら、三の宮は返答した。とはいえこのことが、三の宮の姫にとってよい方向に働くことは間違いない。皇こう孫そんで女じよ子しということもあり、母親の身分の高さのわりにはやや存在感の薄い子だったが、今後は帝の覚えめでたい姫ひめ君ぎみということで人々の記き憶おくに刻きざまれることだろう。

　明あか槻つきは縋子のはすむかいの席で、公く卿ぎよう達の様子を確認していた。赤子の祖そ父ふである大だい納な言ごんと息子むすこの右う中ちゆう将じようは、三の宮よりよほど興奮した顔をしている。少し距離を取った場所に座る左さ近こん衛えの大だい将しようはといえば、いつもと同じように取りすました表情を浮かべているだけで、特に不ふ服ふくげな様子はうかがえなかった。

　少しして落ち着きを取り戻したのか、三の宮はあらためて丁てい寧ねいな所しよ作さで頭を下げた。

「主上おかみの深いお心こころ遣づかいを、身に余る光栄と受けとめましてございます」

　素直な口調からは、屈くつ託たくのようなものは一いつ切さい感じられない。明槻が予想したとおり、三の宮は縋子の真意を悟さとったようだった。同じように感じたのか、はっきりと分かるほど上じよう機き嫌げんな声で縋子は応じた。

「いや、母も子も息そく災さいということでなによりだ。どうだ、はじめて子というものを持った気持ちは？」

「そりゃあ、もう！」

　よくぞ訊きいてくれたと言わんばかりに、三の宮は身を乗り出す。声が明らかに一いち段だんと大きくなっている。

　妙みような勢いに、近くにいた二の宮と弾だん正じよう尹いんの宮みやも気け圧おされたように身を引いた。

　怪け訝げんな表情をする明槻と縋子に対して、三の宮は浮かれた声をあげる。

「私はこれまで、この世に妻以上に愛いとしく、可か愛わいらしい存在は二つ無きものと思っておりました。しかし世の中には遜そん色しよくなく愛しい存在があるのですね。目の中に入れても痛くないとよく申しますが、人の目が二つある意味がこれで分かりました」

「……………」

　最初は場を盛りあげるために言っているのかと思ったが、どうやら本気らしい。しかも驚くべきことに、三の宮にはまったく気き恥はずかしがっている様子がない。

　しらっとなった縋子を見て、場を取り持つつもりで明槻が言った。

「そうか。それほど愛らしい姫なら、もう少し大きくなったら一度連れてまいれ。私も一度お目にかかってみたいものだ」

　別に本気で言ったわけではないが、明槻が三の宮のところに行くと大おお仰ぎようになってかえって迷惑になる。同じく助たすけ舟ぶねのつもりなのか、会話をつなぐように二の宮が言った。

「本当だよ。私も明日の産養ではぜひお目通り願いたいものだ」

「東とう宮ぐうはかまいませんが、兄上は駄だ目めです」

　なんのためらいもなく三の宮は言ったが、聞き違えたのかと明槻は思った。仲のよい同母兄あにに対するものとも思えぬ言葉である。

「え？」

　同じ思いなのか、二の宮も訊き直すように弟を見た。ところが三の宮は、なんのためらいもなく断言する。

「兄上は伯お父じとはいえ、胡こ蝶ちようの宮みやと呼ばれる男ですから」

「……………」

　言葉を失う二の宮を前に、明槻は二人の異母弟おとうとのどちらに突っこむべきか悩んだ。

　二の宮に日ごろの行いの悪さをからかってもよいのだが、それ以前に三の宮の言動があきらかにおかしい。苑子に対して警けい戒かいするのなら分かるが、姫はまだ生後五日である。幼おさな妻づまが好きな男は一定の割わり合あいで存在するが、そんな年ねん齢れい、もとい月げつ齢れいですらない赤子に対して、それはどうなのか……。そもそも自分はいいとはどういう意味なのか？

（いかん……なにから訊いてよいのか分からなくなってきた）

　頭を抱かかえこんだ明槻の前で、二の宮はひたすら茫ぼう然ぜん自じ失しつしている。仲のよい弟の思いがけない一言に、地味に傷きずついているようだ。

　とつぜん御み簾すの内で、周囲の戸と惑まどいを吹き飛ばすような豪ごう快かいな笑い声が聞こえた。

　縋子が脇きよう息そくに倒れかかるようにして、腹を抱かかえて笑っていたのだ。女によう官かん達はもちろん、孫まご廂びさしや簀すの子こに座る面々もあぜんとしている。

　衆しゆう目もくを集めたまましばらくそうやって、ようやく縋子は笑いを止めた。

「けっこうなことじゃ。小さき者はいくら守ってやっても過ぎることはない。人はいずれ大きくなるのじゃ。いま守ってやらず、いつ守る」

「………」

「はい、私もそう思います」

　不意を突かれたようになる明槻の前で、三の宮はなんの疑いもなく声を張りあげた。

「守らなければならないと言うと非常に重荷のようですが、自分の腕の中で眠っている姫を見ておりますと、守るべき者がいるのは本当に幸せなことだと感じるのです。いずれ子供は大人になります。ですからいっときのこの幸せを、とことんまで味わわせてもらおうと考えているのです」

　胸を張って言う異母弟の言葉が、明槻の胸の存ぞん外がいに深い部分に落ちてきた。

　小さな者を愛さなかったほうが悪いのだと、縋子は言った。

　それは明槻にとって自分が悪くないのだという慰なぐさめになりこそしたが、それでも恨うらみ言ごとや文もん句くのひとつやふたつは内に籠こもったまま消えなかった。だからこそ幼おさないころからずっと在あるわだかまりを、なんとかしたいと思いつづけていたのだ。

　しかしいまの三の宮の発言を聞いて、自分にはもはやそんな時間は残されていないのかもしれないとはじめて思った。なぜなら自分はすでに人の親になるべき年齢であり、塔とう子こを妃きさきに迎えたいと望んでいるからだ。

　明槻は答えを求めるように異母弟の顔を見た。するとどう思ったのか、三の宮は満面の笑みを浮かべて言った。

「東宮は女によ人にんに対してとても安全な人ですから、どうぞご遠えん慮りよなく。趣味もかなり変わっていらっしゃるようですので、私も安心しております」

　清涼殿の空気が凍こおりついた。

　顔を引きつらせる明槻の視界の端に、御簾を隔へだてていても分かるほどに青ざめた二の宮の姿が見えた。他の親しん王のうや公卿達がどんな様子なのかは分からないが、多分二の宮と同じようなものだろう。

　しかし三の宮はひたすらにこにこしており、東宮への失言に気づいた様子はない。

　女人に対して安全だとか、趣味が変わっているとか、想う相手がいる若い男に対してとても失礼だ。

　明槻はこの異母弟が、塔子と同じように祖父・京きよう極ごく院いんの気質と才能を色いろ濃こく受け継いでいる人間だと思っていた。

　しかしこの失言を受けて、あらためて彼は思い直した。

（こいつは、ひょっとして阿あ呆ほうなのか？）

　それにしても、無自覚に失礼なことを口走るあたりは塔子にそっくりだ。顔と負けん気が強いところだけではなく、よもやこんなところまで似ているとは───。

「あの、東宮……」

　弟の非ひ礼れいに恐きよう縮しゆくしたのか、遠えん慮りよがちに二の宮が呼びかける。

　明槻は気を取り直し、とりあえず思考を切り替えた。

「ところで、中務卿宮。話は変わるが、管米のほうはなんとかなりそうだ」

「本当ですか!?」

　突然の話題変更にもかかわらず、三の宮はすぐに反応した。

　実は苑子の出産から昨日まで三の宮が出しゆつ仕しを休んでいたので、左近衛大将の申し出を告げることができなかったのだ。

　明槻は孫廂に控える左近衛大将ではなく、大納言に目をむける。

　反応は、むしろこちらのほうが大事だ。

「実は左近衛大将が、私財の提てい供きようを申し入れてくれた」

「左近衛大将？」

　よほど思いがけない名前だったのか、三の宮より二の宮のほうが驚きの声をあげた。

　公卿達の視線がいっせいに左近衛大将にむく。彼等らの間にはあきらかに戸惑った空気が流れる。左近衛大将は吝け嗇ちではないが、自じ己こ犠ぎ牲せいという言葉からは程遠い人間だ。そして誰よりも計算高い。その彼がそんな行動に出たのだから、なにか代たい価かがあってしかるべきだと勘かんぐっているにちがいない。

　そんな彼等の疑いに、気づかないふりをして明槻は言った。

「おかげで必要な量を確保できる目め途どが立った。大将、そなたにはあらためて礼を言う」

「───いえ、私ごときでお役に立てますものなら」

　一いつ拍ぱくおいてから左近衛大将は答えた。この男のことだ。薄うす々うすこちらの思おも惑わくに気づいているのかもしれない。かまわず畳たたみかけるように明槻は言う。

「そなたには、いずれ厚く遇ぐうさねばなるまい」

　そこで一いつ旦たん言葉をおいたあと、明槻は口角を僅わずかに釣つりあげた。

「───蓮れん府ぷも不在がつづいているゆえ」

　孫廂にいた者達がいっせいにざわつく。蓮府とは中ちゆう国ごくの故こ事じにならう、大だい臣じんを指す言葉である。

「東宮様！」

　声を張りあげたのは大納言だ。予想どおりの展開だった。

「どうした？」

「そのように水くさいことを。東宮様がお困りとあらば、私とて喜んで協力致しましたものを。いえいまからでも、ぜひ引き受けさせてくださいませ」

　すると他の公卿達も、雪崩なだれを打ったように名乗りをあげる。

「私も、微び力りよくではございますが」

「私にもぜひ！」

　思ったとおりの展開に、明槻はほくそ笑む。とはいえ声こわ音ねにはおくびも出さず、少々戸惑ったように答える。

「いや、不足の量はさしたるものではないのだ。それほど大勢の協力を必要とするほどではない」

「でしたら、兄である私に引き受けさせてくださいませ」

　執しつ拗ように大納言は食い下がる。娘の懐かい妊にんで強気になってはいたが、腹の子の性別はまだ分からない。それ以前に、十歳以上年下の弟に先に大臣の地位に就つかれることは耐たえがたい屈くつ辱じよくだろう。

　もちろん他の公卿や参さん議ぎも黙ってはいない。彼等は口々に自分に任せてくれるように言いい募つのった。ちらりと目をむけると、左近衛大将は忌いま々いましげな顔をしている。面白いほどに予想どおりに進む展開に、明槻はほくそ笑む。

「皆の忠ちゆう心しんはありがたく思う。それでは全員に平等に分ぶん担たんしてもらうことにしよう。それならば各おの々おのの負ふ担たんを少しでも減らすことができるであろう？」

　明槻の提案に、公卿達はそれぞれ顔を見あわせる。かわす視線で彼等は素早く打ちあわせる。自分が負担することで昇しよう進しんをもくろんでいた者からすれば不満が残るだろうが、少なくとも一人に抜ぬけ駆がけされる事態は避さけられる。彼等の心しん境きようとしては自分達の昇進より、左近衛大将の抜け駆けを阻はばみたいというところなのだろう。

「分かりました。ぜひそのようにお願いします」

　落としどころだと判断したのか、代表して大納言が答える。すべて思いどおりの展開になったと、明槻は悦えつに入いる。

「ありがとう。そなた達の忠心には平等に報むくいよう」
















　平等という言葉に少し力をこめると、公卿達の間に安あん堵どした空気が広がる。ただ一人左近衛大将だけが、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情を浮かべていた。

　これだけの人数で分担するのなら、各々の負担は少ないものになる。そのぶん左近衛大将への借りが小さなものになるということだ。

　昇進は行うとしても、左近衛大将一人を飛び抜けさせる必要がなくなる。

　昇進自体はむしろ順当なところなのだ。なぜならここ一、二年の間、主おもたる者達の昇進が滞とどこおっていたのだから、近々のうちに行うつもりではあったのだ。

　そもそも誰が大臣になろうとかまわなかった。上に立つのは自分なのだから。

（あとは、直霧に言って………）

　今後のことを目もく論ろんでいると、いつの間にか御簾の際まで来た三の宮が「東宮」と呼びかけた。明槻が顔をむけると、彼は大きな目を悪戯いたずらっぽく和なごませて言った。

「うまいこと、おやりになりましたね」

　明槻が得意げに微笑み返したときだった。

　足音をたてて簀子を走ってきた官かん吏りが、漢かわ竹たけの前あたりで膝ひざを折った。

「申しあげます！」

　皆の注目の中、官吏は声を張りあげた。

「先ほど施せ薬やく院いんのほうから報告があり、運びこまれた病人の中に、疫えき病びようと思おぼしき症しよう状じようの者が複数発見されたそうです」
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　長なが月つきに入ったばかりのある日、朝ちよう廷ていから全国の寺社に対して命めいが下った。

　市し井せいのほうで流行はやり病やまいらしき兆ちよう候こうがある。都みやこ全体に及ぶような爆ばく発はつ的てきな被ひ害がいはまだ出ていないが、先んじて祓はらい、祈き禱とうを行うようにとの内容だった。

　もちろん熊くま野のも例外ではなかった。

「疫病って、どんな病やまいなの？」

　報告に訪れた範のり康やすに、塔とう子こはつめよった。ちなみに別べつ当とうである彼本人がわざわざ大斎原おおゆのはらまで足を運ぶ必要はないのだが、貴たか哉なりが気心の知れた幼おさな馴な染じみということで、なにかと理由をつけては訪ねて来るらしい。

「詳くわしくは知らねえけど、年寄りや子供が被害にあっているっていう話だぜ」

「そんなのどの病だって、同じじゃない」

　不ふ服ふくげに塔子は返したが、範康に言ってもしかたがないことである。そもそも都から遠く離れた熊野に、そんな正確な情報が伝わってくるかも怪あやしい。そうとは分かっていても、都での流行病という言葉に塔子は心配でたまらなくなる。

　話を聞いていた貴哉が、確認するように尋ねた。

「じゃあ大人には、あまり被害が出ていないんだ？」

「逆に言えばそういうことだろうな。まあ同じ病気にかかっても、体力のある大人は持ちこたえられるからな」

　つまり死に至らないだけで、すべての世代が罹り患かんしている可能性はあるのだ。それでも大人が助かっているのなら、父と異母姉あねの命を奪うばった昨年夏の流行病に比べれば致ち死し率りつは高くはないのだろう。だからといって安心できるものでもないし、水害に疫えき病びよう、そのうえ不作が決定的となれば、まさに最悪の年だ。

　どう思ったのか、貴哉も深刻な面おも持もちを浮かべている。

「いまのところ、熊野ではそんな気配はなさそうだけど……」

「分からねえぞ。都がくしゃみをすれば、畿き内ないや近きん国ごくだって風か邪ぜをひきかねない」

　範康の言葉に貴哉はうなずく。

「そういう事情なら、すぐにでも祓を行わないとね」

「頼む」

　短く言ったあと、範康はあらためて塔子を見る。

「実は俺がここに来た理由は、お前に渡したいものがあったんだ」

「私に？」

　範康はうなずき、懐ふところに手を入れる。彼が取り出したものは立たて文ぶみだった。

「東とう宮ぐうからだよ」

　塔子は大きく目を見開いた。

　引ったくるように文を受け取った塔子に、しみじみと範康は言った。

「公く卿ぎよう達の手前、出しにくかったんだろうな。今回の朝ちよう命めいと一緒に隠すようにして届いたぜ」

　確かに呪じゆ詛その容疑者である塔子との文のやりとりが発覚すれば、明あか槻つきも矢や面おもてに立たされかねない。その懸け念ねんもあって、塔子は明槻に文を出すことを控えていたのだ。

　朝命に紛まぎれさせるという大だい胆たんな行こう為いは、明槻の東宮という立場と、範康と塔子の関係を知っているからこそできたことだろう。

「そのために、わざわざ足を運んでやったんだ。心して読めよ」

「うん、ありがとう」

　恩おん着きせがましく言う範康に、塔子は素直に礼を述のべる。

　立て文を目にして、胸が熱くなる。

　明槻の存在を感じたのは、どれくらいぶりだろう。都を出てから二か月以上経たつ。もどかしい手つきで礼れい紙しをほどくと、塔子は中の料りよう紙しを開いた。

「なんて書いてあるの？」

　食い入るように文に見入る塔子に、冷やかすように貴哉が訊きいた。

「………だわ」

「え？」

「やっぱり、下へ手ただわ」

「……………」

　貴哉は無言になった。明槻の類るいを見ないほどの悪あく筆ひつは、塔子の口を通して貴哉の知るところにもなっていた。同じように無言になっていた範康が、われに返ったように叫んだ。

「塔子。お前、男心をなんだと思っているんだ！」

「だ、だって、読みにくいんだもん！」

　言い訳のように塔子は叫び、びらっと開いた文を突きつけた。一いち瞥べつしただけで、範康は無言になった。

「………確かに、これは読めねえだろ」

「失礼ね、読めるわよ！」

　範康の言葉に、自分の失しつ敬けいを棚たなにあげて塔子は反はん論ろんした。読みにくいとは言ったが、読めないとまでは言っていない。

「すげえ。お前、これが読めるのか？　愛の力って偉い大だいだな」

「ちょっと静かにしていてよ。集中しないと読めないんだから」

　まだなにか言おうとした範康を遮さえぎり、塔子はふたたび文に目を落とした。とことんまで失礼な二人のやりとりに、貴哉は途と方ほうに暮れたように屋根裏を見あげている。懸けん命めいに文字を追う塔子だったが、やはり解かい読どく（？）は簡単ではなかった。

（うう、どうしてこんな文字を書けるんだろう。かえってすごい………）

　しかし規き格かく外がいの文字に反して、記してある内容は至って堅けん実じつだった。

　呪詛の件は極きよつ刑けいを引きあいに出した甲か斐いもあり、三さん条じようの女によう御ごは実じつ行こう犯はんを仕立てあげられずにいるようでいまのところ動きはない。臨りん月げつに入ったので、自分のことだけで手いっぱいなのかもしれない。このまま証しよう拠こ不ふ十じゆう分ぶんという結末に落ち着けたいが、侮あなどれない相手だけになにを仕し掛かけてくるか分からない。不問にするという言げん質ちを取るまでは、熊野にいたほうが安全だろう。

　等々の納得できる言い分のほか、文は都での近きん況きようや疫病の件にも触れていた。

　昨年の疫病のように爆発的に広がっているわけではないが、郊こう外がい地に住む庶しよ民みんの間に犠ぎ牲せい者しやが少なからず出ている。いまとなっては塔子がこの場にいないことに、かえって安心している。そんなふうに記しながら、直後に本音のように書きつづられていた。




　それでもあなたが傍そばにいてくれれば、この難なん局きよくも乗のり越こえられる気がします。

　いま、たまらないほど、あなたに会いたいです。




　きゅっと胸を締めつけられたような気がして、塔子はひとつ息をつく。

　いますぐ明槻の傍に行って、力になりたい。いや、もっと単純に、彼の声を聞いて姿を見たい。

　満ちる潮しおのように、次から次へと思いが打ちよせてくる。

「どうだって？」

　頃合いを見計らったように貴哉が尋ね、塔子は顔をあげた。

「いろいろ書いてあるわ。身み籠ごもっていらしたお友達が、無事に姫君をお産みになったのですって。都にいたらお祝いをさしあげられたのに」

　明槻の文には、苑その子この出産の件も触れてあった。ついでに三の宮が、完全に〝親おや馬ば鹿か〟になっていることも。

「それはおめでたい話だね」

「にはちがいないが、疫病が流は行やっているのなら親は気が気じゃねえだろうな」

　三歳の娘を持つ範康は眉まゆをよせ、貴哉もあらためて気づいたように顔をしかめる。

　確かに犠牲者に子供が多い状況であれば、乳ち飲のみ子ごを抱かかえている親は心配でならないだろう。

（三条女御は……）

　彼女の産み月は今月のはずだ。讒ざん言げんで自分を陥おとしいれたあの女によ人にんは、いまどんな思いで出産を迎えようとしているのか。野の分わけのあとに範康が僧そう兵へいをよこしてくれたが、いまのところ危険な目にはあっていない。熊野への道が不通になったという話を信じて追っ手を放てないでいるのか、あるいは疫病と臨月でそれどころではなくなっているのか。

　複雑な気持ちで考えこむ塔子の前で、貴哉と範康は話をつづける。

「産まれてから半年ぐらいは、赤あかん坊ぼうは病気に罹かかりにくいと聞くけどどうなのかな？」

「流りゆう行こうの種類によるだろうな。昨年の疫病と同じものなのか？」

　範康の問いに、塔子は首を横に振った。

「ちがうと思う。私は都にいたわけじゃないからよく知らないのだけど、昨年流行ったものは、どうも赤あか疱もがさ（麻疹はしか）だったらしいわ。でも今年の病は嘔おう吐とや下げ痢りが中心で、発ほつ疹しんは見られないんですって」

　それも文に書いてあった。何枚もの料紙を使った明槻の文には、都の近況が驚くほど細かく記してあったのだ。

　塔子の言葉に、範康は首を傾かしげる。

「それは疫病じゃなくて食あたりじゃねえのか？　季節的にはちょっと遅いけど」

「それだったら、施せ薬やく院いんの人は分かると思うわ。あと不思議なことに、右う京きよう区くのほうには病人が出ていないのですって」

　塔子と範康のやりとりに、貴哉は口をはさんだ。

「単に人間が左さ京きよう区くのほうに多いからじゃないの？」

「私もそう思う。ただ、環境や衛えい生せいは圧あつ倒とう的てきに右京区のほうが悪いのよ」

　平安京は朱す雀ざく大おお路じを中心に、東の右京区と西の左京区に分けられている。しかし開発が左京区を中心に進んでしまったために、右京区はすっかり寂さびれてしまっていたのだ。宅たく地ち整備もあまりされておらず、治ち安あんもよくないと聞いている。条件だけ聞けば、右京区に病人がまったく出ていないという事じ態たいは理解しがたいのだ。

「不思議な話だね」

　首を傾げつつ貴哉が言った。同意だというように、塔子と範康もうなずいた。

　しかし現場を見ていないから、それ以上のことは判断しがたい。

　話を切り替えるように、貴哉が腰を浮かした。

「とりあえず、祓の準備をしてくるから」

「おう、頼むな」

　長居をするつもりはないのか、範康も同時に腰を浮かした。

　並んで出て行った二人を見送ったあと、塔子は自分が口にした言葉をふたたび考え直した。流行病とはいっても、昨年の赤疱に比べればずいぶんと穏やかな病なのだろう。それでも亡くなった人は出ているし、なにより理由の分からぬ広がり方が気味悪い。

「……こんなときこそ、スクナヒコナ命ノミコトが来てくれればいいのに」

　海の彼方からやってきた医薬の神の名をつぶやいたあと、塔子は簀すの子こまで出てしゃがみこんだ。

　どうにもならない。

　待つことは力だと思うけれど、それはあくまでも政せい争そうに対してのことだ。たとえ地位を追われても、どこかで生きていける自信はある。最悪離れてしまっても、大切な人が生きていてくれるのなら希望は持てる。

　だが、病や天てん災さいはそんな生なま易やさしいものではない。人がどれほど努力しても、避さけきれない部分がある。都にいる人達のことを考えると、不安でたまらない。

「どうぞ、無事で……」

　胸の前で両手を組み、塔子は祈いのりの言葉を漏もらした。
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　その日の殿てん上じようの間までの評ひよう議ぎには、明あか槻つきも臨りん席せきすることにした。

　長なが月つきに入ってからもじわじわと増えつつある病人に、都みやこの者達は戦せん々せん恐きよう々きようとしているという。少数ではあるが亡くなった者もおり、右京区にばかり集中しているという報告も理解に苦しむ。現状では罹り患かん者しやが出ていない公く卿ぎよう達の間でも、その不安は同じだった。

「ええい、まったくなんという年じゃ。水すい害がいに疫えき病びように不ふ作さくとは」

　例年であれば稲いね刈かりがはじまるころだが、稲いな穂ほの下がり具合は芳かんばしくない。稲穂が下がっていないというのは籾もみが実っていないということで、今年の不作はほぼ確定的だ。

　それでも食しよく糧りようは、公卿達の寄付の申し入れもあり管かん米まいでなんとか賄まかなえる。

　しかし疫病にかんしては、原因が分からない以上どうにもできない。

「昨年の赤あか疱もがさのように、介かい抱ほうした人間にうつるという傾けい向こうはなさそうだが……」

「だが、いっこうに終しゆう息そくする気配を見せぬ」

　治った者も多数いる。しかし同じくらいの割合で新たな発病者がいる。そして最大に不気味なことが、一度回復して施せ薬やく院いんを出た者の再発率が非常に高いということだった。

　評議が嘆なげきと愚ぐ痴ちの場になってきたのを警けい戒かいし、明槻は口をはさんだ。

「しかたがない。根本的に病やまいを鎮しずめるためには、人は神しん仏ぶつに頼ることしかできない。寺社には日々の祈き禱とうに励はげむよう徹てつ底ていさせよ。そしてわれ等らのできることとして、施薬院では病に倒たおれた者を人の手で手厚く看かん病びようするよう、重ねて伝えよ。人ができる功く徳どくを積むことが、神仏の怒りを鎮めることにもつながる」

「は、仰おおせのとおりに」

　平へい伏ふくしたあと、参さん議ぎの中でも古こ参さんの一人が遠えん慮りよがちに言う。

「いかがでありましょうか。先日も話にあがった、女おんな一いちの宮みや様の斎さい院いん擁よう立りつの件は………」

　ついに来たかと、明槻は内心で舌したを鳴らした。

　正直、ここまで誰も言い出さなかったことのほうが不思議だった。縋すが子こが宣せん陽よう院いんに判断を仰あおぐとしたものの、そのあと一切話題にあがらなかったのだ。

　幼よう少しようの女一の宮を、両親と引き離すことはあまりにも不ふ憫びんだ。まして娘を鍾しよう愛あいしている宣陽院ならけして承しよう諾だくしないだろう。それを理由に退しりぞけようと明槻も縋子も考えていたのだが、頼みの宣陽院が多た勢ぜいを理由にしかたがないと言ったのだ。

　だが、真相はちがう。明槻に対する歪ゆがんだ気遣いから、宣陽院は最愛の娘を手放すことを承しよう知ちしたのだ。

　もちろん明槻には、自分達の歪いびつな関係に幼い異母妹いもうとを巻きこむつもりはなかった。

　どう退けようか考えていると、参議はさらに話をつづける。

「先日、東ひがし三さん条じよう院いんの女によう官かんから話を聞いたのですが、上じよう皇こう様は女一の宮様の斎院擁立をご承諾なされたとか………」

「!!」

「それは！」

　いちはやく叫んだのは三さんの宮みやだった。彼ははじめから斎院擁立に反対していた。

「あれは必ずしも、上皇の御本心とも思えませぬ。国の安あん寧ねいのために、御み心こころを曲げておっしゃったのです」

「さようであれば、なおさらありがたいお話かと。上皇様の愛国心に報むくえますよう、ぜひご検けん討とうを」

　おのれの失言を自覚した三の宮の表情が歪む。彼は助けを求めるように明槻と、そして女一の宮の祖そ父ふにあたる大だい納な言ごんの顔を見た。大納言も体てい裁さい上じようしかたがないとは言っていたが、本心では娘と孫の双そう方ほうの気持ちを慮おもんぱかって気乗りはしていないようだった。

　しかし宣陽院が了りよう解かいしたという言げん質ちを突きつけられてしまっては、もはや反対する術すべがなくなる。筆ひつ頭とうという立場にあるからこそ、かえって厳しくなってしまう。

　もちろんそれは、明槻も同じことだった。

「東宮……」

　声をひそめて三の宮が呼びかける。

　明槻は解決策を導みちびき出そうと考えをめぐらせるが、具体的な案はなかなか出てこない。結けつ論ろんを先さき延のばしにするだけでもいいから、なにか一言をと考えていた矢先だった。

「そのようなことでは、此こ度たびの疫病騒さわぎは鎮まらぬでしょう」

　高々と声を張りあげたのは、左さ近こん衛えの大だい将しようだった。

　明槻はもちろん、居い並ならぶ者達全員がぎょっとして彼を注ちゆう視しする。

　臆おくするどころかその注目が心地ここちよいとばかりに、左近衛大将は得意げな顔をした。

「ど、どういう意味ですかな？」

　斎院の話を切り出した参議が問い返した。

「昨年の疫病のことを思い出してください」

　左近衛大将の答えに明槻ははっとする。

（もしや……）

　自分の思いついたとおりだとしたら、確かにそれはいい方法だ。しかし道どう義ぎ的てきにはいかがなものか？　そんな思いで見ると、なんの偶然か左近衛大将と目があった。

　せつな、彼は唇くちびるの端はを釣つりあげてにっと笑った。

「私は此度の疫病も、昨年同様に先の左さ大だい臣じんの祟たたりではないかと考えています」

　やはり、と思った明槻の周りで、公卿達がざわつく。

　先の左大臣とは、塔とう子この父・高たか槻つき親しん王のうのことだ。明槻を呪じゆ詛そしたという疑いをかけられ、真しん偽ぎが明らかになる前に疫病で亡くなってしまった。そのようなわけで彼自身も罹り患かん者しやなのだが、そのあと病がいっそう猛もう威いをふるったために、すっかり祟り神にされてしまったのである。その結果、朝ちよう廷ていは娘の塔子を東宮妃に迎えるという形で厚あつく遇ぐうすることで、怨おん霊りようを鎮めようとしたのだ。

　その塔子が事実上追放されたのだから、今回の疫病を左大臣の怨おん霊りようと考えても不思議ではない。衝しよう撃げきを受けながらも、公卿達は納得したようだった。

「言われてみれば、疫病がはじまったのは尚侍ないしのかみが退出されてからだ」

「これは、左大臣がお怒いかりになられても不思議ではない」

　してやったりと言わんばかりの左近衛大将に、明槻は複雑な気持ちになる。確かにこれは塔子を呼び戻すために最適な口実となるが、人の不幸を利用したようで気が咎とがめる。それにもし疫病が鎮まらなかった場合、塔子に非ひ難なんが集中する危険もある。

　明槻のためらいなどかまわず、左近衛大将は訳知り顔で訴うつたえる。

「疫病を鎮めるためには、呪詛の件を不問にすることを条件に、尚侍を都に呼び戻すしかないと思われます」

「し、しかし……」

　戸惑う公卿達の視線が、今度は大納言に集中する。塔子が呪詛をしたと信じている彼からすれば、娘への呪詛の罪つみを問えないまま都に呼び戻すなど度しがたいはずだ。

　あんのじょう大納言は渋しぶい表情で考えこんでしまう。

　そもそも罪ざい状じようの有う無むに関係なく、大納言にとって塔子は煩わずらわしい存在でしかない。たとえ罰ばつすることができなくとも、熊くま野のに留とどめておけば入じゆ内だいを阻はばむことができるのだから、それだけでも彼にとっては利りがあったはずだ。

　大納言の思惑を想像して、明槻は考え直す。

　疫病騒ぎに乗じて塔子を帰き京きようさせようなどと、あまりにも不ふ謹きん慎しんかと思った。

　だがこのままでは埒らちが明かない。それに祟りの恐きよう怖ふを植えつければ、肝きもの小さな大納言は塔子を追い落とそうとしなくなるだろう。

　いっそここは、開き直ってみるべきかもしれない。

「大納言、いかが致すか？」

　できるだけ感情を交えず、明槻は問うた。潔けつ白ぱくが証明されるまで、塔子の入内は延えん期きすると約束していた。今回の帰京は、事実上の入内を意味している。理り屈くつでは分かっていても、心が穏おだやかであるはずがない。

「その………」

　大納言はうめくような声を漏もらした。

　そのとき妻つま戸どが開き、雪ゆきの掌侍ないしのじようが入ってきた。彼女がここに姿を見せたということは、縋すが子こからなにか伝令があるということだ。

　皆の注目の中、雪掌侍はその場にひれ伏ふし、慇いん懃ぎんに告つげた。

「先ほど近この衛えの御み門かどの里り第だいのほうから報告があり、三条女御様が男おとこ皇み子こをお産みあそばしたとのことでございます」

　殿上の間の空気が、目に見えて変わった。

　誰も喜びをあらわにしていなかった。元々摂せつ関かん家けと距離を取っていた公卿はとうぜんとしても、そうではない者達まで若じやつ干かん複雑な面おも持もちを浮かべている。

　疑問に思ったあと、明槻は気づく。

（ああ、私がいるからか………）

　摂関家側の公卿達にも、それぐらいの心配りはあると見える。してみると縋子も、試し金きん石せきにするつもりでこんな報告のしかたをしたのかもしれない。先ほどまでこれ見よがしに訴えていた左近衛大将は、思ったよりも落ち着いた表情で、むしろ観かん念ねんしているようにも見える。

　なにより意外なのは自分の心持ちだった。男児誕たん生じようの報告を受けても、不思議なほど落ち着いている。その余裕のまま、静かに明槻は告げた。

「大納言、めでたいことだな」

　それはこの場ではじめて述のべられた、祝福の言葉だった。

　公卿達は驚いたように明槻を見る。その中で大納言は一人、自分の膝ひざの上で拳こぶしを震わせていた。よほど嬉しいと見えるが、こうなると呪詛の問題を抜きにしても、皇子の立場を守るために塔子の帰京を阻もうとするかもしれない。

「東宮様」

　ようやくの大納言の呼びかけに、明槻は身構えた。

「いかがいたした？」

「一刻も早く、尚侍の帰京を実現させてください！」

　想像の真反対を行く発言に、明槻は目を円まるくした。

　はじめは聞き違えたのかと思ったが、どうもそうではなさそうだ。

「……は？」

「女御が皇子様を賜たまわりましたいま、お二ふた方かたの御おん身みをお守りすることこそが、臣下として、また祖父としての務つとめと心得ましてございます」

　明槻は納得した。皇子の誕生で、疫病を鎮めなければという思いが一いつ層そう強くなったというわけだ。自分がその立場に立って、いっそう危機感を強くする。よくも悪くも実に人間らしい発想である。多かれ少なかれ誰にでもそのような部分はあるし、そこまで高こう潔けつなものを求めるつもりはないが、他人の子供はすでに何人か亡なくなっている。

「女御は納得するのか？」

　確認するように明槻は尋ねた。

「呪詛の件に、たいそう憤ふん慨がいしていると聞いていたが───」

「私が父親として、責任を持って説得致します！」

　明槻に最後まで言わせず、大納言は断言した。強い口調からは、疫病に対するおびえ以外に、有力な皇子の誕生への興奮がうかがえた。それはそうだろう。これまで代々の先祖がやってきたように、帝の外祖父として地位を固める術すべを手に入れたのだから。

　やおら明槻の胸に、強い闘とう争そう心しんが芽生える。

　望むところだ。次の東宮が誰になろうと、関白が誰になろうと、そのときこそ自分が天子としてふるまってみせる。そのために、信頼できる者達で周りを固めているのだ。

　血のつながりなど関係ない。これまで父親との血のつながりに苦しんできたからこそ、そんなものは断たち切きってみせる。

「分かった」

　はっきりと明槻は言った。

「皆に異い存ぞんがないのであれば、そのように進めよう」
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　範のり康やすの手によって、都みやこから帰き京きようを促うながす文ふみが届けられたのは長なが月つきの中ごろだった。

　明あか槻つきが認したためたその文には、近況として三さん条じようの女によう御ごが男だん児じを産んだことも記してあった。失しつ脚きやくした先さきの五ごの宮みやが宣せん陽よう院いんの実じつ子しではなかったので、この皇おう子じが五の宮となる。

（やっぱりね……）

　塔とう子こは特に衝しよう撃げきを受けなかった。なるべくしてなったことである。そもそも人がどうにかできることではない。運命がそのように導みちびいたのだとしか思わなかった。

　明槻の文も「男児が産まれた」という事実のみにしか触ふれられていなかった。彼がどう受けとめているかは不明だが、おそらく自分と同じように考えている気がした。

　帰京の手段として、範康に田た辺なべまで送るように明槻から依頼があったということだ。熊くま野の別べつ当とうとして、範康はこの地方の武士団を総そう括かつしている。

「田辺で御ご所しよの迎えが待たい機きしているそうだから、そこで衣い装しようをあらためればいいだろ」

「塔子、装しよう束ぞくは用意しているの？」

　貴たか哉なりの問いに、塔子は首を横に振った。夜よ逃にげ同然で御所を出たのだから、そんな荷物になるようなものを持参しているはずがなかった。

「でも、あちらで用意してくれていると思うわ。多分、万ま結ゆさんが気づいてくれるだろうから。そうじゃなかったら、御所に戻って着替えればいいだけのことだし」

　気軽に言った塔子に、貴哉と範康が目を見あわせあう。熊野の山中は馬で行くので、指さし貫ぬきの予定である。もし田辺で着替えられなければ、その恰かつ好こうで御所に戻ることになる。

「東とう宮ぐうの文には、そういうことは書いていないのか？」

「書いていないわ。男の人だからそういうことには気づかないかもね」

「本当か？　単に悪あく筆ひつすぎて、読めないだけじゃないのか？」

「失礼ね、ちゃんと読めるって言ったでしょ！」

　声を大にして反論すると、塔子はぐいっと文を突き出した。

「ほら、見なさいよ。東宮様は楷かい書しよならこんなにお上手じようずなのよ！」

　質しつのよい陸みち奥のく紙がみには、弘こう法ぼう大だい師し並みに端たん正せいな楷書が並んでいた。ちなみに嵯さ峨が天てん皇のうと橘たちばなの逸はや勢なりを加えたこの三人の能のう書しよ家かを『三さん筆ぴつ』と呼ぶ。

「ていうか普通、女に文を出すときに漢かん文ぶんは使わねえだろ」

「私が漢かん籍せきを読む勉強になるからって、お願いしたのよ！」

　前回の文は長かったので、さすがに仮か名な文も字じを使ってはいた。しかし今回はほとんど報告のみだったので、塔子でも読めると判断して漢文で記してきたのだろう。まあ塔子からすれば、ちがう意味で両方とも読みにくいことに変わりはないのだが。

　喧けん々けん囂ごう々ごうとやりあう二人の横で、貴哉は一人文に目を落とした。

「本当に達たつ筆ぴつだね。いまの時代にここまで楷書をきちんとお書きになられる方は珍めずらしいんじゃないかな」

　感心したような貴哉の言葉に、塔子は素す早ばやく言う。

「そうなのよ、草そう書しよがその半分でも書ければいいのに」

「いや、楷書が無駄にうまいと言うべきだろ。昔ならともかく、いまどき文もん章じよう博はか士せに代だい筆ひつさせればすむ話なのに。そもそも外国に公こう文ぶん書しよなんて、いまの世は送らねえだろ」

　とことんまで失礼な二人に、貴哉は返答に困ったように一度目をそらす。そのまま間をおいてから、やおら口調をあらためて彼は尋ねた。

「それで、どういった経けい緯いで呪じゆ詛その冤えん罪ざいは晴れたの？」

「………それは、なにも書かれていないわ」

　さっと表情を厳しくして塔子は答えた。

　帰京の文字を目にしても、塔子が喜べなかった理由はそれだった。

　簡かん潔けつすぎる文に、かえって複雑な内情を推すい測そくしていた。行間からも、問題が解決した喜びはまったく感じられなかった。おそらく文には書きにくい事情で、自分の帰京は決まったのだろう。明槻の元に戻れることは嬉しいが、単純に喜べるものではないと察さつした。

「じゃあさ、せめて疫病のほうは大丈夫なのか？」

　思い出したような範康の問いに、貴哉が答える。

「蔓まん延えんして危険な状態なら、帰って来いとは言わないと思うよ」

「だろうな。あの東宮なら、塔子が帰りたいと言っても駄だ目めだって言うだろうな」

　そのとおりだと思う。現に面めん識しきがなかった昨年でさえ、疫病の蔓延を理由に都に入れず河か陽やに留とどめおかれたのだ。文になにも記されていないのだから、貴哉が言うようにひどく危険ではないのだろう。

　だが収まったと書かれてもいないから、以前となにも変わっていないというふうにも考えられる。

　致ち死し率りつはそれほど高くないが、老人と子供に激しい症しよう状じようが出る。なぜか左さ京きよう区くにばかり被ひ害がいが集中している。そのあたりもなにも変わっていないのだろうか？

（でも、なんでそんなことになっているのかしら？）

　不可思議な現げん象しように、塔子は首を傾かしげる。

「あ～あ。スクナヒコナ命ノミコトが、どこかから来てくれないかしら……」

　らしい愚ぐ痴ちに貴哉が苦笑を漏もらし、範康があきれたように言った。

「スクナヒコナ命ノミコトって、オオクニヌシ神ノカミに協力したあの小さな神様か？」

「そうよ、海のむこうから来た医い療りようの神様」

　答えてから、塔子の脳のう裏りにあることがぱっと閃ひらめいた。

　───海のむこうから来た、医術に長たけた異い国こくの青年。

（そういえば、蒼そう飛ひさんが……）

　東ひがし三さん条じよう院いんから帰る途中、牛ぎつ車しやの中から范はん蒼飛の姿を見た。

　あのとき彼は直なお霧ぎりになにかを言いかけていたのだが、途中で大だい納な言ごん家けの家け人にんに連れて行かれてしまったのだ。たしか救きゆう護ご所しよの水が、いまのままではよくないと言っていた。あれは水み無な月づきの終わりだったから、暑さで水が悪くなっていたのかもしれない。

　ふた月も前のことだから今回の疫病とはまったく関係はないのかもしれないが、もし水が関係していたとしたら下げ痢りや嘔おう吐とという症状は納得できる。

　たしか蒼飛は、そのあとこうもつづけたのだ。

　───宋そうでは、みんな水ではなく茶ば飲むですもんね。

　あれは単純に、茶の薬としての効こう用ようを言っただけだったのだろうか。ひょっとして悪い水で起きた症状には茶が効きくという意味かもしれない。だとしたら、いまはほとんど輸ゆ入にゆうもされていない高級品だ。疫病の薬として、万ばん民みんに使うには無理がある。

　だが日本暮らしが長い蒼飛なら、それぐらいのことは承しよう知ちしているはずだ。

　それなのに、敢あえて茶という言葉を口にした理由は───。

（ひょっとして………）

　あのとき蒼飛は、茶ではないなにか別の手段を言おうとしていたのではないか？

　それはもしかしたら、今回の謎なぞの疫病に関係しているのかもしれない。

（でもなにか手段があるのなら、直霧さんを通して伝えられるはずだし……）

　あの誠せい実じつな青年が、現状に手をこまねいているはずがない。手段がないのか、あるいは大だ宰ざい府ふに帰ってしまったか、どちらかだろう。

　なにも関係がないのならよい。しかし、もし蒼飛が大宰府に帰ってしまっていて伝えられない状況だったとしたら───。

（一度、確認したほうがいいのかもしれない）

　自分が思いついた考えに、塔子は緊きん張ちようでぶるりと身を震わせた。

　そして一刻も早く都に戻り、明槻の手助けをしたいと思った。
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　明日の早朝迎えに来ると言って、範のり康やすは新しん宮ぐうの屋や敷しきに戻って行った。とはいえ道中は範康ではなく、彼の配はい下かの者が護ご衛えいとして同行する。

　その日の夕方のうちに、塔とう子こは荷物を整理しおえた。元々身の回りの品しか持ってきていなかったから半はん刻ときもあれば片付いたのだ。

　日も暮れて大おお殿との油あぶらの火が灯ともされると、鈴すず虫むしの鳴き声が響いてきた。闇やみに靄もやがかかったような宵よいの明るさに、尾お花ばなの白い穂がぼんやりと浮かびあがって見える。名残なごり惜おしい気持ちで庭の景色を眺めていると、やがて肌はだ寒さむさを感じて格こう子しを下ろした。

　円わろう座だに戻り、塔子は文ぶん台だいの上に置いた古こ事じ記きに目をむける。言うまでもなく貴たか哉なりから預かったものだった。ほんの短い思案のあと、おもむろに立ちあがってそれらの冊そう子しを取りあげた。

　そのまま塔子は、貴哉の室へやにむかった。

　屛びよう風ぶの陰かげからひょいとのぞくと、貴哉は榊さかきから幣ぬさを外している最中だった。神の枯かれることのない恩おん恵けいを表す常じよう緑りよく樹じゆの榊は、白い布や紙で作った幣をかけて『玉たま串ぐし』として神事に使う。神しん職しよくとしては日常的な作業に、塔子はさして疑問も持たずに声をかけた。

「叔お父じ様、いまいい？」

　声ではじめて気づいたのか、貴哉は顔をあげた。彼はいつもどおり、穏やかな笑みを浮かべてうなずいた。

「うん、大丈夫だよ」

　塔子は屛風の前に出て、貴哉の傍そばに座りこんだ。胸に数冊の古事記を抱だいていた。

　貴哉は一いち瞥べつし、察さつしたように手を伸ばした。

「ああ、わざわざありがとう」

　戻しにきたと考えたのだろう。実際そうではあったのだが、塔子は手渡しながら敢あえて告つげる。

「ごめんね。写しのほうは、まだ終わっていないの」

「そりゃあ、これだけの時間じゃ無理だよ」

　どうということもないように貴哉は答えた。

「……それに都みやこのほうにも、これまで書いた分があるから」

　遠えん慮りよがちな塔子の言葉に、貴哉はくすっと笑った。

「伊い勢せに行ってからも、いろいろと忙しかっただろうからね」

　最初に関わってからもうずいぶんと経たつのに、なかなか終わらない作業に塔子が恐きよう縮しゆくしていると思ったようだ。

　だが塔子は首を横に振った。

「伊勢はそれほど忙しくなかったの。だって神じん宮ぐうに出向くのって年三回だけだし」

「え、そんなに少ないの？」

　心底意外だったようで、貴哉は目を見張った。

「うん。斎いつきの宮みやでの細々とした行事はあるけど、神宮に赴おもむくのはそれだけよ。だから伊勢に居たときは、けっこう作業が進んだのよ。滞とどこおってしまったのは御ご所しよに入ってからよ」

「………まあ、いろいろあったみたいだからね」

　苦笑交じりに貴哉は言った。塔子が御所に入ってから一年と少し。遠く熊くま野のにいる貴哉ですら、少なからず騒そう動どうに巻きこまれていた。塔子は申し訳ない思いで肩をすくめた。

「ごめんね。迷惑をかけてしまって」

「楽しかったよ」

「え？」

　塔子はきょとんとして貴哉を見つめた。

　いつもの落ち着いた表情の中で、目だけが少年のように悪戯いたずらめいて輝かがやいている。

「塔子が都に連れていかれたとき、もう二度と会えないと思っていた。だけど一年と少しで三度も戻ってきたからね。人の縁えんって簡単に切れるものじゃないんだなあと思ったよ」

　確かに三年ぶりに熊野に戻ったのは、ちょうど去年の今ごろだった。それから一年と少しの間で、今回も含めて三度も帰き郷きようしている。そう考えると生まれ育ったこの熊野と自分は、目に見えないなにかの力でつながっているような気がする。

「うん、そうよね」

　しみじみとつぶやくと、貴哉は穏やかに微笑した。

　今度は塔子が、悪戯っぽい笑みを浮かべる。

「御所に戻ってもいろいろあると思うの。だから、また来ると思う。そのときどきに、写し終えたぶんを持ってくるね」

　現実は入じゆ内だいしてしまえば、そんな気軽にはいかないのだろう。

　それでも貴哉が言うように、縁は簡単に切れないのだと不思議なほど確信していた。

　古事記の作業も、遅ち々ちとして進まないことに焦あせっていたときもあったが、むしろ終わらせないからこそつながっていられるような気がする。

　はたして貴哉は、咎とがめる様子もなく答える。

「うん、楽しみに待っているよ」

　二人は目をあわせて、微笑ほほえみあった。やがて貴哉は先ほどの幣に手を伸ばすと、傍に置いていた小さな袋ふくろに入れて、すっと差し出した。

「はい」

「？」

「幣ぬさ袋ぶくろ」

　塔子は目を輝かせた。幣袋とは、道中の安全を祈き願がんするためのものだ。貴哉は日常の仕事ではなく、塔子のためにこの作業をしていたのだ。

　塔子は大きな目を円まるくして、大好きな叔父をじっと見つめた。

　懐なつかしいような、安らぐような、そんな温かい思いが胸に広がってゆく。

　大丈夫だ、いつでもつながっている。人の縁は時には簡単に切れてしまうけれど、思いがつながっているのなら、簡単に切れたりしない。

　塔子は手にしていた幣袋を、やおら胸むな元もとに押し頂いただいた。

「ありがとう、また来るね」

　あふれる感情を抑えつつ明るい口調で告げると、貴哉は同じくらい朗ほがらかに返した。

「うん。いつでも大丈夫だよ」
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　馬を走らせてたどり着いた和泉いずみの宿には、すでに御ご所しよからの迎えが待たい機きしていた。

　そこで塔とう子こは、ひとまず衣い装しようを指さし貫ぬきから袿うちぎに着替えた。一同の中には万ま結ゆと麗れい景けい殿でんの女によう官かんが一人いて、予想どおり当面の衣装は用意してきてくれていたのだ。

　今晩はここに泊まり、明日からは牛ぎつ車しやで淀よど川がわの津つ（船着き場）まで行き、船で都みやこにむかうことになっている。正せい装そうの唐から衣ぎぬ裳もでなくてよかったのかと尋たずねると、麗景殿の女官は「御所に入ってからで大丈夫でしょう」と答えた。これから都まで牛車に揺ゆられるわけだから、重い唐衣裳より普ふ段だん着ぎの袿のほうがありがたい。

　室へやに入ってから、塔子は自分が帰き京きようできるようになった経けい緯いを万結から聞いた。

　呪じゆ詛その件での追及がなくなったことに安あん堵どしたあと、あらためて尋ねた。

「じゃあ、疫えき病びようはそんなに広がっているの？」

「いえ、そうでもないと思うのですが……絶たえず病人がいるというか、収まったかと思うと再発するか、また別の誰だれかが罹かかっているという状況のようです」

　万結の説明に塔子は眉まゆをよせる。やはり昨年の赤あか疱もがさのような流行はやり病やまいとは少々ちがっているようだ。赤疱は致ち死し率りつこそ高いが、一度罹った者がまたやられることはなかった。

「万結さん。蒼そう飛ひさんのこと、覚えている？」

「？　ええ、覚えていますよ」

　すぐには分からなかったのか、一いつ拍ぱくおいてから万結は答えた。

「あの人、大だ宰ざい府ふに帰ったのかしら？」

「さあ、聞いておりません。ですが兄もなにも申しておりませんし、彼の性格から兄に黙って帰き郷きようすることはないと思います」

　確かに言うとおりだ。七しち絃げん琴きんの件で、蒼飛は直なお霧ぎりを頼って上じよう京きようし、宿泊まで世話になっていたのだ。あの青年が、そんな単純な礼れい儀ぎを欠くとは思えなかった。

（やっぱり、お茶は疫病とは関係がないのかしら……）

　それでもなんとなく未み練れんがましく考えていると、万結が不思議そうに問う。

「彼がどうかしましたか？」

「う、うん。あの人だったら、疫病のこともなにか分かるんじゃないかと思って。でもなにかあるんだったら、とっくに教えてくれているわよね」

「そうですね。梨なしの礫つぶてだというなら、あまり期待はできないでしょうね」

　あっさりと万結が言ったので、塔子もそれ以上つづけることができなくなった。普通に考えればそのとおりなのに、なぜこれほど引っかかるのだろう。

　万結がいったん引き下がり、少ししてから夕ゆう餉げが運ばれてきた。

　一いちの膳ぜんは強こわ飯いいに、酢す、醬ひしお、塩の調味料。二にの膳ぜんには白身魚の切り身に煮に豆まめ、大根と里さと芋いもの煮に物ものが配され、鴨かもと青菜の羹あつものが添そえてあった。

　食事を終えてから、別の女官が熱い麦湯を運んできた。

「もう冷たいものより、こっちのほうがいいわね」

　ふうふうと息を吹ふきつけていると、とつぜん蒼飛の言葉がよみがえった。

　───宋そうでは、茶ば飲むですもんね。

　塔子は椀わんの中の麦湯をじっと見下ろした。

（もしかしたら………）

　しかしそんな単純なことなのだろうか？　そんなことだったら、蒼飛はすぐに伝えるはずだ。上に伝える手段は彼にはある。直霧がいるし、それこそ大だい納な言ごんだっている。

「やっぱり、ちがうのかな……」

　独ひとりごちてから、ほどよく冷めた麦湯をこくりと飲みほした。

　夕餉を終えてしばらくしてから、床とこの準備が整えられる。

「お疲れでしょうから、今こ宵よいはゆっくりお休みなさいませ」

　そう言って女官が下がってからも、塔子は床に入らずもろもろのことに考えをめぐらせていた。疫病を鎮しずめるために自分の帰京が許されたとしたら、大納言をはじめとした公卿くぎよう達はひとまず安心とみてよいだろう。病の原因が父の怨おん霊りようだと信じているのなら、塔子を追及すれば怨霊が猛たけると考えるだろうから。

　分からないのは三さん条じようの女によう御ごの心情だった。はたして彼女は怨霊を鎮める目め途どがついたことに安堵しているのか、それとも公卿達の気弱さを忌いま々いましく思っているのか───前者であれば安心だが、後者であればまたなにか仕掛けてくるかもしれない。定さだかではないが、熊くま野のにも自分の手の者を送ろうとしていた気配がある。結果として誰も来なかったが、範のり康やすが機き転てんを利きかせていなければ、どうなっていたのかは分からなかった。

（油断しないようにしないと……）

　戒いましめるように言い聞かせ、貴たか哉なりからもらった幣ぬさ袋ぶくろを両手でぎゅっと胸に押し当てる。

　今回はやられてしまった。だから次はやられない。

　───私はなにがあっても、明あか槻つきの傍そばにいなければならないのだから。

　大おお殿との油あぶらの芯しんが、じじっと音をたてて焦こげてゆく。塔子は物思いから立ち返り、もたれていた脇きよう息そくから身体を起こす。御み簾す越ごしに見える廂ひさしに、ゆらりと影が動いた。万結かと思ったが、ならばなにか言って入ってくるはずだ。

（誰？）

　塔子は息をつめて、御簾に暗く浮かびあがる影を見つめた。

　女ではない、男だった。

　よもや三条女御が兇きよう刃じん持ちでも放ったのかと、腰を浮かす。そろりと手を伸ばして、先刻までもたれていた脇息を持ちあげる。もしそうだったら、全力でぶつけてやるつもりだった。怪け我がをさせるかもしれないが、兇刃持ちにそんな遠えん慮りよはしていられない。

　息をつめ、じりじりとした思いで影の動きを見守る。

「女によ王おう？」

　久しく聞き慣れぬ呼び方と、誰よりも愛いとしい声に耳を疑う。ごとんと床を打つ、大きな音が響ひびく。驚おどろきのあまり脇息を落としてしまったのだ。

「ど、どうしたのです！」

　焦あせった声で御簾をひるがえして入ってきたのは、いちばん会いたかった人だった。

　塔子は両手をだらんと下ろしたまま、ぼう然として名を呼ぶ。

「……明槻」

　縹はなだと淡うす縹はなだをあわせた鴨つ頭き草くさ重がさねの狩かり衣ぎぬを着た明槻は、塔子の姿を見てどっと肩の力を抜いた。ばさりと音をたてて御簾が落ち、母おも屋やは再び静せい寂じやくに包まれた。

「良かった、なにかあったのかと思った」

　ほっとしたように明槻は言った。物も言えずにいる塔子に、どこか言い訳のように彼は言葉をつづける。

「都から馬を走らせて来たのです。万結に取り次ぎを頼たのんだのですが、尚侍ないしのかみなら怒おこらないだろうから、このまま行ってくださいと───」

　明槻が言い終わらないうちに塔子は立ちあがり、まるで飛びかかるように彼にしがみついた。不意打ちのうえにけっこうすごい勢いで抱だきついたが、そこは体格差で明槻はしっかり踏ふん張ばった。

「に、女王？」

「……たかった」

「え？」

　切れ切れになった言葉に、明槻はうろたえたまま問い直す。

「なんですか？」

「会いたかったの、ずっと……」

　どうしよう、感かん極きわまって涙が出てきた。伝えたいことはあれこれあるのに、胸がいっぱいで言葉がなにも出てこない。ただ触ふれていないとたちどころに消えてしまいそうで、塔子は彼の広い胸に顔を埋うずめたままじっとしていた。

　おもむろに背中に腕が回り、ぎゅっと力が籠こもる。まるでもう二度と離さないとでも言うかのように、明槻は塔子を抱きしめた。

「良かった」

　頭上で声が響いた。ようやく塔子が顔をあげると、自分を見下ろす黒い瞳と視線が重なりあう。

「いろいろなことを鑑かんがみたら、おとなしく都で待っていなければいけないのだと分かってはいるのですが、どうしてもがまんできなくて来てしまいました」

　そう言って明槻は、ちょっと照れたような顔をした。

「本当に駄だ目めですよね。これでまた直なお霧ぎりに怒られますよ………でも、あなたがそう言ってくれるのなら、やはり来て良かったです」

　もうどうしようもないぐらいに嬉うれしくて、塔子は満面の笑みを浮かべる。

　明槻の顔を見た途端、これまでどうやっても埋うまらなかったあの空くう虚きよ感かんが瞬またたく間に消えていった。

「私も、良かった……」

　塔子はこつんと額を彼の胸に当てた。そうやって相手の存在を確認するかのように触れあうと、他の生命いのちではけして補おぎなえない、たがいにとってたったひとつの生命が、それぞれ心を満たしてゆくのを感じた。

　やがて明槻は、髪を梳すくようにして塔子の頰を両手ではさんだ。

　そうして微笑ほほえみあったあと、塔子は自然と瞼まぶたを閉じた。吐と息いきを頰ほおに感じたあと、唇くちびるに柔やわらかく熱いものが触れる。一度唇が離れたあと、もう一度口づけを繰くり返かえす。二度目に唇を離したあと、明槻は理性を取り戻したように静かに言った。

「この三か月でよく分かりました。あなたがいないと私は駄目です。これからは、あなたが見たときには必ずいます。だからあなたも、ずっと私のそばにいてください」

　塔子はこくりとうなずくと、まるでそれを立りつ証しようするように彼の背に回した腕に力をこめた。自分から離れてゆくことを許さないというように、さらに力をこめる。

　不安を覚えているのか、甘あまえているのか、いずれかに受けとめたのだろう。まるで子供をなだめるように明槻は言った。

「心配しないで。もう、大丈夫ですよ」

　塔子はしがみついたまま、小刻みに首を横に揺らした。

　ちがう、そういうことじゃない。

「ダメ……」

「？」

「行かないで」

　抱きしめていた明槻の身体からだが、ぴくんと揺れたのが分かった。塔子は顎あごをもたげ、ふたたび彼を真正面から見つめる。

　驚きのあまりか、明槻はまじまじと自分を見下ろしている。身体中の血がたぎって、それがすべて集まってしまっているのかと思うほどに顔が熱くなる。たまらず彼の胸にふたたび顔を押しつけてしまう。それでも───恥はずかしいとか怖こわいだとかのもろもろの思いを、自分の内側を貫つらぬく奔ほん流りゆうのような激しい感情が押し流した。

「なんか……なんかもう駄目なの。いろいろと……」
















　顔を見ないまま、切れ切れに訴うつたえる。やがて一度緩ゆるんでいたはずの明槻の腕が、もう一度背中に回された。その手がゆっくりと上下して、静かに背をさする。

「いいんですか？　もう止められませんよ」

　それでもまだ戸と惑まどうように明槻は訊きく。どくんと鼓こ動どうがひとつ鳴った。

　塔子は狩衣の後ろ身をぎゅっとにぎり、彼の胸の中でこくりとひとつうなずいた。顔を伏ふせていたので、明槻がどんな表情をしたのかは分からない。ただ自分の背をさすっていた手が止まり、静かに抱きしめられた。
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　神かん無な月づき───三か月ぶりに戻った御ご所しよは更衣ころもがえを終えたばかりで、設しつらえも衣装も冬のものに切きり替かわっていた。袿うちぎ装しよう束ぞくのまま麗れい景けい殿でんに入った塔子は、すぐに唐から衣ぎぬ裳もに着替えて縋すが子こがいる清せい涼りよう殿でんにむかった。この日のために女によう官かんが用意してくれていた衣装は、蘇す芳おうと黄の濃のう淡たんをあわせた菊きくの重ねで、唐衣は萌もえ黄ぎ色いろである。

「よう戻った。長い間、苦労をかけたな」

　縋子の慰い労ろうに、塔子は伏ふしていた顔をあげた。

「お優しいお言葉、痛み入ります。ですが私の苦労など、主上おかみのそれに比べましたらなにほどのものでもございません」

　気持ちはもやもやしていたが、実際のところ自分は待っているだけだった。

　だが都みやこはそんな気楽な状態ではなかった。いまもそれはつづいていて、皮ひ肉にくなことにそのおかげで塔子は帰き京きようできたのだ。

「ほんとうに、昨年につづき今年も憂うれい事ばかりがつづくのう」

　ため息交じりに縋子はこぼした。

「本来であれば譲じよう位いでもしたいところであるが、三さん条じようの女によう御ごの子が皇み子ことあっては、そうもいかぬな」

　僅わずかに疲ひ労ろうが滲にじむ声こわ音ねに、塔子の胸は痛くなった。

　世に災わざわいがつづくとき、人は帝みかどに徳とくがないからだと言う。中なか継つぎとしてしぶしぶ即そく位いをした縋子からすれば理り不ふ尽じん極きわまりないが、女じよ帝ていであることを理由にそんな心ない噂うわさをささやく者はいるだろう。そしてその噂は、少なからず縋子の耳にも入っているはずだ。

　しかし縋子が譲位をすれば、とうぜん明槻が即位をする。そうなれば空白になった東とう宮ぐう位には、三条女御所しよ生せいの若わか宮みやが立てられるだろう。京きよう極ごく院いん達からすれば、なにがあっても避さけたい事じ態たいにちがいない。

　それは分かるのだが、塔子はやはり違い和わ感かんを抱いだかずにはいられない。

　熊くま野ので範のり康やすの言葉を聞いたときから、いやそれ以前に都にいたときからずっともやもやした形で存在していたものが、ここにきて明確な形を作りつつあった。

　塔子が黙っていると、気を取り直したように縋子は言った。

「幸いにして、今回の件でそなたの入じゆ内だいに異いを唱となえる者はいなくなった。来月の大おお嘗なめ祭さいの前には女によう御ごに叙じよするゆえ、心しておくように」

　確かに父の祟たたりを鎮しずめるために塔子が呼び戻されたのなら、この期ごに及およんで入内を阻はばもうとする強つわ者ものは公く卿ぎよう達の中にはいないだろう。そんなことをすれば怨おん霊りようの怒いかりをさらに招きかねないと彼等らは思うだろうから。ちなみに大嘗祭とは、霜しも月つきの末ごろに行われる稲の収しゆう穫かくと来年の豊作を祈き願がんする祭りである。本来は新にい嘗なめ祭さいと言うのだが、帝が即位してはじめて行うときは大嘗祭と言う。元がん旦たんに縋子が即位をしたので、今年は大嘗祭となる。

「そなた達に皇子が産まれれば、妾わらわもようよう退たい位いできるがな。まあ、こればかりは天てんの配はい剤ざいだからあまり気にするな」

　さらっと告げられた縋子の言葉に、塔子は少し驚いた。

　これまで縋子は皇子を産むことを言いつづけてきたが、ここにきて意い向こうが変わったのだろうか？　それとも入内が間近になったからこそ、あまり負ふ担たんをかけるようなことは言うべきではないと思い直しでもしたのか？　思うように子ができぬ女によ人にんの苦く悩のうは、同性として縋子にも想像できることではあるのかもしれない。

　縋子のもとを辞してから簀すの子こに出た塔子は、渡わた殿どのの先に左さ近こん衛えの大だい将しようがいることに気がついた。さっと気を引きしめ、裾すそを引きながら彼に歩みよる。

　かたや左近衛大将はそこから動くことなく、まるで塔子が近づいてくることが分かっていたかのようにその場に待っている。

　人一人分の距きよ離りを取って、塔子は立ち止まった。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、先に口を利きいたのは左近衛大将だった。彼は閉じた扇おうぎで口くち許もとを押さえ、唇くちびるの端はを釣つりあげて微笑ほほえむ。

「お帰りなさい」

　挑ちよう発はつ的てきな所しよ作さに、塔子は片かた眉まゆをぴくんっと跳はねあげた。

　とはいえ自分がいまこうして戻って来られたのは、この左近衛大将のおかげらしい。他にも管かん米まいの確保等、明槻との間にいろいろな駆かけ引ひきがあったと聞いている。いまだに複雑ではあるが、この男のおかげで今回は相当助かった。

　もろもろを考えてから、ひとつ息をついて呼吸を整える。

「ただいま」

　短く返すと、塔子はまるで彼を映した鏡のように、口の端をあげた笑みを返した。

　そうやってたがいに見つめあったあと、ふたたび左近衛大将が口を開く。

「いかがでしたか、故こ郷きようの空気は？」

「悪くないわ。なにしろ蘇よみがえりの地で、生まれ変わったのだから」

「それはよかった。思いきって投とう資しした甲か斐いがあったというものですね」

「礼は言わないわよ」

　素す早ばやく言った塔子に、左近衛大将は訝いぶかしげな目をむける。

「だって私、ちゃんと返すつもりでいるから」

「………」

　訝しげだった左近衛大将の目が、まるで眩まぶしいものを見るかのように細められる。

　どうしてだろう。顔を見ると常に神しん経けいが昂たかぶるのに、それが不思議と心地ここちよい。この男の顔を見ると本当にぞくぞくする。

「大丈夫、損そんはさせないから」

　断だん言げんに、左近衛大将の目が挑ちよう発はつするように笑う。

「それは頼もしい。全力で賭かけた甲斐がありますよ」

「噓うそばっかり。船が沈しずみかけたら、すぐに逃げ出すくせに」

　間かん髪はつを容いれない塔子の憎にくまれ口ぐちに、左近衛大将は屋根にむかうように哄こう笑しようした。

　言うべきことは言ったとばかりに塔子が過ぎ去ろうとすると、あたかも呼び止めるように左近衛大将は言った。

「いえいえ、心しん中じゆうしてさしあげてもよいですよ。斎さい王おう尚侍ないしのかみとなら」

「妻さい子し持ちのくせに、なにを言っているのよ！」

　まんまと足を止めた塔子が声をあげると、左近衛大将は腹を抱かかえて笑い転げる。

　忌いま々いましく思っていると、ようやく左近衛大将は笑いを止めた。

「ところで、三条女御のことはどうなさいますか？」

「……どうって？」

「このまま一方的にやられただけで、報ほう復ふくもせずにおくのですか？」

　想像もしなかった発言に、塔子はしばし言葉を失うしなう。もちろん女御への腹立たしさはあるが、そこまでは考えていなかった。そもそも塔子がなんの罪つみも問われず無事に帰京したことこそが、女御にとってはなによりの報復となっただろうから。

（まあ、自分で蒔まいた種にはちがいないけど）

　やり返していないと言われればそれまでだが、すでに一ひと泡あわ吹ふかしてやった気にはなっていたので、敢あえて復ふく讐しゆうとか報復とかいう気持ちはまったくなかったのだ。

「別に、そんなこと……」

　歯切れ悪く言いかけた塔子に、左近衛大将は明確な嘲ちよう笑しようを浮かべた。目ざとく気づいた塔子は眉み間けんに皺しわをよせてにらみつけるが、臆おくすることなく左近衛大将は同じ表情を維い持じしつづける。

「敵がこれで諦あきらめると思っているのですか？」

「………」

「報復もできない相手だと舐なめられてしまえば、次はもっと手のこんだ手段を画かく策さくしてきますよ」

　指し摘てきされてみればそのとおりだ。一泡吹かせたことで三条女御が諦めたような気持ちに勝手になっていたが、手痛いしっぺ返しを食らったわけでもないのだから、左近衛大将が言ったように考えるほうが普通だ。

　塔子が反論しないでいると、それを同意と受け取ったのだろう。左近衛大将は得意げな表情のまま、扇の下でなにやらつぶやいた。

「陰いん謀ぼうを防ふせぐもっとも効果的な方法は、相手を先に叩たたきつぶすことですよ」

　塔子はぎょっと目を見開き、左近衛大将を見た。

「まだ、あなたには無理ですね」

　教え子に対するように、左近衛大将は言った。無理もなにも、最初からそんなことをしようとは思っていない。だからそんな指摘は該がい当とうしない。などと塔子は反論しかけたのだが、なぜか言葉がつまったようになってうまく口から出てくれなかった。

「今回は私がやってあげますよ」

　ぱっと聞いたかぎりは親切とも取れる言葉の物ぶつ騒そうな真意に、一拍おいてから気づく。

　塔子はごくりと息を吞のんだ。

「私はあなたに賭けましたからね。確かに沈んだ船からは逃げ出しますが、直前まで修理をするぐらいの努力はしますよ」

「…………」

「それでは、またお会いしましょう」

　言いたいことだけ述べると、左近衛大将は去って行った。塔子はしばしその場に立ち尽くし、ぼう然と彼が行った先を見つめていた。

　やがてゆっくりと思考がよみがえってくる。

　なにをするつもりなのか？　止めなくてよかったのだろうか？

　いや、たとえ止めたところで、あの男は止やめやしないだろうが。そんな生なま易やさしい男じゃない。そもそも三条女御になにが起きようと、自分の知ったことではない。どこの世界に呪じゆ詛その罪つみを捏ねつ造ぞうした相手を心配してやる人間がいるのだ。思おもい惑まどわされている場合ではない。自分には、すぐにでも明槻に告げなければならないことがあるのだから。

　頭かぶりをひとつ振ると、もやもやした思いを力ずくで振りはらい、もはや特技となった唐衣裳での全力疾しつ走そうで梨なし壺つぼにむかう。

　和泉いずみで再会はしたものの、明槻は先に御所に戻っていたのだ。いまさら驚くことでもないが、あれは完全にお忍しのびだったらしい。淀よど川がわを行く船は同じ経路でも、それ以外を牛ぎつ車しやではなく騎き馬ばで行っているから、塔子よりもずいぶんと早く到とう着ちやくしているはずだ。

　麗景殿を通り過ぎたとき、梨壺の妻つま戸どの前に緋ひ色いろの官かん服ぷくを着た人物が見えた。

「直なお霧ぎりさん、ちょうどよかった！」

　渡わた殿どのから大きな声をあげると、いままさに妻戸に手をかけようとしていた直霧は肝きもをつぶしたような顔でこちらをむいた。

「……斎王尚侍」

「久しぶりね。ちょっと瘦やせたんじゃない？　疲つかれていない？　もしかして忙いそがしい？　だったらごめんね、でも、ちょっと訊ききたいことと頼みたいことがあるのだけど！」

　どたどたと足音をたてて渡殿を進みながら、矢や継つぎ早ばやに叫さけびつづける。結局直霧が一言も口を利かないうちに、塔子は梨壺にたどり着いた。もはや顔を隠かくせなど、直霧に言うつもりも気力もないようだった。

「………お帰りなさいませ。なんでしょうか？」

「ただいま、実はね」

　つかみかからんばかりにして塔子はつめよった。

「蒼そう飛ひさんに会いたいんだけど」

　よほど予想外の要よう望ぼうだったのか、直霧はすっきりとした切れ長の目を円まるくした。

「……蒼飛って、范はん蒼飛のことですか？」

「そう。白しら髪かの皇み子こみたいな人」

　白髪皇子とは清せい寧ねい天てん皇のうのことで、その名のとおり、生まれつき白い髪をしていたと日に本ほん書しよ紀きに記されている。一いつ般ぱんの人間には余計分からなくなる喩たとえに、直霧は混こん迷めいを深めたような顔をする。それでも他人よりずいぶんと冷静な人間である彼は、この場で必要な情報だけを素す早ばやく拾いあげて応じた。

「実は私も会えていないのですよ」

「え？」

「葉は月づきの中ごろに、大だい丞じように杖つえをついてなら歩いてもいいと彼が指示をしたのです。そこから先はひと月後に診みてからと言っていたのですが、先月の終わりごろ綾あやの小こう路じの家に行ってみると、家か人じんが診しん察さつに出てまだ戻っていないと……出直したのですが同様で、それで戻ったら連れん絡らくをしてもらうように伝えたのですが、それからも梨なしの礫つぶてなのです」

　蒼飛は大納言の手配で、彼の邸やしきに近い綾小路に住まいをかまえていた。蒼飛の薬くす師しとしての腕を見込んだ大納言が、都に滞たい在ざいさせるためにそうしたのだ。家人というのは、彼の身の回りの世話をするために大納言が用意した者だろう。

「いま都がこのような状態ですから、彼も相当忙しいとは思うのです。そこをあまり急せかすのもためらわれるものですから」

「ああ、そうよね」

　塔子があいづちを打ったとき、音をたてて妻戸が開き、奥から女によう官かんが姿を見せた。

「お二人とも。そのようなところで立ち話などせず、お入りくださいと東とう宮ぐう様が」

「というか、お二人とも東宮様をお訪ねにいらしたのではございませんか？」

　共に出てきた別の女官が少々あきれたように言った。塔子と直霧は目を見あわせ、たがいにうなずきあってから中に入った。

　南みなみ廂びさしを進むと、母おも屋やの御お座まし所どころでは脇きよう息そくにもたれて明槻が座っていた。気心を許した二人の参さん上じように、苦く笑しよう交じりに口を開く。

「中まで聞こえてきましたよ。いったいなんの騒さわぎですか？」

「私は防ぼう鴨か河使しからの報告を、お伝えにきただけです」

　騒ぎと言われたことが不本意だったのか、少々顔をしかめて直霧は答えた。声を大にして叫んでいたのは塔子だけなのだから、直霧としては心しん外がいだろう。

　直霧の反論を笑って受け流すと、明槻はなにか訴うつたえたくてうずうずしている塔子に目をむける。和泉いずみで先に会っていたことは内ない密みつ（間違いなく直霧は知っているだろうが）なので、世間的には数か月ぶりの再会ということになる。

「お帰りな───」

「東宮様！　私もしかしたら、いいことを思いついたかもです！」

　最後まで言わせず、ぐいと身を乗り出して塔子は言った。久々の再会に対してこの第一声が、周りの目にどのように映るのかなどまったく考えていない。

　しかし明槻も直霧もあまり気にした様子もなく、今度は彼等らが目を見あわせあう。これまでの例からして、塔子が思いつく〝いいこと〟は妙みよう案あんであることが多かった。

　明槻は表情をあらためた。

「なんですか？」

「疫病の原因って、もしかして井い戸どじゃないかしら？」

「井戸？」

　塔子の言葉に、明槻は釈しやく然ぜんとしないように眉をよせる。

「ですがそれでは、右う京きよう区くや貴族に病人がいないことの説明がつきません」

　井戸は貧ひん富ぷ、場所を問わずに皆が使うものだ。原因がそれならば、平へい安あん京きようには満まん遍べんなく病人が出ているはずだ。

「だから水が汚よごれた原因が、水み無な月づきの洪こう水ずいと葉月の野の分わけだったのではないかと思うのです」

「あ！」

　短く声をあげたのは直霧だった。塔子はうなずいた。彼は先日まで治ち水すい工事に直接関わっていたから、そのあたりの状況がつかめたようだった。

　いっぽう明槻は、まだ納なつ得とくしていないように二人を見比べている。補ほ足そくするつもりで塔子は言った。

「洪水は鴨かも川がわが氾はん濫らんしたもので、浸しん水すいは七しち条じようから以い南なんが中心だったでしょう」

　鴨川は平へい城じよう京きようの東側、すなわち左さ京きよう区くに接している。御所から離れた南部は、大おお路じ沿いは別として、だいたいが貴族ではなく庶しよ民みんが住まう場所だ。今ごろ症しよう状じようが出たのは、洪水に伴ともなう浸水や野分の多量の雨で地じ盤ばんが緩ゆるみ、じわじわと井戸が汚お染せんされていった結果ではないのかと考えたのだ。

「なるほど、一理ありますね」

　納得したらしく、明槻は深々とうなずいてから言った。

「病人が多い地区の井戸をしばらく封ふう鎖さして、他のところを使わせてみましょう。住民にとって手間にはなりますが、命には代えられない」

「それから、大丞の家の前で蒼飛さんを見かけたときのこと、覚えていますか？」

　唐とう突とつな塔子の問いに、明槻は一いつ瞬しゆんの間をおいてからうなずいた。

「覚えていますよ」

「彼、宋そうでは水ではなく茶を飲むって言っていたでしょう。あれはひょっとして、生なま水みずを飲まないから安心だという意味じゃないのかと思って」

　そこまで言ってから、やおら塔子は表情を曇くもらせた。

「でもそれが正しかったら、病人が出た段階で蒼飛さんは、直霧さんか、あるいは世話になっている、しているのかもしれないけど……大だい納な言ごんにでも言うと思うのよね」

「それでそのことを、范蒼飛に確認しようと、お考えだったのですか？」

　横から直霧が口をはさみ、塔子はうなずいた。

「なんだ、あの者は大だ宰ざい府ふに帰ったのか？」

　明槻の問いに、直霧は首を横に振った。

「彼の性格からして、挨あい拶さつもなしに帰るとは思えません。それにそのつもりだったら、ひと月後の大丞の診しん察さつなど約束しないはずです」

　断だん言げんしたあと直霧は、あらためて意を決したように言った。

「もう一度、綾小路の家を捜してみます」
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　井い戸どにかんしては、民みん部ぶの少輔しようとして直なお霧ぎりがその日のうちに動いた。

　病人が多い地区の井戸は使用禁止とし、少数の被ひ害がいが出ている地区は一度沸わかしたものを飲用するように。従したがわない者は厳しく罰ばつするという触れが東とう宮ぐう名で出された。

　それから数日後──新たに病を発はつ症しようする者はいなくなった。

　清せい涼りよう殿でんでの官かん吏りの報告に、居並ぶ公く卿ぎよう達も女によう官かんも胸を撫なでおろした。

「天あつ晴ぱれじゃ、斎さい王おう尚侍ないしのかみ」

　縋すが子こは手放しで称しよう賛さんした。ごひいきが過ぎるといって、いつもはあまりいい顔をしない公卿達も、今回はさすがに誰も不満を言わなかった。疫病が父の祟たたりであるという疑いをどう解かい釈しやくしたのかは不明だが、塔とう子こが帰き京きようしなければ解決しなかったのは同じである。彼等らが呪じゆ詛そ騒そう動どうへの塔子の関わりを口にすることは、もはやないだろう。

「そなたの才さい気きにかんして、京きよう極ごく院いんがたいそう感心しておいでじゃ。自分の孫まごの中でいちばん頼りになるのはそなただと仰おおせであったぞ」

　清涼殿が一気に笑いに包つつまれた。明あか槻つきと三さんの宮みやがいる手前どう答えようか悩なやんだが、当人達も一いつ緒しよになって笑っているので、安心して塔子も愛あい想そ笑わらいで返した。

「恐おそれおおい、お言葉でございます」

「それでな、尚侍」

　あらためて縋子が言った。

「そなたの功こうに報むくいる意味もこめて、父上がそなたをわが娘に迎えたいと仰おおせじゃ」

「は？」

　一瞬なんのことかと思ったが、まったくの初耳ではなかった。

　皐さ月つきのころ、そんな話を明槻から聞いていた。祖そ父ふである京極院に、猶ゆう子しとして迎えてもらうつもりでいるのだと。理由は入じゆ内だいにあたって箔はくをつけるため、あるいはあくまでも臣しん下かの娘である三さん条じようの女によう御ごとの格のちがいを見せつけるためだと言っていた。

「そなたはれっきとした父上の孫で、妾わらわの異い母ぼ兄あに上うえの娘じゃ。法ほう皇おうの猶ゆう子しとしてなんの不足もない」

「も、もったいないことでございます」

「謙けん遜そんするな。だが太だい上じよう法ほう皇おうの娘とあれば、王位では不足じゃ。よって塔子女によ王おうに内ない親しん王のう宣せん下げをし、四し品ほんを与あたえることにする」

　縋子の宣言に、清涼殿が一気にどよめいた。

　しかしこの中でいちばんあわてふためいていたのは、おそらく塔子本人であっただろう。

（う、うわ～～、ど、どうしよう）

　四品を与える、つまり四品の内親王になるということである。以前にも聞いていたことだが、流れたものと思っていたのですっかり忘れていた。

「いずれ正式に宣下があるゆえ、心して待つように」

「は、はい」

　殊しゆ勝しように頭を下げはしたが、恐れおおくて頭の中は完全に混乱していた。恐る恐る顔をあげると、むかい側で明あか槻つきが満足げにうなずいている。

　いっぽう孫まご廂びさしの公卿達からは、これといった不満は漏もれなかった。なにしろ今回は塔子の力がなければ、疫病騒ぎは解決の糸口すら見えなかったのだから文もん句くも出ないだろう。

「病はなんとか収まりそうじゃ。不作のぶんも、そなた達の尽じん力りよくのおかげで必要な食しよく糧りようは確かく保ほできそうじゃ。あとは堤てい防ぼうと橋の修しゆう繕ぜんじゃな。工事の進み具合はどうなっている」

　その縋子の問いを明槻が伝えると、孫廂にいた右う中ちゆう将じようが頭を下げる。彼は大だい納な言ごんの総そう領りよう息子むすこで、先日より防ぼう鴨か河使し庁ちようの長か官みに任にん命めいされている。

「はい。大だ宰ざい府ふから派は遣けんされた技ぎ師しのおかげで、順調に工事は進んでおります」

　縋子は納得したようにうなずいてから、再度尋ねる。

「汚お染せんされている七しち条じようの井戸は、今後どうするのじゃ？」

「そちらは民みん部ぶ省しようが技師に確認させ、修理を進めているとのことです。ふたたび使えるようになるまで、そう日にちはかからないかと」

　右中将ではなく明槻が答えた。防鴨河使庁長官である右中将に、井戸のことを尋ねてもおそらく答えられないだろう。

「それはよかった。遠方まで水みず汲くみに行くのは大たい儀ぎであろうからな」

　しみじみと答えてから、あらためて縋子は御簾の先を見渡す。

「そなたたち。一刻も早く民たみが元の生活を取り戻せるよう、尽力いたせ」

　帝から直じき々じきに下された命令に、公卿達は平へい伏ふくする。

　一連のやりとりに、塔子は胸を撫でおろした。水害に呪詛騒ぎ、野の分わけに疫病といろいろあったが、これでなんとか落ち着きそうだ。この調子ですべての災さい厄やくが落ち着いてくれれば、心穏やかに入内を迎えることができるだろうと思った。
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　翌日、塔とう子こは内ない親しん王のうの宣せん下げを受けた。

　同時に尚侍ないしのかみを辞じすることになった彼女は、あらたに斎さい王おうの宮みやと呼ばれることになった。

　その翌日、塔子は明あか槻つきと共に京きよう極ごく院いんの住む仙せん洞とう御ご所しよにむかった。猶ゆう子しとなったからには、きちんと挨あい拶さつをしておく必要があったのだ。

　東とう宮ぐうと内ない親しん王のうが同乗して法ほう皇おうを訪ねるのだから、使用する車はもっとも格が高い唐から廂びさしの車くるまである。随ずい身じんも複数おり、直なお霧ぎりも騎き馬ばでついてきていた。久々の乳ち兄弟きようだいの同行に、気のせいか明槻の機き嫌げんがいつもより好よいように見える。

　ともかく外から見れば完かん璧ぺきなまでの、やんごとない方々の行ぎよう啓けいである。しかし中でかわされる会話といえば───。

「法皇様の御所が六ろく条じようにあるとは思わなかったわ」

　二人きりであるのをよいことに、ぞんざいに塔子は言う。

　京極院の住まいが二に条じよう大おお路じなどの高級地ではなく、六条という御所から少し離れた場所にあることを、いま明槻から聞いたばかりだったのだ。

「でも、なんでそんなところに？」

「白しら拍びよう子しとかが出入りしやすいからだと思います」

　にべもなく明槻は答え、塔子はすごく納得した。京極院の仙洞御所は、色事も政治的なこともないまぜに、怪あやしげな人々が出入りしていると以前から評判だったのだ。

「それに自分のほうも、七条あたりに遊びに出かけやすいでしょう」

　つまり京極院は、そういう怪しげなところを頻ひん繁ぱんにうろついているというわけだ。

　まったく優う婆ば塞そくの二にの宮みやといい、高貴な人の帰き依えなんてあてにならないものだとつくづく思った。ひょっとして明槻が身分もわきまえずひょいひょい外に出るのは、法皇のふるまいを見て育ったからなのではあるまいか？　他の者が聞けば、お前が言うなと即そく座ざに突っこまれかねないことを塔子は考えていた。

　程なくして、車は六条の仙洞御所に到着した。

　二人が通された寝しん殿でんには先客がいた。三さんの宮みやと、妻の苑その子こである。

「爺じじ様に、姫の顔を見せにお伺うかがいしたんですよ」

　驚く塔子達に、すかさず三の宮が事情を説明する。見ると母おも屋やとの框かまちの際きわに、乳う母ばらしき女によ人にんが赤あか子ごを抱いて座っていた。

「おお、東宮と塔子もよく来たのう。わしの初はつ曾ひ孫まごは本当に愛らしい姫じゃぞ。そなた達も存分に見せてもらうといい」

　御み簾すをあげた母屋で、僧そう綱ごう襟えりの袍ほうに袈け裟さをかけた京極院が上じよう機き嫌げんに言う。

　三の宮に促うながされた乳母が、二人のそばに近づいてきた。白い産うぶ着ぎにくるまれた姫は、黒くろ瞳めの勝まさる目が本当に可か愛わいらしい赤子だった。

「うわ～～、可愛いですね」

　驚かさないように気き遣づかいつつ声をあげると、隣となりの明槻もあいづちを打つ。

「本当だ。これはあと十数年もすれば、公きん達だちの間で評判を取る姫君になるだろうな」

「とんでもないです。男なんて生しよう涯がい近づけませんよ」

　ぴしゃりと三の宮は言った。一瞬冗じよう談だんかと思ったが、剣けん幕まくと目が本気である。彼の隣にいる苑子を見ると、慣れたことのように苦笑いを浮かべている。明槻もあきれ返ってはいるが、驚いた様子はない。そういえば三の宮が完全に親おや馬ば鹿か状態だと明槻の文ふみに書いてあったが、どうやら日々こんな調子らしい。

　三の宮から苑子にふたたび目を戻すと、なぜか彼女はしげしげと塔子を見つめていた。

「……苑子様？」

　呼びかけに苑子は、はっとわれに返った。

「あ、すみません。斎王宮様、お変わりがないようですね」

　あわてたように言いつくろわれ、かえって自分の風ふう貌ぼうが少し変わったのかと思った。

　考えてみれば熊くま野のに戻るときも帰京のさいも、途中までは騎馬だったから、だいぶ日焼けもしているだろう。

（まあ、そんなことは正直に言えないわよね）

　内心で苦笑しつつ、さらりと塔子は切り返す。

「苑子様もお元気そうですね。お身体からだのほうはもうよろしいのですか？」

「はい、思いのほか安あん産ざんで。いまにしてみれば、身み籠ごもっているときのほうが大変でした」

「まあ、悪阻つわりがひどかったのですか？」

「……おそらく人並みではないのかと思うのですが、食べ物が食べられなかったり、身体がむくんだりなどいろいろございまして、神しん経けいを使ったものですから」

　微笑ほほえみながら苑子は語るが、当時はそんな余よ裕ゆうはなかっただろう。

「そうですか。大変でしたね」

「いいえ。斎王宮様こそ、大変でしたね」

　そう言って苑子は愛あい想そよく笑った。その笑顔からは、父親と異母姉あねがらみの屈くつ託たくなどまったく感じられない。苑子が出産したときは熊くま野のにいたので祝いを贈おくれなかった。いまこうして元気な苑子と赤子を見て、あらためてなにかを贈りたいと塔子は考えた。

（御所に戻ったら、すぐに手配しなきゃ）

　ちなみに明槻に尋ねると、彼も祝いを失しつ念ねんしていて、先日詫わびの言葉と一緒にずいぶんと遅れて、女じよ児じ向けの調ちよう度どと絹きぬを贈ったということだった。

　三の宮と苑子が帰ってから、塔子と明槻はあらためて京極院に挨拶をした。

「爺様。今回の件はよく計らっていただき、まことにありがとうございます」

　明槻が頭を下げ、塔子もそれにならう。京極院は深い皺しわに刻きざまれた目を和なごませた。

「なんの。今回は塔子に疫えき病びようにかんしての功こう績せきがあったから、話を進めやすかった。でなければ大だい納な言ごんも近この衛えの御み門かども、なんとかして阻はばもうとしたであろうからな」

　確かに三さん条じようの女によう御ごと五ごの宮みやのことを考えれば、塔子の格をあげることに彼等らが賛成するはずがない。しかし今回はあきらかな功績があったので、すんなりと話を進めることができたのだ。

「これでそなた達の間に皇み子こを授さずかることができれば、すべてはうまくいくがのう」

　独ひとり言ごとのように述のべたあと、京極院は意味深な眼まな差ざしをむける。またもや塔子の胸きよう中ちゆうにもやもやした思いがこみあげる。その思いを表に出したつもりはなかったが、目をあわせたあと京極院は力なく笑った。

「こればかりは人の力ではどうにもならぬ。本人は不本意であろうが、それまでは縋子に頑がん張ばってもらわねばならぬのう。少なくともあれが在ざい位いしているかぎり、あらたに東宮を立てる必要はないからな」

「───三条女御はなにも仰おおせになられないのでしょうか？」

　塔子の問いに京極院は首を横に振った。その否定が、三条女御がなにも言わないという意味なのか、言わないはずはないという意味なのか、塔子はとっさに判断することができなかった。

「心配せずともよい。宣せん陽よう院いんが、次期東宮はあくまでも東宮の嫡ちやく子しでと仰おおせじゃ」

「………」

「帝みかどと上じよう皇こう二人が意見を同じにしておる。まして実の父親にそのつもりがないのでは、とうていそのようにはならぬであろうよ」

　余裕の態度で京極院は答えたが、塔子はなんとも複雑な気持ちになった。

　縋子と京極院はともかく、わが子の父である宣陽院にそのような態度に出られた三条女御の気持ちはどのようなものなのか。

　きっと宣陽院は、父親として五の宮に惜おしみない愛情をそそぐのだろう。二にの宮みや、三の宮、女おんな一いちの宮みやに対するそれと同じように───彼等は愛されているからこそ不ふ遇ぐうを強しいられてしまうのだと、そのことに三条女御は気づいているのか？　気づいたところで納得できるものなのか？

　見ると明槻は無言のまま、むっつりした面おも持もちを浮かべていた。予想どおりの反応に、塔子はがっくりとうなだれた。

（ああ、こっちも納得できていない……）

　あたりまえだ。普通に考えて理り不ふ尽じんすぎる。父親として愛せないから、その贖しよく罪ざいに立場を守ってやろうとするなんて。

（そりゃ、そうよね）

　明槻も自分が開き直るしかないと頭では分かっていても、どうしたって表情には出るだろう。同じように考えれば三条女御も納得できるはずがないのだと、あらためて塔子は思い直したのだった。
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　仙せん洞とう御ご所しよを出て少しして、物見のむこうから車くるま副ぞえの者が声をかけた。

「東とう宮ぐう様、民みん部ぶの少輔しようが───」

「直なお霧ぎりが？」

　物もの見み窓まどを開くと、そこに下げ馬ばをした直霧が顔を近づけてきた。

「すみません。先ほど范はん蒼そう飛ひらしき者を見かけましたので───」

「え!?」

　塔とう子こと明あか槻つきは同時に声をあげた。

「間違いありません。あの風ふう貌ぼうを見間違えるはずがありませんから」

「いや、それは別に疑っていないけど……」

　ぼそぼそと塔子が言い訳をする横で、察さつしたのか明槻が答える。

「分かった。ここはいいから、話を聞いてこい」

「かしこまりました」

　返事をすると直霧は、進行方向にむかって馬を走らせた。結果として彼のあとを追うようにして、車も動いて行く。明槻の背中越しに大おお路じを眺ながめていると、やがて下馬をして立ち話をする直霧と蒼飛の姿が見えてきた。

「あ、本当にいた」

「疑っていなかったんじゃないですか？」

　塔子の言葉に微び妙みような表情で明槻が突っこんだとき、直霧が踵きびすを返して戻ってきた。ちなみに馬の手た綱づなは蒼飛に預けている。物見に近づいてきた直霧にあわせて、車は停とまった。

「事情が分かりました」

　周囲の視線を気にしているのか、声をひそめて直霧は言った。

「疫えき病びよう騒ぎのあたりから、大だい納な言ごん家けに半ば軟なん禁きん状態にされていたようです」

「は？」

　意味が分からず声をあげた塔子と明槻に、直霧は説明をつづける。

「あの時分は特に女によう御ごが懐かい妊にんしてございましたから、彼女のためにも信しん頼らいできる薬くす師しを手元に置いておこうとしたようです。出産後は五ごの宮みやのためにですね。ですが騒ぎが収まったので、先ほどようやく解放されたところだそうです」

　あまりのことに、塔子はしばらく言葉も出なかった。大納言の性格を考えれば、納得できないこともなかったが、まさかそんな理由で消しよう息そくを絶たっていたとは。

「それで彼は、疫病の実じつ態たいをほんとど目にしていなかったそうです」

「はた迷めい惑わくな」

　腹立たしげな明槻のつぶやきに、直霧は同意だとばかりにあいづちを打つ。

「先ほどまで大だい丞じようの家と私の家を訪ねて回り、いま綾あやの小こう路じに戻る最中だったそうです」

「え、大丞のところには足を診みに？」

　塔子の問いに、直霧はうなずいた。

「家に戻って荷物をまとめて、明日には博はか多たに帰るそうです。その前に大丞の足の具合を診て、私のところに挨あい拶さつに来るつもりでいたそうです。ですが私は家におりませんでしたし、ここで会えてよかったと言われました」

「………すごいなあ」

　その言葉しか思い浮かばず、ため息交じりに塔子はつぶやいた。

　解放されて真っ先にしたことが、家に帰ることではなく、患かん者じやを診にいくことと恩おん義ぎある人の家への訪問だなんて、心が洗われる思いとはまさにこのことかもしれない。

　あいづちを打つように、直霧がうなずく。

「この機を逃のがしては、またいつ留とめおかれるか分からないですから。なにより、あちらで診ていた患者が気になると言っていました。ちょうど大だ宰ざい府ふの父からの遣つかいが帰るところでしたので、安全のために彼等らと一緒に行くようにいま話したところです」

「それはよかった」

　安堵したように明槻は言い、塔子も胸を撫なでおろした。

　あれだけ腕の良い薬師だ。博多の者達も、彼の帰き郷きようを待ちわびているだろう。なにより彼のように純じゆん粋すいな人間を、いろいろと複雑な都の事情に巻きこみたくなかった。

　それにしても大納言がどれほど五の宮の誕生に賭けていたのかが、うかがい知れる顚てん末まつである。

「しかしその調子だと、五の宮が風か邪ぜでもひいたら、博多から呼びよせようとするかもしれないな」

　閉へい口こうしたように明槻が言うと、ありえない話ではないと思ったのか、直霧が渋しぶい表情をした。やがて彼は気を取り直したように言った。

「この車が東とう宮ぐうのものだと聞いて、七しち絃げん琴きんのことでよくよく礼を言っておいてほしいと頼まれました」

　明槻は〝ああ〟とうなずいた。確かに蒼飛がきっかけだった七絃琴事件にかんして、明槻は相当尽じん力りよくした。

「こっちこそ、疫病の件で礼を言わなくてはいけないのだがな」

　明槻の言葉に塔子も同意した。疫病の原因が水だと気づいたのは塔子だが、蒼飛の言葉がなければ思い浮かびもしなかった。蒼飛がいなければ、人々はまだ疫病におびえていただろう。まさしく彼は、海の向こうからきたスクナヒコナ命ノミコトだ。

　短い思案のあと、思いついたように明槻は言った。

「范蒼飛を、ここまで連れてまいれ」

　直霧は特に驚いた様子もなく引き返し、蒼飛と馬と一緒に戻ってきた。直霧が蒼飛を車の後しり口くちの前に行くように促うながした。

　簾すだれ越しに見る蒼飛は、ひどく緊きん張ちようしているようだ。彼はこれまで明槻とも二度面識があるのだが、一回は御簾を隔へだてており、もう一回は明槻が東とう宮ぐう坊ぼうの官かん吏りと名乗っていた。だから明槻の顔は知っていても、まさか東宮と同一人物だとは夢にも思っていない。

「久しいな」

　簾越しの明槻の言葉に、蒼飛はさらに恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「はい。そん節せつは迷めい惑わくばっかいかけてすみません」

「それはもうよい。それより罹り災さい民みんのために、長い間都みやこに留まることになってご苦労だったな。優ゆう秀しゆうな薬師を帰すことは惜おしくはあるが、きっと博多にもそなたを頼りにしている者が大勢いるだろう。十分気をつけて帰れ」

　そこで明槻は懐ふところより檜ひ扇おうぎを取り出し、物見から蒼飛に渡すよう車副に言った。東宮のそれは帝みかどと同じ蘇す芳おう染ぞめの赤扇で、一般の白はく扇せんとはちがう特別な品だった。

　そのとき一いち陣じんの風がきて、牛車の前後にある簾を吹きあげた。

　おかげで外から車の中が丸見えになってしまった。奥にいた塔子はともかく、確実に明槻の姿は見えたはずだ。

　蒼飛は玻は璃りのような瞳ひとみを円まるくして、こちらを見つめていた。
















　風はすぐやみ、ばさりと音をたてて簾が戻る。

（あ～～あ、ばれちゃった）

　しまったとばかりに塔子は口許を押さえたが、明槻自身は物見のほうをむいていたので、そのことに気づかないままだった。

　車副が、蒼飛に扇を手渡した。

「その扇を見せれば、いろいろなところで便べん宜ぎを図はかってもらえるだろう」

　自分の正体が知られたことも、あぜんとする蒼飛にも気づいていないから、明槻は白しら々じらしくすましたまま話をつづける。

「博多ではそなたの才さい気きを、そなたを頼りにする者のために使うようにせよ」
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　その翌々日。縋すが子こが鴨かも川がわに行ぎよう幸こうし、大おお嘗なめ祭さいのための禊みそぎ祓はらえを行った。

　大嘗祭の内容は通年の新にい嘗なめ祭さいとさほど変わりはないのだが、祖先の祭さい祀しを継けい承しようする意味を持つ一世一代のものとして特に重要視される儀ぎ式しきだった。

　その大嘗祭当日に先立って、神かん無な月づきの月末に行われるのが河原での禊祓である。

　随ずい身じんが蛮ばん絵えの装しよう束ぞくに身を包んだ華はなやかな行幸を、民はこぞって見学に訪おとずれたそうだ。

　洪こう水ずいからの復ふつ興こうがまだ半ばで、病の不安も残っていたひと月前であれば反感を買ったかもしれないが、いまではその華やかさを楽しむ余裕が出てきているようだと、行幸に同行した万ま結ゆが教えてくれた。

「あ～～、私も見たかったなあ。いいわねえ、万結さん」

「尚侍ないしのかみのままでしたら、同行できましたのにね」

　愚ぐ痴ちめいてこぼす塔子に、残念そうに万結は言う。名目上とはいえ帝の尚侍であったときなら、同行がとうぜんだっただろう。しかしいまは尚侍を辞している。願い出れば許可されないことでもなかったのだろうが、禊祓はあくまでも儀式で祭りではない。物もの見み遊ゆ山さんのような気持ちで同行を願うのもいかがなものかと思って、しぶしぶ諦あきらめたのだ。

　羨うらやむ塔子をなだめるように、女によう官かん達が言う。

「東とう宮ぐう様のご即位のときに、ご覧になられたらよろしいですよ」

「もちろん、そのときはすでに女によう御ご様なのですから」

「……そうね」

　一瞬返答が遅れたのは、明あか槻つきがいつ即そく位いをするのかが分からなかったからだ。

　先日の京きよう極ごく院いんの口ぶりでは、塔とう子こが男だん児じを産むまでそれはなさそうだった。本来の目的を考えればとうぜんのことだが、それで三さん条じようの女によう御ごと大だい納な言ごんが納得するとは思えない。

　皇こう家かの権けん勢せいを取り戻すために、どうあっても五ごの宮みやを立りつ坊ぼうさせないという執しゆう念ねんは、臣しん下かの目にはどう映るのだろう？　過去に東宮に相そう伝でんされる守り刀『壺つぼ切きりの御み剣つるぎ』を、時の関かん白ぱくが自分の外がい孫そんではない東宮に頑かたくなに渡そうとしなかったという話がある。聞いたときは底そこ意い地じの悪さに辟へき易えきしたが、立場が逆なだけで、やっていることはそれと似たようなものではないのか？　近ごろではそんな違い和わ感かんが、常に腹の底にありつづけている。

　そのとき御み簾すのむこうで、女官が声をかけた。

「斎さい王おうの宮みや様。入内のためのお道具が届きました。どうぞ、ご確認ください」

　塔子より先に、女官達が歓かん声せいをあげる。大嘗祭の前にと予定していた入内の日まで、あと十日ばかりに迫せまっていた。衣装は滞とどこおりなく揃そろっていたが、調度だけがまだできあがっていなかったのだ。

「間に合ったわね」

　ぎりぎりの仕上がりに、苦笑交じりに塔子は言った。

「入内が延びたから、少し油ゆ断だんしていたのかもしれませんね」

「なんと申しましても、主上おかみと法ほう皇おう様が念を入れて設しつらえさせた逸いつ品ぴんでございますから、思った以上に時間がかかってしまいましたね」

　その言葉どおり、運びこまれた品々はどれもこれも立りつ派ぱなものばかりだった。

　鏡箱、鏡きよう台だい、唐から櫛くし笥げ等々は、漆うるしを丁てい寧ねいに重ねて艶つやを出し、すべてに精せい緻ちな螺ら鈿でん細ざい工くや蒔まき絵えを施ほどこしてきらきら輝かがやいている。唐櫛笥に収められた品は、象ぞう牙げの笄こうがいに黄つ楊げの梳すき櫛ぐしと紫し檀たんの挿さし櫛ぐしという、貴重な材料を使ったものだ。

　他にも玻は璃りと陶とう製せいの壺に、磨みがき抜ぬかれた銀製の泔ゆする坏つきと火ひ取とり籠ご。屛びよう風ぶに描えがかれた薄うす紅べにと白の木槿むくげの花は、花心の部分に金きん粉ぷんを散らしており、どれもこれも目にまぶしいほどの豪ごう華かな品々ばかりであった。

「素す晴ばらしいですね」

　そんな言葉を口にしながらも、相変わらず淡たん々たんと万結が言った。

「そりゃあ、法皇様が御自分の養女のために用意してくださった品ですものね」

「先日仕上がった衣きぬは、大だい弐にの命みよう婦ぶはまだ見ていないでしょう」

「女ならうっとりすること間違いないわ」

「そうそう。いくら大弐命婦でも目を奪うばわれるわ」

　いくら大弐命婦でもとはどういう意味かと塔子は思ったが、なんとなく突っこんで訊きく勇気がなかった。万結も相変わらずの感情の薄い面持ちで話を聞いている。これほどの美少女なのに、彼女は着き飾かざることには極きよく端たんに興味が乏とぼしい。

「上じよう質しつの糸を丁てい寧ねいに織りあげた絹は、軽くてまるで天てん女によの羽は衣ごろものようよ」

「心を砕くだいて染めた布は、一いつ片ぺんのむらもなくて夏の海か空のようだから」

　若い万結と当人である塔子に比して、年ねん輩ぱいの女官達のほうがよほどかしましい。彼女等らは入内後も塔子に仕つかえることが決まっている。自分達が仕える女主人にときめいてもらいたいというのは、宮みや仕づかえをする女人なら誰しも思うことである。

　ひとしきり騒いだあと、女官の一人が感かん慨がい深ぶかげに言った。

「いよいよですね」

　塔子は無言のままうなずいた。

　本当にいよいよだ。父の怨おん霊りようを鎮しずめるためにという理由から入内を命じられて、一年以上経たつ。入内を阻そ止しして、故こ郷きよう熊くま野のに帰郷するためにいろいろと画かく策さくした。しかしその協力を頼んだ相手が、身分を偽いつわっていたとはいえ当の明あか槻つきだったのだから、いま考えると笑ってしまう。

　そのあとも多くの事件が起きた。でも、知恵と機き転てんでひとつひとつ解決してきた。

　水害も凶きよう作さくも疫えき病びようも、みんなで協力してなんとか乗り越えてきた。今回の呪じゆ詛そ事件はまだ残っているが、きっとこれからも同じようにしていろいろな出来事を解決してゆくのだろう。あらためて塔子が気を引きしめていると、どう思ったのか女官達が言う。

「大丈夫ですよ。公卿たちの間でも、五の宮様の立りつ坊ぼうは難しいともっぱら評判ですわ」

「そうよね。いかに高貴な産まれであっても、法皇様、主上、まして実の父親である上じよう皇こう様の支持がない御お子こに立坊などありえませんもの」

　楽しげな女官達に、塔子は少々戸と惑まどう。確かにそのような状況にはなっていたが、公卿達までもがそんな噂うわさをしているとは予想以上の展開だった。

　もちろん塔子にとって安心材料にちがいないのに、もやもやした思いがぬぐえない。

　どう答えるべきか戸惑っているところに、なにげない女官の一言が頭に響いた。

「よかったですねえ、斎王宮様」

　その一言は、太い棒で胸を突いたような衝しよう撃げきを塔子に与えた。

　女官の言うことは間違っていない。五の宮が立坊できないことは、塔子にとって、間違いなく〝よい〟ことなのだから。

　だというのに、鼓こ動どうが高鳴っている。そうではないという不安や不満を抑おさえることができないでいる。

　───ちがう、絶対にちがう。

　理性や理り屈くつとは別の、それよりももっと深い部分にあるなにかが、身体の内側で叫びをあげている。

「……ちが」

「斎王宮様？」

　不ふ審しんそうな万結の呼びかけに、塔子はわれに返った。内側で奔ほん流りゆうのように起こりかけていた激しいものが、まるで潮しおが引くようにすっと消えていく。

「いかがなされましたか？　ご気分でも？」

「う、ううん。大丈夫よ」

　塔子の答えに、万結だけではなく他の女官達も安あん堵どした顔をする。

　彼女等の反応に塔子は、一瞬とはいえ、いま思ったことはけして口にしてはいけないことだと思い直した。そんなことをすれば彼女等も含め、自分のために頑張ってきてくれた人達の思いをふいにしてしまう。

「本当に、ご心配なされますな」

　そこで女官は、少し声をひそめた。

「このような品のない噂を、内親王ともあろう御おん方かたの耳に入れますことはいかがなものかとは思いますが、上皇様が五の宮様の立坊に積極的ではないのは、宮様の御ご出しゆつ生せいに疑念を持たれているからだとか………」

「………」

　あまりの衝撃に頭の中が真っ白になった。

　物も言えず、目を見開いて語り主ぬしを見つめるしかできない。そんな塔子とは対照的に、ここぞとばかりに他の女官達も語りだす。

「確かに、上皇様のご年ねん齢れいを考えたらねえ」

「よほど御ご寵ちよう愛あいが深いというのならともかく、特別そんな噂も聞かないし」

「まして女おんな一いちの宮みや様のご誕たん生じようから、何年も経たっているのにいまさら……」

「斎王宮様の前でこう言ってはなんですけど、亡なき梅うめ壺つぼの女によう御ご様の件もございますしね」

　塔子の異い母ぼ姉しである先の梅壺女御が、下げ﨟ろうの産んだ子供を自分が産んだ宣せん陽よう院いんの子供と偽っていたことは記き憶おくに新しい。そう言われれば、宣陽院が子の出生に疑念を抱くことはありうるかもしれない。

　だが五の宮の出生に、疑いの余地はないと塔子は確信していた。

　根こん拠きよのひとつとなった梅壺女御とて、彼女は他の女人が産んだ子供を自分の子と偽るほど不ふ妊にんに追い詰められていたのに、入内から十年以上経って身み籠ごもった。

　きっとそのようなものなのだ、生命や自然の摂せつ理りとは。

　それを憶おく測そくや一般論だけで、無責任な噂をしあって、あたかも事実のように仕立てあげてしまうなんて───。

（仕立てあげる？）

　怒りで熱くなっていた頭が、ふと冷静になる。

　───今回は私がやってあげますよ。

　御ご所しよに戻ってきたその日に、左さ近こん衛えの大だい将しようから告げられた言葉を思い出す。その瞬しゆん間かん、なんの疑いも迷いもなく塔子は断定した。

（あいつだわ！）

　彼の存在が脳のう裏りに浮かんだ途と端たん、冷静になっていた頭が再び逆の上ぼせあがった。

　宣陽院の明槻に対する遠慮をうまく利用して、この下げ衆すな噂の信しん憑ぴよう性せいを高めようとしたのだ。兄の外がい孫そんである五の宮の立坊を阻止するために。

　冗談ではない。三条女御に同情する気持ちは毛もう頭とうないが、こんな方法で恩を着せられるなんて真まっ平ぴらごめんだ。

　意を決するなり、塔子は告げた。

「東宮様のところに行くわ。ご都合を訊いてきてちょうだい」

　とつぜんの要求に女官達はきょとんとする。しかし自分達の主人が唐とう突とつなのはいつものことなので、とやかく言わずに一人が梨なし壺つぼにむかった。

　程なくして彼女が明槻の承しよう諾だくを得て戻ってくると、すぐに塔子は立ちあがった。勢いのまま簀子に出ると、軒のき下したからのぞく空に黒い雲が広がりはじめている。

「雨かしら？」

　塔子は眉まゆをよせた。この季節に心配するような雨はないだろうが、今年は長なが梅つ雨ゆがきっかけでいろいろな災さい難なんが起きたので、つい神しん経けい質しつになってしまう。夏の入にゆう道どう雲ぐものように広がる黒雲は、塔子が梨壺に渡ったときにはすでにあたりを暗くしていた。

「やっぱり雨が降りそう」

　独りごちてから、女官の案内で妻つま戸どをくぐる。天候のためか中は薄うす暗ぐらく、御み簾すをあげた御お座まし所どころにいた明槻は、塔子の姿に手にしていた冊そう子しを下ろした。

「いらっしゃい、どうなされたのですか？」

　塔子は即そく答とうせず、まず目配せをする。すると明槻は、廂ひさしに控ひかえていた女官達に席を外すように言った。彼女等が立ち去ってから、塔子は框かまちの前に置いた茵しとねに腰を下ろした。

「五の宮様の、噂を知っている？」

　声をひそめつつも単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊くと、明槻は不意を突かれた表情をした。

　一拍おいてから、彼は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんでうなずく。

「……知っていますよ」

　吐はき捨すてるような口調に、塔子は深く同調した。

　きっと彼もそう思っているのだ。なんて汚きたない噂だろう、と。

「噂を流したのは、左近衛大将だと思うわ」

「え？」

　そこまでは想像していなかったのか、明槻はひどく驚いた声をあげる。

　塔子は帰京した日の、自分と左近衛大将とのやりとりを説明した。話を聞き終えた明槻は、険しい表情のまましばし考えこんでいた。

「………なるほど、そういうわけでしたか」

　忌いま々いましげだが、やけに納なつ得とくしたように明槻は言った。ここぞとばかりに塔子は身を乗り出した。

「ひどいでしょ。いかにもあの下げ衆すな男が考えそうなやり口よね」

　しかもそれが塔子のためだと言うのだから、余計に腹立たしい。

「どうにかしなきゃと思っているの。こんなことで恩おんを売られたらかなわないわ」

「気持ちは分かりますが───」

　ぎりぎりと歯は嚙がみをする塔子に、あまり気乗りしないように明槻は切り出した。

「私達がなにかできる懸けん案あんではないし、その必要もありません。そもそも上皇がそんなふうに思っていないことは、三条女御も分かっていると思いますよ」

　思いがけず冷めた明槻の意見に、塔子は驚きに目を見張った。

　そんな塔子の眼まな差ざしから、明槻は気まずげに視線をそらす。しばし物も言えずにいた塔子だったが、少ししてそれが一いち理りあることを理解した。

　確かにこの噂にかんして、明槻がなにか言ってもなんの効こう力りよくもない。口さがない噂を控えるようにとたしなめることはできても、それは疑いを払ふつ拭しよくすることとはちがう。もちろん三条女御や彼女の女官達が声を大にしても、当事者の弁べん明めいに説得力などない。

　一度疑いを持たれてしまった子供には、生しよう涯がい疑念がついて回る。しかもどちらが父親であろうと帝みかどの子であったことが証明されていた明槻とはちがい、五の宮の立坊にはますます困難がついて回るようになるだろう。

　考えようによっては五の宮の出生に疑ぎ惑わくがかかることは、彼を立坊させたくない京極院や縋子にとって都合のよいことなのだ。

　塔子はまじまじと、框の先の明槻を見つめた。

　そして明槻にも、この噂に拍はく車しやをかけようとまでは考えていなくとも、積極的に払拭しよういう気持ちも義ぎ務むもないというわけだ。

　あるいはそこには政治的な駆け引きの他に、同じように出生を疑われた自分への複雑な思いがあるような気がした。疑いようもないわが子にこのような疑念をかけられた宣陽院がどう出るのかを、明槻は知りたがっているのかもしれない。

　なるほど、利や理り屈くつでは分かった。

　だが感情では、とうてい納得できることではない。

「どうでもいいわよ、三条女御の気持ちなんて」

　ぴしゃりと塔子は告げ、明槻は横よこ面づらを叩かれたように背筋を伸ばす。

「私、自分を冤えん罪ざいで陥おとしいれようとした相手を思いやれるほどお人よしじゃない。だいたいあそこまでして人を嵌はめようとしたのだから、いずれしっぺ返しを食らうことぐらいは覚かく悟ごしていたはずでしょ。因いん果が応おう報ほう、身から出た錆さびってこのことだわ。今度会ったら、ざまあご覧あそばせって笑ってやるんだから」

　言いたい放題にまくしたてると、塔子はひとつ息をついた。そして剣けん幕まくに気け圧おされている明槻の目を、真正面から捉とらえて告げた。

「でも、五の宮様に罪つみはないわ」

　その一言と自らの眼差しに、塔子はすべての思いを凝ぎよう縮しゆくさせた。

　分かっているはずだ、この人は。そんな疑念をかけられた子供の将来が、とてつもなく艱かん難なんをたどることを、誰よりも身に沁しみて分かっているはずだ。

　たとえ宣陽院に対して『因果応報』『身から出た錆』などと思うことがあっても、五の宮に対して無反応でいられるはずがない。この人は他人に対して、自分と同じ苦しみを味わわせてやるとは思わず、むしろ経験させたくないと考える人間だ。

　塔子は無言のまま明槻の顔を見つめつづけた。対する明槻は、険しい表情のまま塔子の視線をそらさずに受けとめる。そんな見つめあいがしばらくつづき、やがて明槻が観かん念ねんしたようにため息をついた。

「───そうですね、私も思いますよ」

　塔子がぱあっと顔を輝かせると、明槻はやっと表情を綻ほころばせた。

　いつの間にか前ににじりよってきていた彼は、すっと両腕を伸ばして塔子の頰ほおを両の掌てのひらで挟みこんだ。

　とつぜんの行動にあわてる塔子を、とても愛おしげに見つめて彼は言った。

「うっかり失しつ念ねんしていました。私はそういうあなたが大好きだったんだってことを」

「……ざまあご覧あそばせって、笑ってやるのよ？」

　冗談めかして返すと、明槻は声をあげて笑った。笑いながら彼は、愛おしくてたまらないというようにぎゅっと塔子を抱きしめた。

「ええ、そんなあなたも大好きですよ」

　明槻の胸に頰を押しつけ、塔子は顔を赤らめつつ微笑んだ。

　やっぱりこの人が大好きだと、同じことを考えていた。

「……とはいえ」

　ぽつりと明槻が言い、塔子は顔をあげる。明槻の表情には、深い苦悩が刻まれていた。

「人の口に戸は立てられません。先ほども言いましたが、私達がとやかく言って疑いが払拭されるものでもない」

　沈ちん痛つうな声こわ音ねは、そのことを明槻が身に沁みて分かっているからなのだろう。

　だからこそ、この人になら言えると思った。塔子がずっと抱いていた疑問を。そしてそれを明槻が同意してくれれば、五の宮を助けることができる。しかしそのために、他人には想像できないほどの複雑な思いを、明槻は乗り越えなくてはならないかもしれない。

　塔子は一度唇をきゅっと結び、あらためて口を開く。

「あの、そのことなんだけど………」

　言い終わらないうちに、外でぱっと閃せん光こうが瞬またたいた。格こう子しを閉ざしていても分かるほどの強い光は、間をおかずして暗い空にドォーンという激しい音を響かせた。

「うわ！」

　塔子は思わず声をあげ、恐る恐る格子の先を見る。席を外していた女官達の悲鳴が奥から聞こえてきた。

「雷かみなりですね」

　女官達とは対照的に、実に落ち着いて明槻は言った。渡わた殿どのを来たときにもう外は真っ暗だったが、いよいよ雨が降りはじめたようだ。

　明槻の言葉に塔子が同意してうなずいた直後、目がつぶれるかと思うほどの眩まばゆい閃光と鼓こ膜まくをつんざくような凄すさまじい音が御所に響ひびき渡わたった。

　眩しさと轟ごう音おんで、視界と聴ちよう覚かくが一瞬閉ざされた。

　強制的な静せい寂じやくのあと、やがてゆっくりと感覚がよみがえる。

「大丈夫ですか？」

　気がつくと明槻が心配そうに塔子の顔をのぞきこんでいる。わんわんと残る耳鳴りに顔をしかめつつ塔子はうなずいた。

「落らく雷らいかしら？」

「のようですね。いまの音からして、御所内に落ちたのかもしれません」

　不安げに語る明槻に、塔子も心配になる。できることなら格子をあげて外を確認したかったが、それをあちらで雷におびえる女官達に命じることはいじめのようなものだ。

（かといって私が自分であげても、同じことよね）

　彼女達は雷を目にすること自体が嫌いやなのだから、誰が格子をあげようと同じことだ。

　しかし外の様子は気になる。どうしようかと迷っている前で、明槻がすくと立ちあがった。

「少し外の様子を見てきます」

「!?」

　塔子はおのれの迂う闊かつさにあきれた。考えるまでもない、自分が外に見に行けばよいだけである。

「あ、私も行く」

　二人で廂を進み、妻戸を押し開けたときだった。激しい雨音に交じり、遠くから誰かが叫ぶ声が聞こえた。

「大変だ、斎場ゆにわが燃えているぞ！」
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　この日の落らく雷らいによって、大おお嘗なめ祭さいのために宮きゆう城じようの北に設営していた斎場ゆにわが焼しよう失しつした。

　斎場とは、大嘗祭に際して卜ぼく占せんで選ばれた悠ゆ紀き・主す基きの両りよう斎さい国こくから奉ほう納のうされた斎さい郡ごおりの初はつ穂ほを収めておく場所である。

　その斎場が落雷の直ちよく撃げきを受け焼失したのだ。もちろん奉納された初穂はあとかたもなくなっていた。

「怪け我が人にんが出なかったことが、不幸中の幸いと考えるしかなかろう」

　自分のための斎場が燃えたというのに、あたかも周りを励はげますように縋すが子こは言った。

　というのも、対策のために清せい涼りよう殿でんに集まった公く卿ぎよう達が一様におびえきってしまっていたからだ。落雷は怨おん霊りようの祟たたりとされるから、せっかく水すい害がい、疫えき病びようと相あい次つぐ災さい禍かを乗りきったところにまたもやという気持ちになったのだろう。

　しかし珍めずらしい縋子のこの気き遣づかいに、公卿達の誰も口を利きかなかった。落ちこんでいるのかおびえているのか、あるいはその両方なのか、とにかく清涼殿に流れる空気は陰いん鬱うつとしている。こうなるといつもは強気の縋子も、困り果てたように肩を落とすしかなかった。

　そんな光景を塔とう子こは気き遣づかわしげに見つめた。尚侍ないしのかみを退しりぞいたことで出しゆつ仕しの必要はなくなっていたのだが、さすがに今日の事態は気になって、縋子に頼んで以前のとおり控ひかえさせてもらっていたのだ。そのような理由で、久々に唐から衣ぎぬ裳も装しよう束ぞくに身を包んでいた。

　誰もが物を言わぬ中、皮ひ肉にくめいた口調で誰かが言った。

「嘆なげいていてもしかたがないでしょう」

　声の主ぬしは左さ近こん衛えの大だい将しようだった。のろのろとながら人々の視線が彼に集中する。

「斎場は再建すればよいだけの話です。もともと仮かり宮みやですから、大嘗祭が開かい催さいされる卯うの日までには十分間にあうでしょう。初穂はもうしかたがありませんから、あらためて斎国に出させるしかありませんね」

　実に明解に、左近衛大将は対策を述べた。前向きと言うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの、あまりにもあたりまえでそれしかない意見だ。だというのに他の公卿達は賛同する気配を見せない。かといってなにか反論するわけでもない。ようするになにか言うことも億おつ劫くうなほど意気消しよう沈ちんしているのだ。

　縋子はそっとため息をつき、はすむかいの明あか槻つきに目をむける。彼はひとつうなずくと、公卿達の気き鬱うつに気づかぬふりをして、努めて平へい淡たんな声で告げる。

「左近衛大将の言うとおりだ。卯の日までまだ間がある。早さつ急きゆうに斎場を再建するよう申し付けよ」

　東とう宮ぐうの命令に、さすがに公卿達も了りよう承しようの返事をする。しかしその口調は義ぎ務む的てきで覇は気きがない。明槻はしかめ面つらをしたが、縋子はしかたがないというようにうなずいた。

「ほんに今年は難なん儀ぎな年じゃ。天はなににお怒りであるのか……」

　それはほとんど独ひとり言ごとに近いつぶやきであった。だがその言葉は、人々が心の奥でこれまで押さえつけていた疑念と不安を大きく揺ゆり動うごかした。

「本当に……」

　御み簾すの先で、古参の公卿が漏もらした。

　やけに真しん摯しな声こわ音ねに、塔子はぎくりとして彼等らに目をむける。

「天の怒りが、これで治まるとは思えませぬ」

「また、なんぞ起こるのではあるまいか」

　にわかに公卿達がざわつきはじめ、まるで夏の雨雲のような勢いでみるみるうちに不ふ穏おんな空気が立ちこめる。

（しまった……）

　塔子は打うち袴ばかまの上で手を握りしめる。懸け念ねんはあったのだ。だがずっと強気でふるまっていた縋子を前に、誰もそれを言い出せなかった。しかしひと段落つきそうになったこのときになっての災さい難なんに、ついに縋子も弱気を吐と露ろしてしまった。

　なかばおびえながら、塔子は明槻を見る。気づいているのだろう。彼は厳しい面おも持もちで御簾の先をにらみつけている。女官達は不安げな面持ちで縋子を見つめている。そして縋子当人といえば、なかば諦あきらめたように天にむかって息を吐いた。

「───なにか言いたいことがあるのなら申せ」

　縋子の命めいに、ざわついていた先が凍こおりついたように静まり返った。

　やがて公卿達はひそひそとささやきはじめる。それはそうだ。いかに皆の気持ちが同じでも、容よう易いには口にできることではない。それこそ〝この世をばわが世とぞ思う〟ぐらいの勢いがなければ無理だ。あるいはよほど責任感が強いか───。

「主上おかみ！」

　声を上うわ擦ずらせながら叫んだのは、筆ひつ頭とうの大だい納な言ごんだった。

　縋子が感情を殺した目で、彼を一いち瞥べつする。察したのか左近衛大将が身を乗り出す。

「兄上、おやめな……」

「この大納言、筆頭として無ぶ礼れいを承知で申しあげます」

　弟の言葉を遮さえぎって大納言は並々ならぬ気負いで詰めよった。




「御ご譲じよう位いなさいませ」




　塔子は観かん念ねんしたように天を仰あおいだ。

　世に禍わざわいが起こるのは、天てん子しに徳とくがないからだと言われている。まして陰いん陽ようの理ことわりから外はずれた女の帝みかどである。このように不安定な世であれば、そんな懸念が出てとうぜんだ。これまで誰もが遠慮して口にしなかっただけで、本来であれば斎さい院いんと斎さい宮ぐうの不在よりも人々の不安を煽あおっていた事態なのだろう。

「口を慎つつしめ！」

　明槻が一いつ喝かつしたが、大納言のほうも引き下がらない。

「いいえ、言わせていただきます！　そもそも男の、しかも成人した東宮がいるというのに、女によ人にんに即位していただくこと自体がおかしかったのです。このうえは世の不安を取り除のぞくためにも、ぜひとも東宮様にご即位いただきますようお願い申しあげます」

　御簾を挟んで張りつめた空気が交こう錯さくする。明槻が誰かを怒ど鳴なったところも、叱しつ責せきされてもなお、臆おくすることなく食い下がる大納言もはじめて見た。

　明槻が即位をすれば、いかに疑いをかけられていようと、次の東宮は五ごの宮みやとなる。もちろんその計算は、多少は大納言にもあるだろう。

　だが彼の思おも惑わくがそれだけだとは、塔子には思えなかった。

　不安なのだ。目に見えない、人の力の及ばない力が。神が荒あら魂みたまを昂たかぶらせることに、大納言のみならず、誰しもがすっかりおびえてしまっているのだ。

　女人が上に立つことが、天の怒りを買うとは思っていない。中国から来た陰おん陽みよう道どうや儒じゆ教きようがどうであれ、この国の最高神はほかでもない女め神がみ・アマテラス大オオ御ミ神カミだ。たとえ陰陽で太陽が男、月が女であっても、この国の太陽神は女、ツクヨミ神ノカミは男、アマテラスの弟ではないか。縋子が即位をしたことで、神の怒りを買うなどありえない。

　だがいかに理り不ふ尽じんでも、天子というものは民の不安を受けとめ、彼等の不安を和やわらげなければならない存在なのだ。

　大納言だけでなく、人々は不安なのだ。あいつぐ災難に疲ひ弊へいしている。

　そしてそのさいに標的、あるいは犠ぎ牲せいになるのが〝帝〟なのだ。

　いま縋子は、数々の災難に対する皆の不安や不満の吐け口にされてしまったのだ。

「重ねて申しあげます！　なにとぞ東宮様にご即位をお願い申しあげます」

　先ほどまで消沈していたのが噓うそのように、大納言は強気に言う。これまで縋子に頭があがらなかった彼からすれば、ずいぶんと思い切った言動に出たものだ。

　意地の悪い見方だが、五の宮の誕たん生じようが後押ししたことは間違いない。

　他の公卿達はなにも言わないが、無言で大納言を後押ししていた。それぐらいの剣けん幕まくが彼にはあった。左近衛大将と三の宮は、戸惑ったように御簾の内と外を見比べている。いっぽう女官達は、不満と不安を滲ませて縋子に同情的な眼まな差ざしをむけていた。

「……東宮様」

　すがるように雪ゆきの掌侍ないしのじようが呼びかける。しかし明槻も大納言のいつにない迫はく力りよくに、唇くちびるを結んだまま彼をにらみつけるしかできないでいる。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる中、縋子は大きく息をついた。

　疲れ果てたとも気き抜ぬけしたとも取れるふるまいに、皆の視線が集中する。しかし縋子は他人の思惑など意に介かいさぬよう、実に面めん倒どうくさそうな声音で言った。

「分かった。そなた達、一度下がれ」
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「あ～～、腹立つわね！　あの狸たぬき親父おやじども」

「本当よ！　大だい斎さい院いんとまで呼ばれた主上おかみに不ふ徳とくなどあってたまるものですか」

「そうよ、そうよ。自分達のほうこそ叩たたけば埃ほこりだらけのくせに」

「大だい納な言ごんにも腹が立つけど、もっと腹が立つのは他のやつらよ。言いたいことがあるなら自分の口で言えばいいのに、これ幸いとばかりに尻しり馬うまに乗っかって」

　喧けん々けん囂ごう々ごうと言いあっているのは、縋子の腹ふく心しんの臣下とも言うべき雪、月、花の三さん掌侍ないしのじようである。親よりも長い時間を共にしている主しゆ君くんが侮ぶ辱じよくされたことで、怒り心しん頭とうというところのようだ。

　しかし当の縋子が静かなのが不気味である。そもそもあの場でなにも反論しなかったことが信じがたい。

「主上、こうなったらあと三十年は在ざい位いしてくださいませ」

　憤ふん然ぜんとして花はなの掌侍ないしのじようが叫んだ。五十まで生きれば算さん賀がを行うご時世に、あと三十年とは大きく出たものである。しかしそんなに長い間、縋子に在位されては、明あか槻つきは東とう宮ぐうのままで先に逝せい去きよしてしまうかもしれない。

「別に受け流しつづけることはできるぞ」

　ぞんざいに縋子は言った。公く卿ぎよう達を下がらせたあと、朝あさ餉がれいの間まに入ってからはじめて彼女は口を利きいた。明槻は彼女のはすむかい、そして塔とう子こはいつもどおり、猫ねこ障しよう子じの前に控ひかえて話を聞いていた。

「妾わらわは女ゆえ、あの者達と直じかに口を利くことは少ない。むこうがなにを言ってきても無視をすればよいだけじゃ。東宮がよい盾たてになっておるからな。さすが摂せつ政しよう宮のみやと呼ばれるだけはある」

　確かに縋子の言うとおりの節ふしはあるが、それでも彼等らの非ひ難なんや不満は耳に入る。もともと中なか継つぎの帝みかどとされていた彼女が、どこまで非難に耐たえられるか塔子は不安に思う。

　しかも縋子が退位の目安は、塔子が男おとこ皇み子こを産むという確実に起こりうるとはいえない事態なのだ。

　───それよりも、いっそ。

　以前から思っていたことをこの場で告つげようか、塔子は悩んだ。しかしそれは、これまで縋子と京きよう極ごく院いんが尽じん力りよくしてきたことを、ふいにしかねない提案だった。

　そこに奥に控えていた万ま結ゆが入ってきて、縋子にというより明槻にむかって言った。

「あの、兄がお伝えしたいことがあると」

　明槻と縋子は一度目をあわせ、特に躊ちゆう躇ちよすることもなく了りよう解かいした。

　公卿達が縋子に退位を迫ったことは、あっという間に御ご所しよ中じゆうに広がっているだろう。直なお霧ぎりのような中級の官かん吏りの耳にも入っているにちがいない。

　縋子の了解を得て、少ししてから直霧が簀すの子こに姿を見せた。御簾のむこうで膝ひざをついた直霧に、やや自じ嘲ちよう的てきに縋子は問う。

「いかがしたか？　公卿どもがなにか言っておったか？」

「なにも言わないはずはございませんが、私がお聞かせしたいことは彼等の言葉ではございません」

　答えにくいことをさらりとかわすと、直霧はあらためて告げる。

「私がお聞かせしたいものは、京の民たみの言葉でございます」

　予想外の要よう望ぼうに、塔子も明槻も訝いぶかしげな面持ちで御簾むこうの直霧を見る。その視線に気づいているのかいないのか、口調を変えずに直霧はつづける。

「このたびの数々の厄やく災さいにかんして、民は主上に対する不満ではなく、東宮様が本当によくしてくださっていると申しております」

「………」

「六ろく条じようの邸やしきの開放、治ち水すい工事、穀こく倉そう院いんの穀こく物もつの放出、そして今回の井い戸ど水みずの制限による病やまいの鎮ちん静せいが、東宮様のお力であることを皆存じております」

　淡たん々たんと直霧は語るが、明槻はどう反応して良いのか分からずにいるようだった。彼は戸と惑まどったまま、黙って御簾のむこうの乳ち兄弟きようだいを見つめている。

　しかし塔子は、直霧の言わんとすることをはっきりとつかんだ。それは熊くま野のに戻っていたとき、範のり康やすの言葉で思いついたことと同じものだった。

　反応のない明槻に、直霧はさらにつづける。

「梨なし壺つぼに集まっている官吏達も同じです。特に民みん部ぶの大だい丞じようは心しん酔すいしております」

「桃李不言下自成蹊」

　ここぞとばかりに塔子は口をはさんだ。

　呆あつ気けに取られたような顔をする明槻に、塔子は笑いかける。

　桃とう李り言ものいわざれども下した自おのずから蹊けいを成す───徳のある人のもとには、自然に人が心服して集まってくるという中国の喩たとえである。桃ももや李すももは言葉など言わなくとも、その花や実に惹ひかれて人が集まり、自然と小道ができるということだ。

　そうでしょう、とばかりに直霧のほうを見ると、御簾越しに彼がうっすらと微笑ほほえんだように見えた。塔子は了解したとでも言うように、こくりとうなずく。

「主上」

　身を乗り出して呼びかける。

「私が入じゆ内だいをして子を産むまで、最低でも十と月つきはかかります。しかもそれはうまく身み籠ごもれればの話です。もしかしたら私は石うまず女めかもしれない。そうでなくとも姫にしか恵まれないかもしれません。そうなれば主上の退たい位いは目め途どがつかなくなります」

　塔子の言わんとする真意が分からないのか、明槻をはじめ三掌侍は困こん惑わくげな面持ちを浮かべている。その中で縋子だけが気き難むずかしい表情のまま、じっと話に聞き入っていた。

「なるほど……」

　やがて、苦く笑しようを漏もらしながら縋子は言った。

「東宮が人々に望まれているいまが、即位するには最適だというわけか」

「はい」

　はっきりと塔子は肯こう定ていした。

　二、三年の間に片がつけばいい。しかしこのまま駆け引きでずるずると即位を引き延ばし、あげく自分に皇おう子じが産まれなかったら印象は最悪だ。自分達の利のために世を混乱させたと非ひ難なんされかねない。それに男だん児じの誕生を待って即位を引き延ばせば、その間に五ごの宮みやも成長して、それこそいつまでも即位をしない東宮より彼をあらたに、などという話も出かねない。

　それぐらいなら人から望まれて支し持じを得ているいまのほうが、即位の時期として適てきしているのではないのか。これまでは塔子が男児を産むことを前ぜん提ていに話が進められていたが、そうならなかった場合のことを考えれば、いまの即位が最善だ。公卿達もそれほど民から支持され、かつ自分達が帝を退位させてまで即位を願い出た東宮を粗そ略りやくにはできまい。

　塔子の説明を聞きおえた縋子は、脇きよう息そくにもたれたまましばし沈ちん思ししていた。やがて彼女は身体からだを起こし、塔子を見み据すえて言う。

「だがいま東宮が即位をすれば、とうぜん五の宮を立りつ坊ぼうさせよという声が高まる。もちろん東宮を立てずにおくことはできる。しかしその声を無視しつづけておいて、そなたが男児を産んだときにその子を立坊させれば、相当の反発を招くぞ」

　最大の懸け念ねんを縋子は口にした。例外は多々あるが、皇こう位い継けい承しようは基本的には直ちよつ系けいの男子相続なので、明槻が即位をしたとき彼に皇子がいれば、建たて前まえ上じようは五の宮より優先される。しかし現状で即位をして、いつ産まれるかも分からない自分の子のために、五の宮の存在を無視して東宮不在の状況をつづければ、自己中心的というそしりは免まぬかれないだろう。

　もちろん塔子は心得ている。

「ならばひとまず、五の宮様を東宮に立てればよいのです」

　これまでの画策や苦労を、すべて水すい泡ほうに帰きすような発言に、その場にいる全員がぼう然となる。

「大丈夫です。私、母親になりましたら、人がこの御おん方かたこそ天てん子しにと願うような、桃や李のような子に育ててみせます。それこそ東宮様のような」

　熊野で範康の言葉を聞いてから、いや、ずっと前から塔子は思っていたのだ。

　誰の子供だとか、誰の孫だとかではなく、ふさわしい人が帝になるべきなのだと。

　人格も分からぬ赤子を、東宮に据すえようとすること自体が間違っている。それでも五の宮を東宮にしたいというのなら、ひとまずしてみればいい。そして二人の皇子が適てき齢れいに達したときに、その能力をふたたび検討すればよいのだ。

「女の意地にかけて、三さん条じようの女によう御ごには絶対に負けません」

　挑いどむように、塔子は言った。

　西にし廂びさしに控えていた者全員がぽかんとし、あたりはしんと静まり返った。

　彼女等の反応を無視して、塔子は簀子にいる直霧にぐっと拳こぶしを突きあげて見せた。御簾を隔てていたので彼の表情はよく分からないが、あの無表情の青年がにっこり微笑んだように見えた。

　しばし沈黙がつづき、やがて高らかな笑い声が響き渡った。

　縋子が脇息にもたれたまま、身体を折るようにして笑い転げていた。そんな縋子をぼう然と眺めていた明槻は、思い出したように塔子に目をむける。

　その視線を受けとめた塔子は、すかさず得意げに微笑む。

　───私、あなたこそ帝になるべき人だと思う。

　これまで何度か繰り返してきた言葉を、ここぞとばかりに笑顔で訴える。

　明槻は虚きよを突かれたように目をぱちくりさせる。彼は少々狼狽うろたえながら、御簾むこうの乳兄弟のほうを見た。相変わらず直霧の表情は分からなかったが、彼は静かにうなずいたようだった。

　二人の反応を確認した明槻は、しばしぼう然とする。やがて彼は引きしまった頰を少しばかり紅こう潮ちようさせた。それは照れるとも逸はやるともつかぬ、曖あい昧まいな表情だった。

　ようやく縋子は笑いを止め、明槻のほうにむき直った。

「東宮、いかがいたすか？」

「私も異い存ぞんはございません」

　そう言った明槻の声こわ音ねには、なんの迷いも感じられなかった。塔子が目を輝かせて彼を見ると、明槻は凪ないだ水みな面ものように安定した笑みを浮かべてうなずいた。

　そんな二人の様子を眺めて、縋子はせいせいしたと言わんばかりの口調で告げた。

「では、東宮。仙せん洞とう御ご所しよに行って、その旨むねをそなたの口から法ほう皇おうに伝えてまいれ。そうそう、塔子にもようやく皇こう后ごうになる腹づもりが備わったようじゃということも、伝え忘れるでないぞ」
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　翌日、縋すが子こは譲じよう位いを表明した。

　明あか槻つきの践せん祚その儀ぎ式しきは来月の師し走わすに行われることになり、その前に行われる予定だった大おお嘗なめ祭さいは、例年どおりの新にい嘗なめ祭さいに変更となった。新しん帝ていが七月以降に即そく位いをした場合、大嘗祭は翌年に行われる決まりになっている。つまり明槻のための大嘗祭は来年にしか行えない。かといって来月には退位が決まっている縋子のために今年の大嘗祭を行うわけにもいかず、新嘗祭での慣かん行こうとなったのである。

　とうぜん御ご所しよは大わらわだった。行事が目め白じろ押おしであることに加え、明槻が即位をすれば縋子は後こう院いんに移ることになるからだ。以前の縋子の住まいであった東ひがし三さん条じよう院いんは、宣せん陽よう院いんとその妻さい子しが住んでいる。彼のための後院は年明けに完成予定なので、それまで縋子にはかつて彼女が母親と一緒に住んでいた藤ふじ壺つぼ（飛ひ香ぎよう舎しや）に住んでもらう予定だが、引っ越しがこれだけ重なるとそれだけで忙いそがしいのである。

　そんな中でも塔とう子この入内は予定どおりの日取りで行われることになっていたのだが、あまりにもあわただしすぎて、当人はいっこうに実感がわかないでいた。

「なんでこうなにもかも、一緒くたになるのかしらね？」

　麗れい景けい殿でんの母おも屋やで泔ゆするの坏つきを磨みがきながら、塔子は独ひとりごちた。銀製の品は小まめに手入れをしないとすぐにくすんでしまうのだ。とはいえいくら自分の品でも、道具磨きなど内ない親しん王のうの仕事ではとうぜんない。しかしこの状況で女によう官かんに細々したことを命めいじるのも小こ姑じゆうとのようで抵てい抗こうがあるので、自分でできることはこっそりと片づけていたのだ。たぶん女官達も気づいているだろうが、自分達が忙しいこともあって黙もく認にんしているのだと思う。

「もういいかな？」

「あまり力を入れて磨くと、表面を傷いためてしまいますよ」

　艶つややかに仕上がった泔坏を目の高さまで持ちあげ、ためつすがめつ眺ながめていると、背後から聞き慣れた声がした。振り返ると、御み簾すを持ちあげて明槻が入ってきていた。

　とつぜんの来訪はいつものことだが、今回は取り次ぎを頼たのむ余よ裕ゆうもなかったらしい。見るからにあわただしい女官等らの様子に、声をかけることもはばかられたのだろう。

「紅も絹みを使っているから、大丈夫よ」

　そう言って塔子は、端は切ぎれを持ちあげて見せた。明槻は納なつ得とくしたような表情で横に腰を下ろすが、床ゆかに直じかに座ったので塔子はあわてた。

「あ、茵しとね……」

「いや、いいですから」

　腰を浮かしかけた塔子を、袖そでを引いて明槻は引き留とめた。

　急せくような物言いに、塔子は訝いぶかしげに彼を見つめる。どうやら単に〝顔を見に来た〟という理由ではなさそうだ。

「どうしたの？」

「五ごの宮みやの立りつ坊ぼうは、難なん航こうしているようですね」

「え？」

　どういうつもりで明槻がその言葉を口にしたのか、塔子は即そく座ざに理解しかねた。

　近日中に明槻が即位をするのなら、とうぜん大だい納な言ごんは五の宮を次の東とう宮ぐうに擁よう立りつすべく動いているだろう。即位と同時に東宮を立てなければいけないわけでもないが、やはり他に有力な皇み子こがいないうちに、自分の孫まごを立坊させたいと考えているはずだ。まして入じゆ内だいした塔子に皇子が産まれれば、ますます念願が果たせなくなる。

　だがそれが難航しているというのなら、原因は間違いなく例の噂うわさだ。

　明槻は憂ゆう鬱うつな面おも持もちのまま、独り言のように漏もらした。

「主上おかみと法ほう皇おうは、とうぜん五の宮を指名しませんよね」

「そりゃあね」

　塔子は同意した。元々の立場はもちろんだが、特に縋子は自分に譲位を迫せまった臣下の孫など、感情論で考えても推おせるはずがない。

　立坊も立りつ后こうも外がい戚せきの権けん勢せいが大きく影えい響きようするが、最終的な指名を行うのはあくまでも帝みかどである。つまり帝が意地を張りつづければ、臣下がいくら望んでいても自分の思う皇子と妃きさきを東宮や中ちゆう宮ぐうに立てることはできないのだ。

　もちろんそんな横おう暴ぼうをつづければ臣下の反発は免まぬかれないし、政まつりごとを行ううえでの協力を得られなくなることも覚かく悟ごしなければならない。無理やり立てた東宮や中宮には、臣下の協力が得られずに困こん難なんな道が待っている。それゆえこれまでの東宮と中宮の選出は、皇こう家かと臣下達が権力と妥だ協きようのはざまで折りあってきた。

　しかし今回は大納言が縋子の機き嫌げんを完全に損そこねてしまっているうえに、例の噂のために他の公く卿ぎよう達の協力も得られないでいるのだ。

「主上がこういう姿勢に出ることは大納言も覚悟していろいろと工作していたようですが、上じよう皇こうがまったく動いてくれないことが誤ご算さんだったようです」

　そういうことかと、塔子は肩を落とした。

　次期東宮は明槻の子供がなるべきだという、宣せん陽よう院いんの発言は以前も聞いていた。

　しかしあのときはまだ産まれる前だったので、赤あか子ごの顔を見たら気が変わるかもしれないと明槻は自じ虐ぎやく的てきに言っていたが、あんのじょう変わらなかったようだ。

「東三条院にいらっしゃる上皇様は、もしかしたら噂のことをご存じないとか？」

「そんなはずはありません。大納言が何度も訴うつたえ出ているはずですから」

「………そうよね」

　明槻の断言に塔子はため息をついた。事こと柄がらだけ考えれば、宣陽院の意向は明槻にとっては都合がよい。しかしその根幹となっている歪ゆがんだ気き遣づかいが、明槻にこのうえなく苦い水を飲ませている。

　塔子は明槻がどう思っているのかを探さぐろうと、じっと彼の顔を見つめた。

　かまうことはないはずだ。五の宮の立坊がこちらに非がない理由で阻はばめるのなら、明槻にとってこれ以上の好都合はない。三さん条じようの女によう御ごと大納言がどうなろうと、知ったことではないのに。

「───五の宮様のことが、気になっているの？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな塔子の問いに、明槻はかすかに視線をそらしたまま無言を貫つらぬく。

　彼の胸の内に渦うず巻まくさまざまな思いを想像して、塔子は切なくなる。気にならないはずがない。同じような噂でずっと苦しめられてきたのだから、いま目の前にある五の宮の理り不ふ尽じんな不幸を、この人が放っておけるはずがないのだ。

　───噂を払ふつ拭しよくする方法が、たったひとつだけある。

　だがそれをはっきりと口にしてよいものか、塔子は悩んだ。

「どうしたらいいと思う？」

　答えが分かっていることを敢あえて尋たずねると、明槻は視線を戻した。

　ようやく彼は正面から塔子を捉とらえ、自らの罪つみを告白するかのように言った。

「この噂を完全に否定するには、上皇が五の宮を東宮に推おすしかありません」

　そのとおりだ。噂の根こん拠きよが、上皇が東宮位をわが子にではなく明槻の子に譲ゆずろうとしたことなのだから、それがもっとも確実だ。

　わが子にそんなひどい噂が流されているというのに、それでも宣陽院は無言を貫いている。そこまで根深いのだ、彼の罪ざい悪あく感かんは。明槻に対する贖しよく罪ざいから、宣陽院は愛するわが子を庇かばうことすらできない。

　もしも宣陽院がそれをできるとしたら、明槻が望んだときだけだ。

　だからといって明槻に、宣陽院を説得しろなどと言えるはずがない。そんなことをしても明槻には不都合しかないし、なにより彼の胸中を考えたら言えるはずがなかった。

「どうするの？」

　ずいぶんと長い沈ちん黙もくのあと、用心深く塔子は問うた。

　明槻は緩ゆるく首を揺ゆらし、遠くを見るような眼まな差ざしを浮かべる。

「そんなことにこだわっている年ねん齢れいでもないのでしょうけど………」

「？」

「三さんの宮みやを見て、こちらも人の親になる年齢なんだと思ったのですが、いざとなるとなかなかですね」

　そこで明槻は自嘲的じちようてきに笑った。

「三の宮様？」

　塔子は首を傾かしげた。近ごろの三の宮の印象といえば『親おや馬ば鹿か』ぶりしかなかったが、あれはあれで明槻にとっては印象深い姿だったのかもしれない。先日までまだ少年のようだった青年が、無む邪じや気きすぎるほど自分の家族を愛おしいと言った姿を───。

　言葉だけ聞いたかぎりでは、なんの関連があるのか分からない言い分だ。

　しかし塔子は明槻の言いたいことが、なんとなく理解できるような気がした。

　ずっと望んで求めてきたものを、結局は得られないまま期限を迎えてしまった。

　そのことを自分より年少で親となった三の宮の姿に、明槻は突つきつけられたのかもしれない。そのとき明槻が感じたものが諦てい観かんだったのか、寂さびしさだったのか、あるいはそれ以外の感情なのかは分からない。もちろん明槻が自分を責せめてまで、五の宮を庇うべきなのかどうかも、塔子には分からなかった。

　思い悩んでいるところに、御簾のむこうから女によう官かんの声がした。

「斎さい王おうの宮みや様、御お文ふみが………」

　言いかけた女官は、東宮の姿に言葉をなくす。取り次ぎをせずに入ってきたのだから、彼女等も気づいていなかったのかもしれない。これだけで、御所がどれほどあわただしいのかが分かるというものだ。

「も、申し訳ございません。御案内も致いたしませんで」

「あ、気にしないで」

　恐きよう縮しゆくする女官をなだめつつ、塔子は御簾の下から文を受け取った。

　この季節らしい、紅葉もみじ色いろの薄うす様ようにくるまれた包つつみ文ぶみの差し出し人は苑その子こだった。いつもの時じ候こうの便りか先日の仙せん洞とう御ご所しよでの挨あい拶さつならば、この状態の明槻を前にして読む必要はないのだが、文がやけに厚いことが気になった。

「ごめんなさい、ちょっと……」

　がさがさと料りよう紙しを広げ、読み進めていた塔子はぴたりと固まった。

「え？」

　低くつぶやいたきり、驚きで頭の中が真っ白になる。塔子の変化に明槻は訝いぶかしげな顔をするが、そんなことに気づく気持ちの余裕などなかった。

（そ、そういえば……確かに）

　しばらく文を手にしたままぼう然としていた塔子だったが、辛かろうじて思考を取り戻す。

　可能性がないことではない。だがいくらなんでもできすぎではないか。考えることができるようになっても、まさかの思いが強くて現実のこととして捉えることができない。

「どうしたのです？」

　そろそろ痺しびれを切らしたのか、不ふ審しんげに明槻が問う。塔子は手にしていた文を下ろし、困こん惑わくした表情で明槻を見つめた。

「どうしたのです？」

　もう一度、同じ問いを明槻は繰り返した。

「その……」

　口を開いた瞬しゆん間かん、ぼっと火が点ついたように顔が熱くなった。傍はた目めにもあきらかな変化に明槻はますます不審げな顔をする。

「なにか困ったことが書いてあったのですか？」

「こ、困ったことじゃないけど……」

　などと言いながら、塔子の表情は心底困り果てた人間のそれだった。

　実際、困惑しきりだった。言うべきか、言わざるべきかで考えたら、まだ言うべきことではない。しかし目の前でこれだけ不審な姿を見せておいて、いまさら〝なんでもない〟などという弁べん解かいが通用するはずもない。

　本音を言えば、もう少し様子を見たいところだが致いたしかたない。

「あのね……」

　御簾むこうの女官に聞こえないように、声をひそめる。それでも心配で、明槻の耳じ孔こうに息を吹きこむように顔をよせる。

「本当にもしかしたら、もしかしたらだけどね……」




「身み籠ごもったのかもしれない」




　告げてからよせていた身を離すと、あんのじょう明槻はぼう然としていた。

　まあ、そうだろう。関係を持ってからまだ二か月も経たっていない。しかしほぼ順調だった月のものが、そういえば来ていない。だとしても、苑子と顔を会わせたときは、ひと月しか経っていなかったというのに───。

（苑子様、鋭するどすぎる……）

　おっとりした箱入りの姫君とはいえ、やはり人妻で一いち児じの母というべきか。塔子本人でさえ気づかなかった変化を察さつし、もし身に覚えがあるのなら、立ち居振る舞いには注意したほうがよいと文に記してきたのだ。

（ど、どうなんだろう？）

　戸と惑まどいながら自分の腹部に手を当ててみるが、まったく実感はない。

（そう、なのかな？）

　子供ができないことで苦労していた女によ人にんの話ばかりを聞いていたから、そんなにあっさりと身籠ることなど考えてもいなかった。もちろん、とても幸運なことではあるのだが。

　いまだ半信半疑でいるところに、腹に当てていたほうの腕をがしっとつかまれた。

　ぎょっとして顔をむけると、いつの間にか表情を取り戻した明槻が破は顔がんしていた。

「やったあ」

「………」

　まるで少年のような、あまりの率そつ直ちよくな喜びようにかえって塔子は戸惑ってしまう。

「あ、あの、まだ分からないからね」

「だとしてもかまいません。あなたが私の妃になってくれるのだと、あらためて実感できましたから」

「え？」

　なにをいまさら、という言葉が出かかったが、それより先に明槻がつづける。

「これまで私がずっと得られなかったものを、人の親になることで、私は人に与あたえることができるのだと、あらためて自信が持てました」

　しみじみと告げられた言葉に、塔子はうっすらと唇くちびるを開いたまま明槻を見あげる。彼はにぎりしめた塔子の腕を離すと、目を見つめたまま言った。

「上皇のところに行ってきます」

　とっさに言葉の意味が分からずにいたが、意味を解かいして塔子は驚く。宣陽院の元に行ってなにをするというのだ。つい先ほどまでのやりとりからして、よもや───。

「五の宮様のことを、進しん言げんするつもりなの？」

　塔子の問いに、明槻は少しの間をおいてからうなずいた。

「ええ、そうですよ」

「わ、私も行く！」

　すかさず塔子は腰を浮かしたが、明槻に軽くにらみつけられた。

「駄だ目めですよ、何い時つにもまして大切な身体なのに」

「どうだか分からないって言ったでしょ。だいたいこの時期からそんなことを制限していたら、十と月つき十とお日かの間一歩も動けなくなっちゃうわよ。苑子様の御文は、きっと高こう欄らんから飛び降りたり、簀すの子こを全力疾しつ走そうしたり、木に登ったりしないようにという意味での気をつけてということよ」

「…………」

　明槻はしばしなんとも微び妙みような表情を浮かべた。彼の思いとしては、常識的な姫君である苑子は、いくら塔子でも女人がそのようなふるまいをするとは想像すらしていないということだった。さすがに御所に来てから木には登ってはいないが、初めて出会った河か陽やで、塔子は明槻の目の前で庭の松の木に登ろうとしていたのだから。

　とはいえいくら身籠っているかもしれないといっても、柱に縛しばりつけておくわけにもいかない。

「分かりました」

　明槻の言葉にいそいそと塔子は立ちあがろうとしたが、その前にひょいと身体が浮く。

（え？）

　気がついたら、なんと横抱きにして抱かかえあげられていた。

　出しゆつ仕しを辞やめた塔子の服装は、高位の女人にだけ許される小こう袿ちぎ装しよう束ぞくだ。表に白、裏に萌もえ黄ぎを重ねた白しら菊ぎくの襲かさねは、咲さき匂におう白菊を表したものである。実はこれまでどおり袿うちぎで過ごそうとしたら、内ない親しん王のうがとんでもないと女官達に怒られてしまったのだ。

　以前同じようにして抱えあげられたとき、重じゆう量りようのある唐から衣ぎぬ裳もでなかったことを悔くやんだが、今回もその無む念ねんは果たされなかった。

「だ、大丈夫だって。歩けるから」

「暴れないでください。危ないです」

「私が一人で歩いて転ぶより、私を抱えたあなたが転ぶほうが可能性は高いと思うけど」

　わりと理論的に反論したつもりだが、明槻は聞く耳を持たなかった。廂ひさしで様子をうかがっていた女官達が、察したようにすかさず御簾をあげる。

「東三条院に行く。車の用意を」

　身の置きどころがないようになる塔子とは対象的に、実に堂々と明槻は申し付けた。恥はじらいのかけらもない態度に諦あきらめた塔子だったが、東三条院の言葉にふと思いつく。

　抱きかかえられたまま塔子は、ぐいっと身を伸ばすようにして言った。

「あの、ちょっと相談が……」
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　先立って遣つかいを出していた甲か斐いあって、宣せん陽よう院いんへの目通りは拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりだった。前回は僧そう都ずから講こう義ぎを受けていることを理由に待たされたのだが、本当のところは宣陽院が心の準備のために時間が必要だったのだろうと三さんの宮みやが言っていた。

　通された寝しん殿でんの南みなみ廂びさしで待っていると、宣陽院は御み簾すが下りた御お座まし所どころに姿を見せた。

「これは東とう宮ぐうと斎さい王おうの宮みや。二人とも健すこやかで仲なか睦むつまじそうでなによりだ」

　穏おだやかに述のべてから、彼は茵しとねに腰を下ろした。

「五ごの宮みやのための祝いの品を持参してくれたとのことだが、東宮からの祝いはすでに受け取っているはずだが？」

「いえ、今日は私ではなく斎王宮が………」

　そう言って明あか槻つきは、少し後ろに座る塔とう子こにちらりと目をむけた。一度うなずき、塔子はあらためて告つげる。

「ささやかな品ばかりではございますが、女によう御ご様と若わか宮みや様お住まいの北きたの対たいに届けさせております」

　宣陽院はすぐに返事をしなかった。間違いなく戸と惑まどっているのだろう。

　真相はうやむやなままだが、呪じゆ詛そ事件までもがからんだ塔子と三さん条じようの女によう御ごの関係は、客きやつ観かん的てきに見ても祝いの品を贈おくりあうようなものではない。ついに挙あがることのなかった実じつ行こう犯はんに、宮中には女御の自作自演を疑っている者も少なくないらしい。

　もちろん塔子だって、彼女等らへの祝いの品などはなから用意していなかった。

（苑その子こ様、三さんの宮みや様、ごめんなさい。姫様の分、横流してしまいました）

　塔子は心の中で詫わびた。五の宮のためと偽いつわった品は、実は苑子と三の宮の姫のために用意していた物で、その中から男だん児じには似つかわしくない品だけ避さけて持参したのだ。

　そこまでした理由は、三条女御に会うきっかけを作りたかったからだ。いまの関係で塔子が祝いの品など贈れば、なんの嫌いやがらせかと訝いぶかるにちがいない。あるいは彼女がそうしたように、なんらかの奸かん計けいをたくらんでいると勘かんぐるかもしれない。そうなれば三条女御は、探さぐりを入れに動くだろう。

　そのとき母おも屋やの襖ふすま障しよう子じが開き、御み簾すのむこうに女によう官かんの姿が見えた。彼女は宣陽院に近づいてゆくと、なにごとかささやく。

「女御が？」

　訝しげな宣陽院の声に〝来た〟と塔子は身構えた。あらかじめ打ちあわせをしていた明槻が素す早ばやく問う。

「三条女御がいかがいたしましたか？」

「いや……斎王宮に礼を述のべに、こちらに伺うかがいたいとのことだ」

「もったいないことです。あ、もちろん私はかまいませんが」

　望むところだとばかりに塔子が答えると、宣陽院はしばし沈ちん思しする。その反応に塔子はひるんだ。

（無ぶ礼れいだったかしら……）

　考えようによっては、上じよう皇こうの寝しん殿でんを待まち合あい場所に使うようで不ふ遜そんだったかもしれない。話が終わってから、塔子が北の対に行くほうが普通だろう。しかし来ると言ったのは女御だし、二人は夫ふう婦ふなのだから宣陽院がそんなことで目くじらをたてるとも思えなかった。

　おそらく三条女御のほうは、自分のところによるように言っても塔子が逃げると考えたのだろう。ずいぶん舐なめられたものだとも思うが、それぐらいなら自分から足を運んで真相を探ってやろうという彼女の心意気は評価できる。

　返事をしない宣陽院に、明槻が問う。

「なにか不都合でも？」

「……いや。彼女が寝こ殿こに来たいなどと珍しいと思ってね」

「え？」

「実は女御とは、近ごろ顔をあわせていなくてね」

　苦く笑しよう交じりにごまかしてはいるが、あきらかに気まずげに宣陽院は言った。

「五の宮が原因ですか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな明槻の問いに、宣陽院はぴくりと肩を震ふるわせる。

　なるほどと塔子は納得した。息子むすこにあらぬ噂うわさがかけられているというのに、なにも動いてくれない夫に妻が従したがえるわけもない。二にの宮みやと三の宮の母・篤あつ子こほどの糟そう糠こうの妻であれば宣陽院の気き性しようも熟じゆく知ちしてうまくやりおおせただろうが、普通に考えて夫婦の関係が破は綻たんするには十分すぎる理由だ。

「……ああ。おそらく、そうであろう」

「いかがなさるおつもりですか？」

　存外にはっきりと認めた宣陽院に、こちらも率そつ直ちよくに明槻は問うた。

　あんのじょう宣陽院は即そく答とうできずにいたが、かまわず明槻は畳たたみかける。

「御夫婦のことにとやかく口をはさむつもりはございません。ですが御二人の仲がそのようであれば、いまある噂によりいっそうの根こん拠きよを与えてしまいます」

　そこで明槻は一度言葉を切ると、いささか冷ややかに尋ねた。

「あるいは、噂に御心当たりがおありですか？」

　とんでもない問いに塔子は驚く。御簾があるために、宣陽院のはっきりとした反応は分からない。しかし沈黙が、彼の動どう揺ようをあきらかに証明していた。

　塔子はひどく緊きん張ちようしたまま、二人の反応をうかがう。

　やがて宣陽院が、強こわ張ばった声で答える。

「そのようなものはない。私は女御も五の宮も疑っていない」

「でしたらはっきりと仰おおせにならないと、五の宮が不ふ憫びんにございます」

　きっぱりとした明槻の言葉に、塔子は胸のつかえが取れたような気がした。

　その表現が正しいかどうかは分からないが、この言葉を言ったことで、明槻は長年抱いていた劣れつ等とう感かんをようやく乗り越えることができたのだと思った。自分と似たような状況になるかもしれない相手に対して、彼ははっきりと同情の言葉を言うことができたのだ。

　いっぽう宣陽院にとっては、よほど意外な言葉だったのだろう。彼は御簾のむこうでふたたび無言になってしまった。

　噂が払ふつ拭しよくされなければ、五の宮には明槻と同じような苦労がつきまとう。明槻の苦労の原因を作ったのは間違いなく宣陽院で、明槻が五の宮を不憫だと訴えるのは、ある意味宣陽院に対する非ひ難なんにも受け取れる。

　やがて宣陽院は、苦しげに口を開いた。

「そなたのようにか？」

　けっこうに直ちよく裁さいな言葉だったが、明槻は表情を崩くずさなかった。

　そして彼は、ひるむことなく答えた。

「私はずっとそんな思いで、今日まで参りました。同じような思いを五の宮がするのかと考えると、これまでは正直不憫というより、複雑な気持ちばかりでした」

　単純に憐あわれんでいたわけではないと、明槻は述のべた。明槻が長年抱いていた劣等感を考えれば、それはとうぜん生じる感情だろう。

　だが彼はそれを乗り越えたのだ。そのきっかけとなったものは───。

「ですが私も人の親になる立場となって、上皇のお気持ちを少しは察することができるようになったかと思います。わが子のそのような不憫な状況を見ることは、親として身を切られるように辛つらいことかと存じます。どうぞ、御み心こころに添そったご判断をなさいませ」

　落ち着いた口調で告げる明槻の横顔を、塔子は少し後ろの位置から見つめた。

　凜りんとして、とても潔いさぎよい姿だと思った。見ていると、本当に胸がどきどきしてくる。

（うわあ、恰かつ好こういいなあ………）

　状況もわきまえず、一人でにやにやしてしまう。

　本当に幸せだ。こんな素す敵てきな人と夫婦になれるだなんて。

「………その」

　御簾のむこうで、宣陽院が遠えん慮りよがちに切り出した。

「はい？」

「そなた達、ひょっとして子ができたのか？」

　塔子は仰ぎよう天てんしたが、先刻の明槻の言い分を聞けばそう取られても不思議ではない。

　しかし本当のところなど、それこそ子供が産まれなければ証明できないのだから、はっきりとした確証もないうちに騒さわぎたてられるのは勘かん弁べんしてもらいたかった。

「いえ、まだ分かりませんが」

　急いで明槻が否定してくれたので、塔子は胸を撫なでおろした。

「……そうか」

　そう言った宣陽院の声は、明らかに消しよう沈ちんしたものだった。

　塔子は首を傾げる。宣陽院が五の宮の東宮擁よう立りつに消極的なのは、明槻に対する贖しよく罪ざいの念が理由だと思っていた。だからこそ子はまだだという言葉に、そこまでがっかりするとは思ってもいなかったのだ。

　明槻も疑問に思ったのか、戸惑ったような表情を浮かべている。

「東宮」

　ふたたび宣陽院は呼びかけた。今度の声こわ音ねははっきりとして、よく通るものだった。

「はい？」

「そなたの気持ちを本当に嬉うれしく思う。だからこそそなたは、私などよりよほど帝みかどにふさわしい人間だ。それゆえ私は、そなたの子が帝になるべきだと思っているのだ」

　明槻は不意を突かれたように目を見開く。彼はそのまま言葉を発せず、うっすらと唇くちびるを開いたまま御簾の先を見つめていた。

　塔子は自分の胸に、なにか温かいものがそそがれたような気持ちになった。

　それでもきちんと見ていたのだ、この人は。父親としては愛せなくても、その人ひと柄がらや人間性を、東宮としてふさわしい存在だとずっと思っていたのだ。

　もちろん素直に喜べるわけでもないが、どこかで救われたような気持ちになった。

　いっぽう明槻はいくぶん落ち着きを取り戻したようで、一度唇を閉ざしてからすっと顔を伏ふせた。それは自分のうちにあるなんらかの感情を整理しているように見えたが、下をむいていたので表情はよく分からなかった。

　やがて明槻は顔をあげ、遠慮がちに言った。

「ですが、このままでは噂が………」

「そんなこと、育ってみなきゃ分かりませんよ」

　勢いよく塔子は声をあげた。場所も相手もわきまえない大声に、明槻はぎょっとした顔をする。宣陽院の反応は分からないが、たぶん笑ってはいないだろう。というより内ない親しん王のうとしてあるまじきふるまいに、自分の目と耳を疑っているかもしれない。他の者なら慣れてもいるが、なにしろ宣陽院は塔子の奇き行こうに対して免めん疫えきがない。

「どうぞ遠慮なさらず、上皇様は五の宮様の立りつ坊ぼうに動いてくださいませ。そうしたら誰だれも出生を疑うようなことは言わなくなります。だいたい上皇様お一人が推おされたところで、主上おかみと法ほう皇おう様は絶対に反対しますし、そう簡単に立坊とはなりませんからご心配なく！」

　もはや言葉をなくしてしまった宣陽院を、ためらうことなく塔子はどやしつづける。

「だいたい子供なんて、育て方ひとつでどう育つか分かりませんもの。あるいは五の宮様が、大変な人じん徳とく者しやにお育ちになるかもしれないじゃないですか。あ、もちろん私と東宮様の御お子こが、そのようにお育ちになる可能性がそれ以上にありますけどね。だって私は三条女御様に負けるつもりは、毛もう頭とうございませんから」

　調子に乗ってまくしたてていたところに、かたりと物音がした。

（え？）

　われに返って音がした東側を見る。次の瞬間、血の気が引いた。

　廂ひさしの突き当たりにある妻つま戸どの前に、扇おうぎをかざした三条女御が立っていたのだ。顔は見えなかったが、以前に見た姿形に加えて小こ袿うちぎを着ているところから、女御だと確信できた。

（な、なんでこんなところにいるのよ！）

　どこから聞かれたのか？　いずれにしろ直前の〝三条女御に負けない〟という発言は、間違いなく聞かれているだろう。しかも塔子は〝もちろん〟とまで強調した。それによくよく考えてみれば、彼女は五の宮の噂の出所を塔子だと疑っているかもしれない。

（そ、そういえばこっちに来るって………）

　しかし宣陽院は、まだ女御の来訪を了りよう解かいしていなかった。その状態で来るなど、普通想像できない。などと猛もう烈れつに焦あせりながらも、やけに冷静に塔子は分ぶん析せきする。

（ていうことは、押しかけてきたってこと？）

　信じがたい思いで、女御が顔の前にかざしている金きん箔ぱくを施ほどこした檜ひ扇おうぎを眺める。上皇の寝殿に意向も確認しないうちから押しかけるなど、塔子だってやらない。いや……背に腹は代えられない事態であれば、あるいはやらかすかもしれない。まして彼等らは一応夫婦なのだから、これぐらいならありうることかもしれないではないか。彼等の住まいにいて、そんな可能性に気づかないだなんて。

（うう、不覚だった………）

　おのれの迂う闊かつさを悔やんでいると、女御は扇をかざしたまま中央に歩みより、塔子から一いつ間けんほどの距離で立ち止まった。

「上皇様、お返事を待たずにお訪ねして申し訳ございません」

　しおらしく頭を下げたあと、彼女は扇を少しずらして塔子のほうを見た。瞼まぶたの厚い艶つやっぽい目から、挑ちよう発はつ的てきな視線が放たれる。悪びれた様子などかけらもない。その瞬間、塔子の胸の奥にぼっと火が点ついた。

　考えてみればこちらは彼女のせいで、危あやうく都みやこを追放されかけたのだ。

　あの程度の発言で、こちらが居たたまれなくなる必要などない。

（それどころか、こちらが土ど下げ座ざしてほしいぐらいだわよ！）

　袖そでの内でぐっと指を握りしめて自分を煽あおりたてると、塔子は女御を見み据すえた。

　どう感じたのか、女御は扇をぱたりと下ろして塔子の視線を受けとめた。瓜うり実ざね顔がおの白い面おも輪わがあきらかになる。言うまでもなく明槻からも丸見えなわけで、彼女の身分と育ちであれば絶対にやるはずもない、暴ぼう挙きよにも等しい行動だった。

　しかし二人の女によ人にんはもはや男達の視線など目もくれず、お互いが相手だけを見み据すえてばちばちと火花を散らしあう。

　女官が急いで前に茵しとねを置き、腰を下ろした女御は扇を揺らしながら言った。

「とつぜん押しかけまして申し訳ございません。斎王宮様と行きちがいになっては、お礼を申しあげられないと危ぶんだものですから」

「そのような。一言申しあげてくだされば、こちらからお伺うかがい致しましたのに」

「いえいえ、お礼を申しあげるのにわざわざご足そく労ろういただくなど。それに斎王宮様は熊くま野のの野の猿ざるのように逃げ……いいえ、お御み足あしが速いと人々からお聞きしていたものですから」

　どこかで聞いたことのある嫌いや味みに、塔子は即座に応戦する。

「まあ、お気き遣づかいいただきまして申し訳ございません。とかくこの世には無数の邪じや気きがはびこっておりますゆえ、身の周りに目をくばって、すぐに逃のがれられるようにしておきませんと、いつ取とり憑つかれるか分かりませぬものね。ときに女御様、呪詛の実行犯がまだ捕つかまっていないとか」

「ええ、本当に逃にげ足あしの速い。まるで熊野あたりの野猿のようで───」

「それは心配でございますね。そういうときは、あんがい身近な場所に犯人がいるかもしれませんから、もう一度御身の周りをお調べになられるようお勧すすめ致しますわ」

　嫌味には嫌味で、当てこすりには当てこすりできっちりと返す。

　むっとした表情になる女御に、さらに塔子は畳たたみかける。

「ですが呪詛にも負けることなく健やかな女御様のお姿を拝しまして、私も分かりましたの。このような伏ふく魔ま殿でんに生きてまいりますには、女御様のような悪……いえ、文もん殊じゆの知ち恵えが必要なのですね」

「まあ、博はく識しきの誉ほまれ高い斎王宮様がなにをおっしゃいますか。白はく氏し文もん集じゆうから東ひがしの市いちの味み噌その値あたいまでご存じであらせられる内親王様は、神じん武む天てん皇のうの御み世よから数えても斎王宮様だけだと世間ではもっぱらの評判でございますわよ」

「お褒ほめにあずかって光栄でございます。些さ細さいなことではございますが、東市で味噌は扱あつかっていないそうですよ。ご存じなかったのですか？」

　見けん識しきぶった言いぐさに、女御もすぐにやり返す。

「さすが斎王宮様。下しも々じもの生活によくご精せい通つうなされていらっしゃること」

　ちくちくと針で突きあうようだったやりとりが、あっという間に殴なぐりあいに近い気配になってきた。こうなると明槻はもちろん、御簾むこうの宣陽院ももはや口をはさめない。

　嘲ちよう笑しようめいた表情を浮かべる女御に、塔子はここぞとばかりにやり返す。
















「とうぜんですわ。私、自分に子が産まれましたら、東市も西にしの市いちのこともよく教えようと思っておりますもの。東宮様のように民たみを思いやり、人の意見に耳を傾かたむける人間になってほしいですから。女御様、あなたはいかがですか？　五の宮様を、どのような御子にお育てしたいとお考えでしょうか？」

　よほど思いがけない質問だったのか、三条女御はぽかんとした。

　ここが正しよう念ねん場ばだとばかり、塔子は堂々と告げた。

「人に思いやりのない人間が天てん子しになることは、世にとって不幸なことです。もしも五の宮様がそのような御子にお育ちでしたら、私は絶対に負けませんから」

　それは塔子にとって、まさしく宣せん戦せん布ふ告こくであった。

　以前、塔子は京きよう極ごく院いんに「自分の子を政せい争そうに巻きこみたいと思うはずがない」と言ったことがあった。いまでもその気持ちはあるが、反面その子が人の上に立つのにふさわしい人じん品ぴんの持ち主であれば、天子として立つことは義務だと思うようになっていた。

　ひるむことのない塔子の態度に、三条女御は不快げに眉まゆをよせる。そしてその表情を隠かくすことなく、真正面からにらみつけてきた。やがて彼女は、鼻で笑うかのごとく口くちの端はをあげた。

「望むところですわ」

　きっぱりと女御は答えた。

「私は后きさきがねの娘として、ずっと育てられてきました。世が望むものがどのような御子なのかは十分承知しているつもりです。にわか育ちには負けませんわ」

　にわか育ちという疑いようのない当てこすりに、塔子はかちんとする。しかしすぐに理性を取り戻してやり返す。

「よかった。それだけ自じ負ふをお持ちでしたら、今後は奸かん計けいなど使わず正々堂々とやりあえますわね」

　もはや当てこすりですらない、塔子の強きよう烈れつな一言に三条女御は顔を引きつらせた。

　この高貴な女人達のえげつないやりとりを、最初は不安げに聞いていた明槻はすでに途と方ほうに暮れた表情で屋根裏を見あげている。もはや止める気力もなくしたようだが、このままでは取っ組みあいの喧けん嘩かがはじまってしまうかもと、一応危き惧ぐしたようだ。

「斎王宮、そのあたりで……」

　遠慮がちに袖を引く明槻に、塔子は邪じや魔まをするなと言わんばかりの表情で振り返った。

　女同士の争いに、男が口をはさむんじゃない！　そういうことだ。

　剣けん幕まくに明槻がひるみかけたときだった。

「おとうちゃま、おかあちゃまあ～～」

　この修しゆ羅ら場ばにあまりにも似つかわしくない、邪気のない可か愛わいらしい声が響ひびいた。

　妻戸から入ってきたのは、女おんな一いちの宮みやだった。しかも彼女と一緒に妻戸をくぐってきたのは、乳う母ばではなく異い母ぼ兄けいの二にの宮みやである。

（は？　な、なに？　その組みあわせは？）

　おたがいに嚙かみつきあう寸前だった塔子も三条女御も、毒どつ気けを抜かれたように廂をやってくる異い母ぼ兄妹きようだいを見つめた。明槻は地じ獄ごくで仏ほとけを見たような表情をしている。

「ひ、姫宮。どうなされたのです？」

　母親である三条女御が、気を取り直して尋ねる。さすがに先ほどまでの剣けん吞のんな雰ふん囲い気きは押しやられ、母の顔に戻っていた。

「あのね、さがののあにうえさまが西にしの対たいにいらしていたので、お琴ことをおしえてもらっていたのです。あにうえさまがいらしているから行きたいっていったら、乳う母ばがすぐにつれていってくれたのです」

　何ど処こまでも無邪気に女一の宮は言うが、塔子は思いっきり鼻はな白じろんだ。さがののあにうえとは嵯さ峨が野のに住む二の宮のことだが、女一の宮の乳母は二の宮にすっかり骨ほね抜ぬきにされていたのだ。

「それで宮のお琴がとてもじょうずになったので、みなさまにお聞かせしてあげなさいとさがののあにうえさまがおっしゃったのです」

「御両親に加え、女一の宮の琴の目標でもある東宮がおいでならちょうどよいだろうと思いましてお勧めしたのですよ」

　すました表情で言う二の宮に、恐れ入ったと塔子は感かん服ぷくした。

　おそらく彼は寝殿に集まっている面メン子ツを聞いて、容よう易いならない状態を察したのだろう。そして父親を案じて、愛らしい異い母ぼ妹まいを利用したというところにちがいない。

　本当にこの人は、場を和なごませることにかけては天才的だ。

（まあそれだからこそ、さんざん不ふ義ぎ密みつ通つうを繰り返しておきながら五体満足でいるのでしょうけど）

　消化不良のような気持ちになりながらも、あのままでいればどこまでやりあうかが想像できなかったので、やはりよかったのかもしれないとも思い直した。

「それはけっこうなことだ」

　ほっと胸を撫でおろしたように宣陽院が言った。宮きゆう中ちゆうの常識しか知らぬ彼からすれば、いろいろと衝しよう撃げき的てきな光景であったのだろう。実じつ妹まいの縋すが子こはどうなのだという疑問は残るが、二の宮の機き転てんでひとまずこの場は収まりそうだった。

「ああ、それは楽しみだ。姫宮が一生懸命稽古をしているという話は私も聞いているよ」

　こちらも心底安心したように明槻が言う。女一の宮は得意げに顔を輝かがやかせる。そのとき例の乳母が、倭やまと琴ごとを抱えて入ってきた。するとここぞとばかりに二の宮が言う。

「じゃあ、姫宮。皆様にお聞かせしておあげなさい」

「はあい」

　女一の宮は、乳母が置いた琴の前に座って演奏をはじめた。

　その音は確かに子供のもので拙つたなくはあったが、六歳にしてはかなりの腕前だった。以前西の対で聞いたときに比べても格かく段だんに上達している。

「ほう、姫宮はずいぶんと上達したね」

　演奏が終わると、感心したように宣陽院が言う。

「本当だ。そのお歳としでそれだけ弾ひくことができれば、立派なものだよ」

　つづけて言ったのは明槻だった。彼は女一の宮の以前の演奏を知らないが、単純にいまの演奏を聴きいての感想だろう。倭琴の名手である明槻からの褒ほめ言葉に、女一の宮はふっくらした頰ほおを上気させる。

「ありがとうございます。お礼に宮がもう少し大きくなりましたら、東宮のあにうえさまのために、斎さい院いんになってさしあげますね」

　明槻は不意を突かれたように目を円まるくし、やがて口くち許もとをほころばせて言った。

「ありがとう。では、もう少し大きくなったらあらためてお願いするよ」

　無邪気な娘のふるまいに、三条女御は気まずげに視線をそらす。同じような気まずさではあったが、それでも塔子は彼女の娘である女一の宮を、前と変わらず〝可愛い〟と感じていることにひとまずほっとしていた。
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　次期東とう宮ぐうには五ごの宮みやをという宣せん陽よう院いんの意向は、瞬またたく間まに人々の知るところとなった。

　とはいえ塔とう子こが言ったとおり、縋すが子こと京きよう極ごく院いんがあくまでも原則にのっとり、嗣し子しは明あか槻つきの子供にという従じゆう来らいの姿勢を崩さなかったので、事態は平行線のままだった。

　それでも五の宮の出生の疑いを晴らすことができただけで幸いだった。

「今日、大だい納な言ごんが東宮様に礼を言っていたそうですよ」

　針を動かしながら万ま結ゆが切り出したのは、明日に入じゆ内だいを控ひかえた小こ春はる日び和よりの日だった。その万結は縋子の譲じよう位いに先だって、先日塔子の女によう官かんに叙じよされたばかりである。塔子の重かさね袿うちぎの一枚にほころびを見つけた彼女は、問答無用で引ひっ剝ぺがして繕つくろいはじめたのだ。

「大納言が東宮様に？」

「はい。このままでは五の宮様が不ふ憫びんだからと、上じよう皇こう様を説得してくださったのが東宮様だと三さん条じようの女によう御ごから聞いたそうです」

「……そうなんだ」

　正直意外すぎた。東ひがし三さん条じよう院いんで対面したときの三条女御には、感謝しているようなそぶりは少しもなかったのに。もっとも噂うわさの出で所どころが塔子だと思っているのなら、そんなことを思うはずもない。

（それとも、明槻が五の宮に本当に同情していることだけは伝わったのかしら？）

　あのときとつぜん現れた女御が、陰で明槻と宣陽院のやりとりを聞いていたのか、あるいは宣陽院から真相を聞かされたのかは分からない。いずれにしろ女御は、事実を父親に告げた。そこに彼女のどんな思いがあったのか、塔子には想像するしかできない。

　塔子が考えている前で、万結はぱちんと鋏はさみの音をたてて糸を切った。そして袿を返すさいに、あらためてつづけた。

「娘の名めい誉よを回復してくれたと、大納言は涙ながらに東宮様に感謝していたそうですよ」

「え？」

　訝いぶかしげな顔をする塔子に、察さつしたように万結はつづける。

「なんでも大納言は、自分の結婚で庶しよ出しゆつの立場に落としてしまった女御に対して、父親としてなんとか報むくいてあげたいとずっと願っていたそうなのです。そのためにも是ぜが非ひでも中ちゆう宮ぐうの地位にと……、ですが上皇様の御ご譲じよう位いでそれが無理となったために、代わりに皇こう太たい后ごうとして院いん号ごうを受けさせてあげたいと。だというのに院号どころかこんな噂をたてられてしまって、本当に心を痛めていたそうです」

　気のせいか若じやつ干かん気まずげに万結は告げた。正直塔子は驚いていた。てっきりこれまでの慣かん例れいどおり、天てん皇のうの外がい祖そ父ふになることだけが大納言の目的だと思っていた。よもやそんな親心も理由としてあったとは………。

「東宮様が五の宮様を庇かばってさしあげたことで、結果的に女御の疑ぎ惑わくが晴れることになりましたでしょう。それで大納言はとても感謝して、東宮様のご即位のおりには全力でお支えすると言っておりました」

「はあ？」

　予想外の方向に動いた事態を、塔子はとっさに信じることができなかった。

「それで、東宮様はなんと？」

「苦笑いをしながら、少々そなたを誤解していたようだと仰おおせになられました」

「………まあ、それしか言いようがないわよね」

　それこそ塔子も苦笑いをするしかなかった。

　だが悪くはない。おそらく数年して、五の宮と明槻の子が東宮の地位を争うようになればまた状況は変わってくるだろうが、それでもこれまでのように、血けつ縁えん関係だけを理由に最初から敵対しているよりずいぶんといい。

　ひとまず安あん堵どする塔子に、遠慮がちに万結が告げる。

「それで斎さい王おうの宮みや様。実は私、とんでもないことに気づいたのですが……」

　よほど敬けい遠えんすべき事態なのか、万結の眉み間けんには皺しわがよっている。

「なに？」

「仮に五の宮様が立坊されましたら、御ご所しよにお住まいになられますよね」

「そうね」

　現在は一いち親しん王のうだから両親の住む東三条院にいるが、仮に立坊ということにでもなればとうぜん御所内に住むことになる。伝統的に東とう宮ぐう御ご所しよは梨なし壺つぼになることが多い。

「となりますと幼少の宮様には、とうぜん御ご生せい母ぼであらせられる三条女御様が……」

　万結が言い終わらないうちに、塔子の腰が抜けた。

　確かに宣陽院はすでに上皇だから、妃きさきが退ひこうと思えばできないこともない。よほど寵ちよう愛あいが深い妃ならともかく、どちらかというと夫婦仲はぎこちなくなっている。あの宣陽院であれば、三条女御が五の宮と邸やしきを出ることをむしろ喜んで許可するだろう。

「……すっごい、生き馬の目を抜くような後こう宮きゆうになりそうね」

　思わず塔子が漏もらしたときだ。

「大丈夫ですよ、斎王宮様なら馬よりも速く走れそうですから」

　御み簾すのむこうから聞こえた声に、ぎょっとして顔をむける。実は針仕事をする万結に付きあって、母おも屋やではなく日当たりのよい南みなみ廂びさしにいたのだ。しかも小春日和であったため、一いち面めん格こう子しを引きあげて、御簾だけを下ろしていた。

　その御簾の先に、束そく帯たいを着た人物が一人立っていた。

「左さ近こん衛えの大だい将しよう様」

　名を呼んだのは万結だった。塔子はといえば、天てん敵てきの出現にすでに臨りん戦せん態たい勢せいで、例のごとく拳こぶしをつくり、茵しとねから腰を浮かしかけている。

「ご機き嫌げんよう、斎王宮様。兄と三条女御をうまく手なずけたようですね」

「はあ？　大納言はともかく、女御がそんな生なま易やさしい相手であるはずがないでしょ！　例の噂だって、私が流したんじゃないかって疑っているに決まっているわよ。どうせ、あなたがやったんでしょ！」

　嚙かみつかんばかりに塔子が返すと、御簾のむこうで左近衛大将は大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせる。

「ああ、よかった。これで女御と和わ解かいを成なしたなどと考えておられるようでしたら、完全に見込みちがいだったと嘆なげくところでした。やはりあなたは私が見込んだだけの女によ人にんだ」

「誰が見込んでくれなんて頼んだのよ！　少なくともあんな下げ衆すなやり方、私は絶対に認めないんだから！」

　もはや茵から立ちあがり、端はし近ちかまで行って塔子はがなりたてる。万結も完全に心得ており、止めるよりも簀すの子こに出て、人が近づかないようにあたりを見張りはじめた。

　それをよいことに塔子と左近衛大将は、御簾一枚を隔へだてて心おきなくやりあう。

「よい方法だと思ったのですが、お気に召めしませんでしたか？」

「召すわけがないでしょ！」

　悪びれた様子もなく噂の発ほつ端たんが自分であることを認めた左近衛大将を、塔子は怒ど鳴なりつけた。

「いまさらだけど、本当にあなたって最低ね。二にの宮みや様が〝人としては悪くないけど、男として最低〟だったら、あなたは〝男としては悪くないけど、人として最低〟よね」

　以前に万結が、二の宮を評ひようした言葉を引用して塔子は左近衛大将を評した。実は左近衛大将は恋愛にかんしては浮いた噂がない。もちろん誠実などという言葉からは程遠く、単に女人と話していても面おも白しろくないからというだけの理由なのだが。

　二の宮の名が出たときだけ、さすがに左近衛大将は反はん撃げきの言葉をつまらせた。実は左近衛大将は、北きたの方かたを二の宮に籠ろう絡らくされた過去があるのだった。

　しかしそれはほんの一いつ瞬しゆんのことで、すぐに彼は気を取り直した。

「まあ、結果としてよかったではありませんか。女御はひとまず引き、東宮様は兄に貸しを作りましたから。これで東宮位争いも、あなたの産む御子が一歩有利になりましたよ」

「よくないわよ！」

　間かん髪はつを容いれずに塔子は否定したが、なにを言っても無む駄だなような気がした。この男に人としての仁じん義ぎや道どう徳とくを諭さとすことは、馬の耳に念ねん仏ぶつ、犬に論ろん語ご、兎うさぎに祭さい文もん、牛に経きよう文もんでしかないのだと、いまさらながら思う。

　左近衛大将が、自分が流した噂に対する明槻の行動を予測していたのかどうかは分からない。出生に対する明槻の強きよう烈れつな劣れつ等とう感かんを、この男がすべて理解していたとも思えない。

　だがたとえ明槻がどう動こうと、この噂がこちらに不利に働くことはなかったのだ。あるいはそのあたりまで、織おりこみ済みだったということだろうか。

（………おかげで助かったのかもしれないけど）

　悔くやしいが、それだけは事実だ。納得できない思いを胸に抱かかえていると、左近衛大将はひとつ足を進め、御簾に触ふれんばかりの位置に立った。

「？」

「あらためて言います、斎王宮。将来あなたが男だん児じを産んだときには、私の娘を女御として迎えていただきたい」

　かねてより冗じよう談だん交じりに口にしていた言葉を、やけに真しん剣けんに左近衛大将は告げた。

　その真面目さに塔子は一瞬ひるみかけたが、すぐに元の調子を取り戻して返す。

「あなたの娘だったら、私、嫁いびりをするかもしれないわよ」

「あなたはそんな人じゃありませんよ。でなきゃ三条女御の噂を、五の宮様のために打ち消そうとなさるはずがない」

　塔子ははっとして御簾のむこうの青年を見た。鼻持ちならない、いつも人を馬ば鹿かにしたような表情が、少しだけ和なごんだように見えた。

「あなたは私を信用していないでしょうけれど、私はあなたを信用していますよ。どんな難題も、知恵と根こん性じようで立ち向かっていける女人だと」

　塔子は息をつめて、御簾の先に立つ左近衛大将を見つめた。
















　道どう義ぎ的てきにも人間的にもまったく共感できない人間だ。この男には何度煮にえ湯ゆを飲まされたか分からない。

　しかしその一方で、助かったことも多々あるのだ。

　塔子が熊くま野のから帰き京きようできるように、公く卿ぎよう達を誘ゆう導どうしてくれたのはこの男だったというではないか。三条女御は、次にどんな手段に打って出るか分からない。

　塔子は無意識のうちに、自分の腹に手を当てていた。さしたる膨ふくらみもない腹をそっと押さえたあと、ゆっくりと上下にさすってからひとつ息をついて言い聞かせる。

　───しかたがない。背に腹は代えられないのだから。

　腹立たしいが、この男とは長い付きあいになりそうだ。

「東宮様と、相談しておくわ」
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　明日は入じゆ内だいなのだから早く寝るように、と言う女によう官かん達の隙すきを見て塔とう子こは簀すの子こに出た。

　霜しも月つきの夜や気きはぴりっと頰ほおに冷たく、軒のき先さきからは濃こい瑠る璃り色の星空がのぞく。

　そのまま足を進め、塔子は渡わた殿どのまで出た。遮さえぎるものが少ない夜空は、金きん粉ぷんをまき散らしたような星々がいっそう鮮あざやかに輝いて見える。きれいに並んだ三つ星の先に、赤く輝く星が浮かんでいた。その北東にきらきらと輝く星々は昴すばるである。

「きれいだなあ」

　ため息交じりにつぶやき、塔子はしばし星を眺めていた。

　やがてぽつりと他ひ人と事ごとのように漏もらす。

「だって入内って言っても、別にこれまでと変わらないわけだし………」

　やはり実感はなかった。実家から嫁とつぐのならともかく、殿でん舎しやも明槻の践せん祚そまでは麗れい景けい殿でんをそのまま使う予定である。儀ぎ式しきを経へて女によう御ごの宣せん旨じを受ける過程はあるが、どうにも緊張感がわかない。まして身も蓋ふたもないことを言えばすでに身み籠ごもっているので、結婚と言われてもいまさら感が否いなめない。

　まだ公おおやけにはしていないが、先日の典てん薬やく寮りようの博士の診しん断だんによれば、十じつ中ちゆう九はつ八く懐かい妊にんで間違いないということだった。しかしいまのところ、これといった体調の変化も悪阻つわりのようなものもないので、こちらもなかなか実感がないままでいる。

　塔子は懐ふところから幣ぬさ袋ぶくろを引き出し、目の先でゆらゆらと揺らす。

「叔お父じ様。私、明日女御になるんだって」

　一いつ般ぱんの結婚とちがい、入内は結婚の披ひ露ろう『露ろ顕けん』の宴うたげなどは行わない。不満とまで言うと大おお袈げ裟さかもしれないが、父方の縁えん者じやばかりに送り出されることの違い和わ感かんは否めない。共に暮らしてきた母方の縁えん者じやや熊くま野のの知りあいは、入内の儀ぎを見ることもないのかと思うと寂さびしくもある。

「まあ、いいか」

　自分に言い聞かせるようにつぶやき、塔子はもう一度幣袋を揺らす。

「叔父様、見守っていてね────私、大好きな人と結婚するから」

　言い終わると同時に、かたりと物音がした。ぎょっとして振り返ると、少し先に明あか槻つきが立っていた。言うまでもなくこの殿舎は、東とう宮ぐう御ご所しよの梨なし壺つぼとつながっている。

　遠くの篝かがり火びと、殿舎のほうからの明かりだけでは彼の表情は分からなかった。

「どうし───」

　問いかけて、塔子は先刻自分が口走った言葉を思い出して、はっとする。

　大好きな人と結婚するから───噓うそではないが、当人に聞かれて平然とできる言葉ではない。認にん識しきしたとたん、頰ほおがかーっと熱くなる。

　もちろんこの暗さだから、明槻に気づいた様子はない。

「いや、ちょっと眠れなくて………」

「そ、そうなの？　私は眠くなったから、じ、じゃあ、おやすみなさい」

　言うなりぱっと踵きびすを返して立ち去ろうとしたが、それより先に腕が伸びて、背中から抱かかえこまれる。

「危ないですよ、走ったりしたら」

「あ……う、うん」

「気をつけてください。特にいまは大変なときなのだから」

　軽くしかるように明槻は言うが、いくら身み籠ごもっていても、これぐらいのことで注意されていたらそれこそ一歩も動けなくなってしまう。あまりに動かないでいると、かえってお産が大変になることがあるとも聞いている。熊野で周りに住んでいた女によ人にん達は、特別危ない人以外はそれなりに働いていた。等々反論の言葉は持っているのだが、自分とお腹なかの子を心配してくれる言葉を否定することなどできなかった。

　塔子は彼の胸に背を預けたまま、神しん妙みような声で言う。

「ごめんなさい、気をつけるから」

　素直な謝しや罪ざいに、明槻はそっと腕を離して正面に回りこんだ。とっさに幣袋をしまいこんでいたのは幸いだった。

「約束ですよ」

「う、うん」

　念押しするように言われてぎこちなく答えると、明槻は身を屈かがめて、ぐいっと顔を近づけてきた。

「自分の人生をこんなに幸せだと感じたのは、生まれて初めてですよ」

　塔子はぽかんとして、目の前の明槻を見た。しかし暗くら闇やみにまだ目が慣れていなくて、彼がどんな表情をしているのかが分からない。

　それでも、言葉にはない明槻の気持ちが伝わってきた。

　同時に塔子の胸にも、いままで実感がなかった結婚への思いがこみあげてきた。

　大好きな、たった一人の人。自分の心のある部分を満たしてくれる唯ただ一人。その人と夫婦になれる。それは彼が言うとおり、本当に幸せなことなのだと認識した。

「───私は、なんだかとてもわくわくするの」

　胸ではなくお腹を押さえつつ言うと、不思議と全身に力がみなぎってくる。

　明槻も明るい口調で答えた。

「それは、よかったです」

「うん、任せてね。私、入内したら鬼き子し母も神じんみたいにいっぱい子供を産むから！」

「…………」

　それまで微笑んでいた明槻の表情が、急に奇き妙みようなものになった。

　鬼子母神とは仏ぶつ教きようの世界での安産と子供の守り神で、五百人の子供がいるともいわれている。もちろん懐かい妊にん中ちゆうの女性が崇あがめる存在としては正しいのだが、生き物の能力としてまず真ま似ねすることは不可能で、しかも語ご感かんが微び妙みように禍まが々まがしい。

　まあ、久しぶりに塔子の口から出た珍ちん妙みような喩たとえだった。

「………その、身体からだが持ちませんよ」

　律りち儀ぎに明槻は突っこんだが、興奮している塔子の耳には入っていなかった。

　彼女は空に虹にじを見つけた子供のように、顔を輝かせて言った。

「明日、本当に楽しみにしているから」

　はきはきした声こわ音ねに、明槻は一瞬気け圧おされたようになる。

　だがすぐに微笑ほほえみを浮かべ、塔子の肩に手を置いて、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　自然と塔子も目を閉じ、そっと唇が触れる。夜気にさらされていた唇はひんやりとしていて、火ほ照てった顔には心地ここちよかった。

　明日が楽しみで、今晩は眠れないかもしれない。

　明日が来るのが楽しみだと思えることは、生きているうえで本当に幸せなことだと唇を重ねたまま思う。

　やがて唇が離れると、明槻はちょっと名残なごり惜おしそうに肩から手を離した。同じように名残惜しく思いながら、塔子は満面の笑みを浮かべて告つげる。

「おやすみなさい。じゃあ、明日ね」






















　翌日、入内の儀式を経て、斎さい王おうの宮みやこと塔子内ない親しん王のうに女御宣旨が下った。
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　践せん祚その儀ぎ式しきから数か月を経へて、明あか槻つきの即そく位い式は霜しも月つきに、大おお嘗なめ祭さいに先さきんじて執とり行おこなわれることとなった。

　即位の礼と大嘗祭。

　皇こう位い継けい承しようのために重要なこのふたつの儀式を、あわせて御ご大たい礼れいと呼ぶ。

　式に先立って『奉ほう幣へいの使つかい』が伊い勢せ神じん宮ぐうに発はつ遣けんされる。儀式を行う大だい極ごく殿でんのきらきらしい装そう飾しよくや、御ご座ざである高たか御み座くらは幾日も前から入にゆう念ねんに準備されていた。

　当日は帝みかどだけではなく、儀式の参加者は男女共礼らい服ふくを着用する決まりになっていた。しかしこの儀式は、限られた担当の官かん吏りだけが参加をすることになっていて、その他の者は身分が高い者でも幔まん幕まくの陰かげから見学をする形になっている。そのときの彼等らの装よそおいは通常の参さん内だい時に着用する朝服でかまわない。

　当日の朝、塔とう子こは菊きくの文もん様ようを織り出した淡うす蘇す芳おうの小こ袿うちぎ姿すがたでいた。

「うわ～～。万ま結ゆさん、素敵」

　儀式に参加するために装った万結の姿に、塔子は興奮の声をあげた。

　髻たぶさを結った古風な髪に、大袖に裙も、紕そえ帯おびという唐とう風ふうの装いが女じよ子しの礼服である。

　その着付けを女によう官かんの曹ぞう司し町まちではなく、縋すが子こが退しりぞいたあとに塔子が賜たまわった飛ひ香ぎよう舎しやで行ったのだ。もちろん古風な衣い装しようを着付けから見たいという、塔子の強い要望があったからである。ちなみに他の女官達は、曹司町で着替えている。

「はじめて着ましたが、動きやすくてよいですよ」

「へえ、それなら万結さんにはぴったりね」

「いえ、いえ、女によう御ご様こそ。でも、これならどこでも走り回れますよ」

　礼服が唐から衣ぎぬ裳もを上回る最上級の正装であることを、まったく無視したやりとりを二人がかわしていると、着付けを手伝っていた別の女官があんぐりとした表情になった。

「どうしたの？」

　女官の視線を目で追った塔子の後ろで、万結が驚きの声をあげる。

「一いちの宮みや様！」

　塔子が目を見張ったときには、白い袷あわせを着せられた赤あか子ごが、はいはいをしてすぐそばまで近づいてきていた。

「宮!?」

　驚きの声をあげつつ塔子が抱きあげると、一の宮はきゃきゃと笑い声をあげた。

　水み無な月づきに塔子が産んだ一の宮は、生後十日で親しん王のう宣せん下げを受けた。内ない親しん王のうを母に持つ、大変に高貴な生まれの親王だと世間的には言われているのだが………。

　塔子はわが子の顔をのぞきこむ。

「え～～、母おも屋やからここまではいはいしてきたの？」

　一いつ刻こく前、母屋の奥おくに茵しとねを敷しいて寝ねかせていたのだ。普ふ段だんなら乳う母ばがついているが、本日は即位式の準備で女官が足らず、よく寝ているから大丈夫だろうと塔子が手伝いに行かせたのだ。自分が南みなみ廂びさしにいるから、泣きだしたらすぐに気づくと思っていたのだが。

「きっと母上様の声を追いかけていらしたのですわ」

　微笑ほほえましいように女官は言うが、もしかしたら自分の叫び声で起こしてしまったのかもしれないと塔子は少し反省した。

「でも、泣きだす前に一人ではいはいして捜しに来るなんて………」

「本当に母上様にご気き性しようが似ていらっしゃって」

「………」

　女官の言い分は否定しないが、母親だけのせいにされるのも一方的な気がする。本当は父親だって相当身軽な人なのだが、うまい具合にごまかしているだけだ。

　少し考えたあと、塔子はひょいと立ちあがった。

「ちょっと行ってくるわね」

「どちらに？」

　相変わらず身分もわきまえずうろつき回ろうとする主人を、もはや止めようともせずに万結は尋たずねた。女官の唐衣裳から女主人の小こ袿うちぎへと装いが変わり、なにより身二つになったことで、塔子は以前にもまして身軽になっていたのだ。赤子など手ずから抱きあげてどこにでも歩いてゆく。

　塔子は一の宮を抱いたまま、悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。

「清せい涼りよう殿でんよ。まだ主上おかみは御ご出しゆつ御ぎよなさっていないでしょ」
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　簀すの子こから御み簾す越ごしに『朝あさ餉がれいの間ま』をのぞくと、倚い子しに座すわる明槻と、その横で直なお霧ぎりがなにやら訴うつたえている様子がうかがえた。

「ちがいます。入にゆう御ぎよは帳とばりが下りるまで待ってください」

「え、そうだったっけ？」

「そうです」

　疑うように確認する明槻に、ぴしゃりと直霧は言った。

　はっきりとは分からないが、内容から察するに『即そく位いの礼』の打ちあわせをしているようだ。直霧は明槻の即位に際して民みん部ぶの少輔しようから帝の近辺に仕える五ご位いの蔵くろう人どになり、半年前に従じゆ四し位いの上じようの蔵くろう人どの頭とうに昇しよう進しんしていた。

　万結からこっそりと聞いた話だが、実は直霧は民みん部ぶ省しようの仕事が性しようにあっていたらしく異動はまったく望んでいなかったのだそうだ。しかし宮外の仕事が多くなったため、東とう宮ぐう御ご所しよによりつかなくなったことに明槻が腹を立て……というより拗すねてしまったので、しかたなくその人事を受け入れたという話だった。

　直霧には気の毒な話だが、中級以下の官かん吏り達は、直霧を通して明槻への風通しがさらによくなったと大喜びなのだという。これでいろいろな事案を、途と中ちゆうでにぎりつぶされることなく通せるからということらしい。

　明槻は自らの即位にあわせて、縋すが子このときには停てい滞たいしていた臣しん下かの昇しよう進しんを実行した。

　大だい納な言ごんは晴れて左さ大だい臣じんになったし、左さ近こん衛えの大だい将しようは内ない大だい臣じんになった。他の公く卿ぎようや参さん議ぎも、働きに応じた順当な昇進をさせた。明槻が即位をすれば冷ひや飯めしを食わされると覚かく悟ごしていた大多数の者達は、いたく感動して警けい戒かい心しんを解とくようになった。考えようによっては、縋子はこの効果を狙ねらって、自分のときには臣下の昇進を行わなかったのかもしれない。そのおかげで直霧の早い昇進にも抗こう議ぎの声はあがらなかった。

　もちろん二人の有力な親しん王のうの存在を背景にした東とう宮ぐう問題は、まだ解決していない。

　解決はしていないが、それがあたりまえだと塔子は思う。一歳になったばかりの幼よう児じと月げつ齢れい段階の乳にゆう児じに優ゆう劣れつを競きそわせること自体が間違っているのだ。

　だからあと十年後、少年になった彼等らを正々堂々と競わせればいい。

（女によ院いんにだけは、絶対に負けないから！）

　半年前に院号を授じゆ与よされた三さん条じようの女によう御ごに、熱い対たい抗こう意識を燃やす塔子であった。

　ちなみに宣せん陽よう院いんのための仙せん洞とう御ご所しよが完成したのち、彼女は二人の子と共に夫について行った。五の宮の件で夫ふう婦ふ仲がこじれていたようなのでどうするのかと思っていたが、もしかしたらあのときの「五の宮も女御も疑っていない」という宣陽院の発言を、彼女は聞いていたのかもしれない。

　夫婦のことはよく分からないなどと考えていると、腕の中の一いちの宮みやがぐずりだした。

　あ、と思ったときには、立ちあがった直霧が御み簾すをまくりあげていた。彼は位に比した黒の袍ほうを着ていた。

　そして奥の倚子に座った明槻は、とうぜん礼服を着ている。

　帝の礼服は、赤の大袖と褶ひらみに十二の文もん様ようを刺し繡しゆうした『袞こん衣い』に『冕べん冠かん』を着用する。

　圧あつ倒とう的てきな貫かん禄ろくと物語のような姿に塔子はしばし魅みせられた。つい先刻、式の手順を勘かん違ちがいして、乳ち兄弟きようだいから叱しつ責せきされていた人だとはとうてい思えない。

　縋子の即位のさいに東宮としての黄おう丹にの礼服姿を見たのだが、やはり天てん子し御礼服は威い厳げんがさらに増している。

「どうしたのですか？」

　直霧ではなく明槻が訊きいた。塔子はわれに返り、さっと御簾内に入った。

　腕の中で一の宮は、まだぐずりつづけている。

「宮は式に出られないから、いまのうちにお父様のお姿を拝はいさせておこうかと……」

　塔子が言い終わらないうちに、なぜか直霧はさっと出て行ってしまった。

　なんだろう？　と首を傾かしげる塔子に、明槻はからかうように言った。

「直霧はとっくに気づいていますよ。あなたが人前では言こと葉ば遣づかいを取りつくろっていることに」

「え!?」

　愕がく然ぜんとする塔子に、明槻は身をよじらせて笑う。だとしたら、無む駄だな努力をつづけていたものだ。いったいいつから知られていたのだろう。

「なあんだ」

　思いっきり気き抜ぬけしたように言うと、明槻はまた笑った。

「それで、本当に私の姿を宮に見せにきたのですか？」

「うん。赤あかん坊ぼうは儀式も関係なく泣くから、まだ見学は無理だもんね」

　やれやれとばかりに塔子は言った。

「それにこの子、目を離すとどこにでも行っちゃうんだもの。はいはいができるようになったとたんにこれよ。そのうち朱す雀ざく門もんまで行ってしまいそう」

「ああ、母親にそっくりですね」

　すかさず明槻が言ったので、塔子はぷうぅと頰ほおを膨ふくらませた。

　明槻は倚子から身を乗り出し、塔子の腕の中にいるわが子にくすっと笑いかける。すると先ほどまでぐずっていた一の宮が、きゃっきゃと声をあげて笑いだした。

　一いつ瞬しゆん不意を突かれたように目を見開いてから、しみじみと明槻は言った。

「ほんと、母親に似て可か愛わいいなあ」

「!?」

　それこそ不意打ちの言葉に、塔子はおおいに焦あせって明槻を見る。

　その塔子の目に映ったものは、これまで見た中で、いちばん幸せそうな明槻の笑顔だった。











完
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　こんにちは、小お田だ菜なつ摘みです。このたびは「なりゆき斎さい王おう」最終巻を手に取っていただいて、ありがとうございます。九冊にわたってつづけさせていただいたこのシリーズも、ついに大だい団だん円えんを迎えました。塔とう子こは熊くま野のにいた時も別に幸せでしたが（汗）、明あか槻つきがとうとう幸せになりました。これが継けい続ぞくできるかどうかは彼らの努力＆運命ですが、真ま面じ目めに頑がん張ばっている人達なので、たぶん大丈夫でしょう。

　あの人もこの人もいい具合に収まったなと自じ画が自じ賛さんしておりますが、皆様はどう思われたでしょうか？　私はタイトル通りのエンドを迎えられたかなと納なつ得とくしております。読者様も同じように感じていただければ幸いです。




　和物が読んでみたいですね、という担当様のお言葉をきっかけにはじまったこのシリーズ。当初の私の気持ちは『大好きな熊野を書かせてくれるのなら、なんだって書く』というマニアックなものでした。少女小説の中で熊野をはじめに書いた作家（多分）という称号を得えることができて大満足です（おそらく競争相手もいなかったとは思いますが）。

　そんな私ですから、この最終巻で三み度たびの熊野を書くことができて感かん無む量りようの思いです。

　三、四巻は物語の展開よりも、あそこが書きたい、ここが書きたいという煩ぼん悩のうとの戦いでございました。本当は橋はし杭ぐい岩いわも瀞どろ峡きようも潮しおの岬みさきも海うみ金こん剛ごうも書きたかったのですが、当時のアクセス状況を考えるとたぶん無理なので諦あきらめました。こうなってくると、その舞台を出すために物語を考えているかのようですが、一応物語優先ですので（うん、多分ね）。




　この作品では、これまで私が書いたことのないようなキャラクターを大勢書かせていただきました。主人公二人は別として、左さ近こん衛えの大だい将しようと二にの宮みや、それと直なお霧ぎりは、多分このシリーズではじめて書いたタイプではないかなあ（ライトノベルにおいて特別個性的というわけではなく、私がこういうタイプを書いてこなかったということです）。

　左近衛大将は行い自体はこれまでの私の作品に出てきた他の極ごく悪あくキャラ並みにひどいのですが、妙みように憎にくめない人にしてしまったので最終的な落としどころに困りました。でも相手が塔子だったので、この落とし方もありかなと思います。清せい濁だく併あわせ吞のむヒロインというのもなかなかよろしいですね。ヒーローのほうは最終巻で、ようやくそのようになることができました。

　二の宮は、単に女おんな癖ぐせの悪い男性キャラを書いたことがなかったので新しん鮮せんでした。胡蝶こちようの宮みやという愛あい称しようはうまいことつけたなと、こちらも自画自賛しております。

　直霧も私に主しゆ従じゆう萌もえがまったくなかったので最初は方向に迷いましたが、優秀で主人に対しての忠ちゆう心しんはあるが、あまり尊敬していないというキャラクターに固まりました。

　ちなみにこの人にかんしては三巻辺りから「明槻様を馬ば鹿かにしていいのは私だけです」と考えているんじゃないかと疑いつつ書いておりました。最後のほうにちらりと出てきた一いちの宮みやが、塔子と明槻以上に、彼にとって心配の種になるだろうと予想しております。

　この一の宮と宣せん陽よう院いんの五ごの宮みや。左近衛大将と三さんの宮みやの姫君達も、きっと健すこやかに育ってくれることでしょう。そしてこのお話では人々の癒いやしだった女一の宮は、縋すが子このような立派（？）な斎さい院いんになって、年少組をまとめてくれることと思います。次世代も内裏だいりは賑にぎやかになりそうです。熊野のほうでは範のり康やすの娘の梛なぎ子こちゃんがいます。




　最終巻にあたりまして、ここで謝しや辞じを伝えさせてください。

　なんといってもイラストの凪なぎかすみ様。担当様からお名前を打だ診しんいただいたとき、私ごときの作品をあの凪先生にお願いしてよいのかと、本当に恐おそれおののきました。はじめてラフを見せていただいたとき「あ、本当に凪さんが描いてくださるんだ」とようやく信じることができました。九冊も担当していただいた今となっての思いは「（凪さんに担当していただいた）わが（少女小説家）生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなし＠北ほく斗との拳けん！」と天にむかって叫びたいといったところです。本当にありがとうございました。

　担当様。ビーズログ文庫さんにお世話になってから、長いお付き合いをいただき本当にありがとうございます。読者の皆様。ここ数年の間、小田が少しでも読んでどきどきするようなラブ成分を書くことが上達しているようであれば、それはすべて担当様のご指し導どうのおかげです。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　校正様、毎回毎回プロの仕事を見せていただきありがとうございます。指し摘てきが少ないと物足りないような気持ちになってしまう昨さつ今こん。私はもはや、ゴジラで言えば第三形けい態たいあたりに進化しているのかもしれません。まったく個人的な見けん解かいですが、ゴジラは第二形態がキモ可か愛わいくて好きです。

　他にもデザイナー様、この本を出版するにあたってお世話になった方々、そしてなにより読者の皆様、本当に本当にありがとうございました。




　なりゆき斎王はこれで終わりですが、現在次回作を考案中です。

　また皆様にお会いできましたら、嬉しいです。どうぞ、よろしくお願いします。
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